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◆ひしょのこうこつ◆







１







　話を聞いているうちに、不ふ愉ゆ快かいさがじんわりとこみ上げてきて、胃のあたりがムカムカしてきた。


（馬ば鹿かばっかりだ）


　井い口ぐち灯とう夜やは、さらりと整った中性的な顔立ちから意識して表情を消しつつ、心の中でぼやいた。


　ここはインターネット系企き業ぎよう『Ks.com』本社ビルの社長室で、いま井口の目の前で話しているのは、その若き敏びん腕わん社長、妹尾せのお孝たか敏とし。


　百八十を超こえる長身と好青年風の爽さわやかな笑え顔がおでマスコミにもてはやされている妹尾だが、朝一番だけあって寝ね癖ぐせで撥はねた髪かみのまま、シャツの首元ははだけネクタイすらしていない。


　一方、妹尾の第一秘書である井口は、当然ながら身み支じ度たくには一分の隙すきもない。


　目立たない色合いの品の良いスーツを完かん璧ぺきに着こなし、軽く色を抜ぬいたストレートの髪のセットも完璧。


　真ん中で分け、耳のラインで切ってサイドに流した前髪がたまに額に落ちてくるが、それもどこか一点ぐらいは隙を作ったほうが良いだろうとの計算のうち。


　無む駄だなくスムーズな仕事運びを信条とする秘書としての井口は、社内だけではなく取引先からも高く評価されていて、井口自身、今の自分の仕事にはやり甲斐がいを感じていた。


　だから、どんなに不愉快だろうと、立場上、雇こ用よう主ぬしの話を途と中ちゆうで遮さえぎるわけにはいかない。


　胃のムカムカを意識しつつも、無表情のまま黙だまって話を聞き続けるしかないのだ。


　不愉快極きわまりない話の内容は、仕事関係ではなく妹尾のプライベートに関すること。


　ことの起こりは昨日。


　妹尾の親友で『Ks.com』の会長でもある加か瀬せが、引き取った少年との間にトラブルを起こし、その後始末を妹尾に頼たのみ込んできたのだ。


　加瀬に甘い妹尾がその話を二つ返事で引き受けてしまったものだから、仕方なく秘書である井口は、その少年が加瀬の屋や敷しきを出てひとり暮らしができるよう段取りをつけてあげた。


　それが一夜明けると事情が一変し、トラブルはすべて解消したからこのまま一いつ緒しよに暮らすと、加瀬から妹尾に連れん絡らくがあったのだそうだ。


（無駄働きをさせられた）


　話を聞いて、最初にそう思った。


　超ちよう多た忙ぼうな妹尾のスケジュール管理が井口のメインの仕事だが、その仕事の合間に極ごく秘ひ扱あつかいの書類のチェックや整理、部下の仕事ぶりの監かん督とくやらと、やるべきことなら山ほどある。


　今回の一件は妹尾のプライベートに関かかわる話で、世せ間けん体てい的にもたいそうよろしくない。


　醜しゆう聞ぶんが余所よそに漏もれるのを防ぐため、本来の業務を信しん頼らいできる部下に託たくした上で、仕方なく井口が直接動いてやったのだ。


　およそ四時間に及およぶその労働が無駄になったのだと聞かされて、気分が良いわけがない。


　とはいえ、こうなるだろうことは昨日の少年の態度でなんとなく予想もできていた。


　妹尾から加瀬の屋敷を出るようにと言われたときも、帰宅時の車の中でも少年はひどく浮うかない様子で、加瀬の屋敷から出て行きたがっているようには見えなかったからだ。


　だから、実を言うと予想できていた分、無駄働きをさせられたことに対する不愉快さは胃に変調をきたすほどではなかった。


　胃がムカムカするほどの不愉快さの原因は、トラブルの中心にいる少年、佳よし希きにあった。


　本人の意思とは関係なく、親しん戚せきの家から加瀬の屋敷へ引っ越こしさせられた挙げ句、半ば強制的に夜のお相手をさせられていた佳希を、妹尾は大人の都合で振ふり回された可哀かわい想そうな子供だと言う。


　正体を隠かくしたままで佳希を抱だき続けていた加瀬は、自分の欲望を抑おさえきれなかったばかりにあの子を傷つけてしまったと深く後こう悔かいしていた。


　井口はというと、そんなふたりの意見にはまったく賛同できない。


　それどころか、


（良い大人があんな子供に振り回されて……。揃そろいも揃って馬っ鹿じゃないの？）


　と、いうのが偽いつわらざる本心だった。


　そもそも、今回のトラブルの一番の原因は佳希の勘かん違ちがいにある。


　どうしたわけか佳希は、加瀬が純じゆん粋すいな善意から引き取ったにも拘かかわらず、自分は夜のお相手として買われたのだと思い込んでいたのだ。


　だからこそ、闇やみに紛まぎれ正体を隠したままの加瀬に、抵てい抗こうすることもなくおとなしく抱かれ続けていたらしい。


　そう、おとなしく……。


（本当に嫌いやだったら、とっとと逃にげてたさ）


　井口が見たところ、佳希は周囲の大人の言うことをただ黙って聞くようなタイプではない。


　性格を知るために軽くからかってやったら、戸と惑まどうどころか、なんだこいつと逆に探さぐるような視線を向けてきたぐらいなのだ。


　自分が置かれた状じよう況きようを冷静に判断する能力も、理り不ふ尽じんな扱いに反発する気力もあるだろう。


　その上で、佳希はあの屋敷に行き、とどまることを自分で選せん択たくしていた。


　夜の相手として身体からだをひらくことを承知していた以上、井口には佳希が一方的に被ひ害がい者しやだとはどうしても思えない。


　逃げることもせず、あの屋敷にとどまっていた裏には、彼なりの損得勘定があったはずなのだから……。


　それなのに、妹尾も加瀬も、それにはまったく思い至らないようで、まるで佳希が自己判断力を持たない子供のような扱いをしてばかりいる。


　本人にそのつもりがあるのかどうかは謎なぞだが、井口の目には、大人ふたりが佳希に手玉に取られているように見えて仕方なかった。


（間抜けだな）


　でも、自分だけは騙だまされやしない。


　騙されて利用されるだなんて、無駄そのもの。


　タイトに計画を立て、スムーズに効率よく己おのがやるべき事こと柄がらを遂すい行こうする。


　井口は、それが賢かしこいやり方だと信じていた。








「──ま、雨降って地固まるってとこか」


　妹尾は、そんな年寄り臭くさい言い回しで話を締しめくくった。


「で、感想は？」


「丸く収まって良かったですね」


　井口は、妹尾の問いに、冷ややかな調子で心にもない言葉を返した。


「そうか？　良かったって表情には見えないがな」


　愉快そうに口角の端はしを軽く上げた妹尾が、井口の表情を探るように見つめてくる。


（また面おも白しろがってるな）


　いかにもな好青年風に、キリッと整った眉まゆと決して揺ゆらがない強い瞳ひとみ、ビジネスの際には常に自信に満ちあふれた微び笑しようを湛たたえる唇くちびる。


　年若い成功者にありがちな驕おごった態度をみじんも感じさせず、どんな事態にも落ち着いた物もの腰ごしで対応する妹尾は、近くで見ていると自社の社長だという贔屓ひいき目めを抜きにしても惚ほれ惚ぼれするほどだ。


　が、井口とふたりきりのときに時折見せるこの表情は、どうにもいただけない。


　こちらの反応を愉快そうにうかがうその視線に、自分は玩具おもちやではないと抗こう議ぎしたくなる。


「無駄働きさせられたのが、さすがに気に入らないので……」


「本当に、それだけか？」


　もっと他ほかに言いたいことがあるだろうと言わんばかりの妹尾の表情に、ムッとした井口は不快感を表明すべくあからさまに片眉をひそめた。


　どちらかというと優やさしげな女顔で、繊せん細さいに整っているさらりとした井口の顔立ちは、ちょっとした表情の変化でその印象をがらりと変える。


　細い眉をひそめ顎あごを上げ、伏ふし目がちで冷ややかに見つめる自分の顔が、妹尾の目にはかなり小こ憎にくらしく映るだろうと計算しての行こう為いだったが、妹尾は逆にその笑みを深くした。


（図太い）


　本心を言っても、目の前の男は怒おこりはしないだろう。


　そう、妹尾は滅めつ多たなことでは怒らない。


　雇用主である妹尾に対して、井口は今までかなりぶしつけな発言をしたり、あからさまに小こ馬ば鹿かにした態度をとってみせたりしてるが、軽くたしなめられる程度で怒られたためしがない。


　怒るどころか、むしろ妹尾は面白がっているようなのだ。


　これで本心を口に出したら、きっともっと面白がって二倍楽しむに決まっている。


（こっちは不ふ愉ゆ快かいさが二倍増しだ）


　絶対言うものかと、井口は思う。


「答える義務はないと思いますが……。──ところで、佳希くんのためにわざわざ用意したあのマンションはどうします？」


　井口は会話をうち切って話題を変えた。


「処分しますか？」


「そうだな。色々と辛つらい目にあわせてしまったお詫わびに、佳希くんにプレゼントするのはどうだ？」


「子供には贅ぜい沢たくです。それに、社長から佳希くんにそんな高価なプレゼントをしたら、会長もさすがに気を悪くすると思いますけど」


「妬やくかな」


「たぶん」


「……そうか。それはそれで面白そうだ」


　何事かを想像して、妹尾が目元を和なごませつつ、ひとりほくそ笑えむ。


（……馬鹿）


　楽しそうな妹尾を見ていると、ムカムカがさらに増してきて、胃のあたりが熱くなってきた。


　このままでは胃に潰かい瘍ようができかねない。


　さっさと仕事を済ませて、ムカムカを誘ゆう発はつさせる男の前から立ち去ったほうが良さそうだ。


「社長、今日のスケジュール確かく認にんをしても？」


　井口が聞くと、妹尾は苦く笑しようしつつ頷うなずいた。


　では、と一通りスケジュールを読み上げ、確認事じ項こうをチェックする。


「──今日の確認事項は以上です。それと、夜の会食は、昨日に引き続き香か月づきに同行させますので」


「珍めずらしいな。なにかあったか？」


「早退するわけじゃありませんよ。昨日の一件で少々仕事が滞とどこおっているので、今日のうちに片づけておきたいだけです」


「たかが半日不在だっただけだろう」


　その程度のロスを夜まで引きずるのか？　と妹尾は不満そうだ。


「普ふ段だんなら平気ですが、たまたま極ごく秘ひ裏りに進めている新事業の試算表が上がってきておりまして。社長にお届けする前に、最終チェックをわたしのほうで済ませておこうと思ったのですが……。社長がご自分でチェックなさるとおっしゃるのなら、今すぐ書類をお持ちしますよ？」


　井口は、勝利を確信しつつ返事を待った。


「いや、良い。任せる」


　案の定、妹尾は慌あわてて顔の前で手を振ふる。


　出されたデータを元に、あれこれ検討するのは好きでも、数字等の細かなチェックをするのは嫌きらいなのだ。


　創業して間もないせいもあって、『Ks.com』には企き業ぎようとしての欠点が多々ある。


　推進力としての才能ある若い人材には恵めぐまれても、そのバックアップをするべき縁えんの下の力持ち的な中ちゆう堅けんどころの人材が乏とぼしいことがそのひとつ。


　企業の成長スピードに、社員教育が追いつかないのだ。


　情報の速さ、行動の迅じん速そくさがものを言う業界なだけに機密保持には気を遣つかわねばならず、人材が足りないからといって、重要なポイントにはそう簡単に補ほ充じゆうするわけにもいかない。


　営業内容の多様化に伴ともなって、内部のサポート的な要素を強く持つ新たな部署も必要になってきているのだが、人材が足りない現状ではどうにもならない。


　そのせいもあって、秘書課には幹部社員の補助以外の細々とした雑用が数多く持ち込まれていた。


「いい加減、専門の部署を創つくらないとまずいか？」


「まずいでしょうね。秘書課のほうで使えそうな人材を一応ピックアップして徐じよ々じよに教育してますが、彼らにまとめて抜ぬけられると秘書課自体の業務に差し支つかえるので……」


「久しぶりに秘書課の公こう募ぼをするか」


　ため息混じりで、嫌いやそうに妹尾が言った。


「そうしていただけると助かります。面接が面めん倒どうなら、わたしが」


「いや、俺がやる。おまえにも立ち会ってもらうがな」


　大たい抵ていの部署は部下任せなのだが、重要な情報に触ふれる機会が多い秘書課などの社員は、妹尾自らが面接までして決めるのが常だった。


　妹尾が社員を選ぶ基準は独特で、経歴も態度も申し分ない人材を「これは駄だ目めだ」とあっさり切り捨てたかと思うと、未経験者を即そつ決けつで雇やとったりもする。


　そのせいで、前回の公募の際には応募人数が破格に多かったにも拘かかわらず、目標の半分しか雇い入れることができなかった。


　面接を側そばで見ていた井口は、勿もつ体たいないことをすると歯は痒がゆく思ったものだ。


　井口の立場から言わせてもらえば、他社経験があり即そく戦せん力りよくとなる人材のほうが望ましいからだ。


　だが、最終的に雇い入れられた人材を実際に使ってみると、経験不足は否いなめないものの、仕事への態度や人間性は実に申し分なく、数年後には確実に役に立つ社員に成長してくれるだろうと期待できる者ばかりで、悔くやしいが妹尾の目の確かさを認めるしかなかった。


「では、そのように。公募の草案を作らせて、明日までに提出させます」


「頼たのむ。──で、香月のことだがな、夜じゃなく昼に同行させたいんだが」


「なにか問題でも？」


「問題はないが、少しばかり要領が悪い」


　昨夜、妹尾は客先との会食の後、興に乗った先方に行きつけのスナックにまで連れて行かれる羽目になった。


　同行したのが井口だったら、最初の店で場を抜けられるようスムーズに誘ゆう導どうしてくれたはずで、それを思うと夜の会食の雰ふん囲い気きに不ふ馴なれな秘書を連れ歩くことには抵てい抗こうがある。


「夜の同行はおまえのほうが良い。二晩続けてカラオケなんて目にはあいたくないからな」


　うんざりした顔で妹尾が言った。


「何事も回数をこなさなければ不馴れなままです」


　井口は冷ややかに返した。


「社員教育の一いつ環かんと思って、少しぐらい我が慢まんしてください」


「……おまえ、今かなり機き嫌げん悪いだろう？」


「仕事中ですよ。機嫌良いも悪いもありません」


「仕事中だからだ。普段だったら仕事中は一方的にＮＯとは言わないからな。駄目でも気を回して代だい替がえ案くらいは言うだろうが」


　妹尾は、椅い子すの背もたれに身体からだを預け、足を組み直すと、軽く手招きして井口を呼んだ。


「……駄目です」


　妹尾の意を察知した井口が、部屋に設置されている監かん視しカメラにちらっと視線を向ける。


「さすがに就業時間内は切れないか……。スキンシップで機嫌をとろうと思ったんだが」


　残念、と妹尾が小声で言うと、井口はあからさまにムッとして不機嫌な顔になった。


「馬鹿を言わないでください。そんなことで機嫌をとられたりなんかしませんよ」


「そうか？」


「当たり前です」


　額に落ちてきた前まえ髪がみを指先で払はらいながら、馬鹿にするなと鼻で笑う。


（犬いぬ猫ねこじゃあるまいし）


　妹尾と肉体関係を持つようになってずいぶん経たつが、あくまでも身体だけの関係でしかない。


　甘い感情が介かい在ざいしない以上、撫なでられたぐらいで喜ぶと思ったら大おお間ま違ちがいだ。


「だったら、特とく別べつ休きゆう暇かはどうだ？　ここ二年ぐらいろくに休んでないだろう。旅行もセットにするから」


「実現不可能な餌えさには釣つられませんよ。今の状じよう況きようでのんびり休めるわけないでしょう」


「旅行のオプションに、俺もつけたらどうだ？」


　社長である自分が休めば、第一秘書である井口の仕事も激減する。


　それなら長期休暇は可能だろうと、妹尾が言った。


「……休暇中にまで面倒を見させるつもりですか？」


「大だい丈じよう夫ぶ。自分の面倒ぐらい自分で見られる。なんだったら、逆に面倒見てやろうか？」


「社長が？　なんだか気持ち悪いですね」


　それは遠えん慮りよしておきます、とニヤニヤ笑う妹尾に冷ややかに返しながらも、井口はちょっとだけ気持ちが緩ゆるむのを感じた。


（旅行なんて、久しぶりだ）


　最後の長期旅行は『Ks.com』に入社する以前で、入社してからは仕事絡がらみの付き添そいで小旅行程度しか行っていない。


「お、結構乗り気だな」


　井口の些さ細さいな表情の変化を読みとった妹尾が、愉ゆ快かいそうに微笑ほほえんだ。








「室長、おはようございます」


　井口が社長室から自分のデスクに戻もどると、待ちかねていたように香月が歩み寄ってきた。


「おはよう、香月くん」


　香月梨り花かは、いま井口が一番に目をかけている部下だった。


　地味な色合いだが身体に良くフィットしたスーツにナチュラルメイク。華か美びにならない程度のアクセサリーも品が良い。


　香月は色気より知性を思わせるキリッとした顔立ちの美人で、物覚えも度胸も良く、部下の中でもその成長ぶりは群を抜いて優すぐれている。


　元々はマスコミとの窓口担当として雇ったのだが、アイドルよろしく飾かざっておくのは勿体ないと、最近では内部の仕事をあれこれ任せるようになっていた。


「今日の打ち合わせは長かったですね」


「ああ。色々とね。君には特に個人的に伝達事じ項こうがある」


「やっぱり社長、怒おこってましたか……。昨夜の帰りの車で、ちょっと不機嫌そうだったから気になってたんですけど、なにで機嫌を損そこねたかわからないんですよね」


「そう？　特に怒ってはいなかったけど」


（やっぱり、この子は勘かんが良い）


　若くして大だい企き業ぎようのトップにいるだけあって、妹尾は極きわめて感情コントロールに優れている人間だ。


　そんな妹尾の感情の微び妙みような揺ゆらぎを感じ取れるのだから、たいしたものだ。


「カラオケには辟へき易えきしていたようだけど」


「カラオケですか？」


「そう。嫌きらいなんだ。ゴルフも毛嫌いしてる。同行先でしつこく誘さそわれて困っているときは、それとなく助け船を出してあげると良いい」


「あ、じゃあ……」


「うん。これからは、マスコミ関係と並へい行こうして、社長のサポートを頼むことになる。とりあえず、今日は一時からの打ち合わせに同行してもらうよ」


「はい！」


「最初のうちは戸と惑まどうこともあるだろうけど、何度か一いつ緒しよに行動すれば社長の癖くせもわかってくるから、気楽にね」


「頑がん張ばります」


　香月は、嬉うれしそうに深く頷うなずいた。





　秘書課内のメーリングリストで本日の伝達事項を伝え、午後の打ち合わせの資料を香月のアドレスに送る。


　部下から送られてくる今日の仕事予定のリストに目を通しながら、井口は気づかれないよう小さくため息をついた。


（休暇を取るなんて、当分無理か……）


　秘書課に人員を増やし、新しい部署を創つくる。


　口で言うのは簡単だが、実行するとなると大仕事だ。


　比ひ較かく的年ねん齢れい層の低い秘書課の社員達はまだまだ成長途と中ちゆうで、自分の仕事で手て一いつ杯ぱい。新人の教育を完全に任せられる余よ裕ゆうのある者はいない。


　となると、どうしても井口が社内に残って新人の動向に目を光らせる必要があるし、新設する部署も、軌き道どうに乗るまでは秘書課と掛かけ持ちで井口が管理することにもなるだろう。


　香月の仕事内容の変へん更こうも、井口の負担を軽減するのが目的で、計画が本ほん稼か働どうする前に新しい仕事に慣れてもらおうとしてのものだった。


（……そうか。新人教育に入ったら、社長は休めても俺は休めないな）


　それならば休暇を取るなら早めにしないと、とそこまで考えて、再び井口は小さくため息をついた。


（たかが、その場しのぎの口約束なのに、なにを真しん剣けんに考えてるんだか……）


　考えるだけ無む駄だだ。


　自分には処理すべき仕事が沢たく山さんあるのだから、余計な物思いに囚とらわれる暇ひまはない。


　井口は軽く頭を振ふると、パソコン画面に視線を向けた。











（そろそろか）


　会食がはじまって二時間強。


　会場となった中国料理店は、料理のサーブのペースが遅おそいことで有名だったが、いくらなんでももう終わる頃ころだろう。


　用意された控ひかえ室しつで、取引先である竹たけ永なが商事がセッティングした妹尾との会食が終わるのを待っていた井口は、モバイルをバッグにしまい軽くネクタイを直した。


　予想通り、しばらくするとノックの音に次いでドアが開き、あと数分で終しゆう了りようしそうだと店の店員に告げられる。


　井口は、妹尾を出で迎むかえるべく、会食中の個室の前の廊ろう下かに向かった。


「失礼ですが、井口さんでいらっしゃいますよね？」


　先に来ていた先方の秘書に問われ、頷くと、折り畳たたんだ小さなメモをすっと手て渡わたされた。


「坂さか口ぐち常務からです」


　ひっそりと耳打ちされる。


　片手でメモを開くと、携けい帯たいの番号らしき数字が書かれてあった。


（安く見られたものだな）


　井口は、ポケットから立場上いつも持ち歩いているライターを取り出すと、廊下に置いてあった灰皿の上でそのメモに火をつけ、捨てた。


「井口さん？」


「記き憶おく済みです」


　うろたえる先方の秘書に、にっこり業務用の笑えみを浮うかべてみせたとき、個室のドアが開いて賑にぎやかな笑い声が漏もれ聞こえてくる。


「終わったようですね」


　灰皿の上でメモが完全に燃え尽つきたのを横目で確かく認にんしてから、井口は妹尾を出迎えに行った。








「参った。そんなに飲んだつもりはないんだがな」


　車の後部座席に収まると、妹尾はネクタイを緩ゆるめ、額を押さえて呻うなった。


「酒に飲まれるなんて、珍めずらしいですね」


　助手席に座っていた井口は、車に備え付けのクーラーボックスからミネラルウォーターとおしぼりを出して、妹尾に手渡す。


「なにを飲まれたんです？」


「はじめて飲んだ酒だ。茅台酒マオタイチユウとか言ってたな」


　妹尾はボトルを一気に半分飲むと、ふうと暑そうに息を吐はく。


「社長、それは酔よって当然ですよ」


　中年に差し掛かる年代の、妹尾専属の運転手が苦く笑しよう気味に会話に混ざってきた。


「そうなのか？」


「はい。茅台酒は確かアルコール度数が六十以上の酒ですから」


「やられたな。坂口常務が平気な顔でぐいぐいいってたから、そんなに強い酒だとは思わなかった。──あの人が酒に強いって知ってたんだろう？　忠告ぐらいしておけ」


「そんなの知りませんよ」


　いきなり話を振られ、井口は冷ややかに答えた。


「そうか？　おまえが前の会社にいた頃に、何度か接待してもらったって嬉しそうに言ってたぞ」


　妹尾の言葉に、一いつ瞬しゆん、心臓が冷えた。


（どこまで聞いたんだ？）


　井口は軽く首を回し、妹尾の表情をうかがった。


「……接待したのは上司で、わたしはお供をしただけですよ。あの頃は、ワインを好んで飲まれていたので、さほど酒に強い印象はありませんでしたが」


　だが、シートに頭を預けた妹尾は、おしぼりで目元を覆おおっていて表情が見えない。


「なるほど……。──着いたら、起こしてくれ」


　妹尾は、そのまま深く息を吐くと、唇くちびるを閉とざした。


（大だい丈じよう夫ぶか）


　以前の会社にいたとき、井口は仕事上の必ひつ要ように迫せまられて、坂口相手に少しばかり特とく殊しゆな接待をしたことがあった。


　その記憶があるから坂口も携帯の番号を知らせるような真似まねをしたのだろうが、必要に迫られていない今は誘いに応じるつもりは毛頭ない。


（なにを焦あせってるんだ）


　昔のことを妹尾に知られたからといって、どうだというのだ。


　まるで悪事が発覚しかけたような、そんな緊きん張ちよう感かんを一瞬とはいえ感じた自分がなんだかおかしかった。


「今日は、予定通り直帰でよろしいですかね」


　苦笑しつつ、眠ねむる妹尾から視線を離はなして前を向くと、運転手が小さな声で話しかけてきた。


「はい。社長のマンションのほうへ」


「わかりました」


（今日は少し疲つかれたかな）


　元々寝ね不足だったし、朝一番に怒おこったせいか、妙みように感情の制せい御ぎよがうまくいかない。


　こういう日は、ゆっくり自宅のバスタブで身体からだを伸のばしてから寝てしまうに限る。


（俺も直帰するか）


　静かに走る車の微かすかな振しん動どうを感じながら、井口も目を閉じた。








「自分でちゃんと歩いてください」


　妹尾を支えて歩きながら、井口はブツブツ文句を言っていた。


　ついさっきまでは、妹尾を降ろした後で運転手に自宅マンションまで送ってもらおうと考えていたのだが、断念せざるを得なかった。


　肝かん心じんの妹尾が酒の酔いと睡すい魔まに取り憑つかれ、ふらふらと危ない状態で放ほうっておけなくなってしまったからだ。


　手伝いましょうかと心配そうな運転手を先に帰らせ、井口は妹尾を部屋まで連れて行った。


　勝手知ったる他人の家で、まっすぐ寝しん室しつへと向かう。


「着き替がえてから寝てください」


　ベッドに放り込んで声をかけたが、返事がない。


　仕方なくスーツの上着を脱ぬがせ、とっくに緩められていたネクタイを襟えりから抜ぬいてクローゼットにかける。


　ベッド脇わきに戻もどった井口は、軽い寝息をたてる男を冷ややかに見下ろした。


「……さすがに面めん倒どうくさいな」


　自分より大きな男を寝間着に着替えさせるのは億おつ劫くうだと、そのまま毛布をかけて寝かせることにした。


　サイドテーブルに水差しとグラスを用意してから、目覚ましをセットしようとしていたら、いきなり背後から伸びてきた腕うでが腰こしに巻きついて、ベッドに引き倒たおされた。


「な……にするんですか、この酔っぱらい！　もう、じゃれるなって」


　びっくりした井口が、覆い被かぶさってくる重い身体を両手で押し戻しながら見上げると、妹尾は愉ゆ快かいそうに微笑ほほえんでいた。


　井口を見下ろす妹尾の視線は実に落ち着いたもので、酔っぱらい特有の焦しよう点てんの合わないそれとは違ちがっている。


「酔っぱらって……ない？」


「あの程度で酔うものか。──まさか、おまえがこんなベタな手に引っかかるとは思わなかったな」


「そうですね。まさか、今どき、こんなベタな手を使う人が本当にいるとは思えなかったので」


　騙だまされた悔くやしさで、井口はわざと鼻で笑ってやった。


「もう帰ります」


　こんな茶番につき合っていられるかと、ずり上がって妹尾の身体の下から逃のがれて起きあがる。


　そのままベッドを降りようとしたが、強い腕にもう一度引き戻された。


「ちょ……。ふざけてないで放してください」


「ふざけてないさ。朝にスキンシップできなかったから、今日中に埋うめ合わせておくだけだ」


「余計な気き遣づかいはよしてください。けっこうです！　そんなものいりません！」


　抵てい抗こうは試みたものの、敵も慣れたもので、ことごとく押さえ込まれ服をはぎ取られていく。


「昨日もお相手したじゃないですか。今日は嫌いやです」


　ベルトに手がかかり、さすがにまずいと感じた井口は本気で妹尾を睨にらみつけた。


　だが、妹尾は一向に気にしない。


「連日は駄だ目めだって？……でも」


　愉快そうに微笑んだまま、押さえ込んだ井口の身体に指を這はわせていく。


「身体は嫌がってないみたいだが？」


「……んっ……」


　妹尾に耳元で囁ささやかれて、ゾクッと身体が震ふるえる。


（…もう、仕方ないか）


　その声で、やんわりと握にぎり込まれたものが反応しはじめるのを感じて、井口は諦あきらめた。


「しつこいのは無しですよ」


　ため息混じりに告げると、妹尾は愉快そうに喉のどの奥で小さく笑った。


「なに笑ってるんですか？」


「いや。そうはいかないんじゃないかと思ってな。昨夜だって、くわえ込んで放さなかったのはおまえのほうじゃなかったか？」


「……」


　事実なだけに反論できない。


「やっぱり、帰ります」


　ムッときて起きあがりかけたが、笑えみを含ふくんだ唇で深くキスされ、感じるところを指先でなぞられる。


「……放して…ください」


　流されるものかと押し戻そうとした手の平が、いつの間にかシャツを脱いでいた妹尾の胸に触ふれる。


「……っ」


　自分より体温の高い男の肌はだに触れた途と端たん、井口の抵抗する気力は萎なえた。


　押し戻そうとする手にも、もう力が入らない。


（駄目……か……）


　井口は、こんな風に主導権を握られたままで男と寝るのは嫌きらいだった。


　だが、甘い囁きや肌に触れてくる指先になら抵抗することができても、求めてくる男の身体の重みと肌の熱さを直じかに感じると、自分でももうどうしようもなくなる。


　求められれば、抵抗せずに身体をひらく。


　自分の身体を、そんな風に反応するようにしたのは他ほかならぬ井口自身だった。


　無む駄だに抵抗して傷つくより、そうするのが賢かしこい選せん択たくだと思ったから……。


　とはいえ、そういう状じよう況きようで自分の身体のスイッチが入るのを男に悟さとられるのは嫌だ。


「っ……あ……や……、まって……」


　だから井口は、耳元をなぞる舌の感覚に震えながらも、力の入らない手で肩かたを押すふりをした。


「……ふ……っ……んん……」


　肌を探さぐる手の感かん触しよくだけに意識を向けて、条件反射ではなく本当に身体が反応するのを待つ。


（そろそろ……）


　触れられた肌が甘く痺しびれ、疼うずきはじめる。


　井口は、男の熱い肌へ手をすべらせた。


　胸から肩へ、そして背中へと腕を回し、熱い肌に指先を軽くくい込ませる。


「ん？　その気になったか？」


　そんな井口の反応に、妹尾が聞いた。


　口を開けば、いつもの憎にくまれ口が零こぼれてきそうだった。


　中ちゆう途と半はん端ぱに現実に引き戻されるより、このまま男が与あたえてくれる快楽に溺おぼれたほうが良いい。


　そう思った井口は、自分から唇くちびるを強く押しつけて男の歯列をなぞり、舌を探った。


「ん……ふ……」


　感じるところを効率的に責めていく熱い手の感触を感じながらも、男の頭を引き寄せ、目を閉じて、からかうように逃にげる舌を夢中になって追う。


「いつもより柔やわらかいな」


　男の手が背中を滑すべり落ち、後ろを探る。


「あ……ん……」


　長い指が二本、ぬるりと侵しん入にゆうしてきて、中を押し広げるようにゆっくり動く。


「……いい……あ、そこ……」


　クッと感じるところを指の腹でこすり上げられると、ゾクッと身体からだの奥が痺れた。


「いい感じだ。これならすぐにいけるな」


　感じたせいで無意識に締しめ上げていたのか、入れられたときより抜かれるときのほうが、指の関節までわかるほどにリアルに指の質感を感じる。


　次いで、熱くそそり立ったものがそこに押しあてられた。


「はやく……っ……ん…んん……」


　肩先にしがみつき、焦じらすようにゆっくり押し入ってくる慣れ親しんだ熱い質感を、井口は目を閉じて味わった。


（……やっぱり、楽）


　妹尾と寝ねるようになって三年。


　仕事が忙いそがしいのと、井口が連日肌を重ねることを嫌うせいで、ふたりの関係は月に二、三度程度のペースで続けられていた。


　男に抱だかれるのに慣れているとはいえ、日にちを空ければ身体も閉とざされるから、挿そう入にゆうのたびにある程度の痛みは伴ともなうものだが、今日はそれがまったくない。


　昨夜味わったばかりの男の身体の質感が、まだこの身体の中に余よ韻いんとして残っているせいだろう。


（でも……こういうのは嫌だ）


　連日抱かれるのが嫌なのは、こんな感覚を味わうのが嫌だから。


　どうせ男に抱かれるのに慣れた身体だし、もったいぶって出し惜おしみしているわけじゃない。


　抱かれた男の質感や体たい臭しゆうが、自分の身体に染しみついてしまうような、そんな錯さつ覚かくに囚とらわれるのが無む性しように嫌なのだ。


　今まで寝たことのある男達は、一度でも肌を重ねると、その直後からまるで自分の所有物のように接してくるようになった。


　普ふ段だんは仕事熱心でクールにさえ見える井口だが、ベッドの中に入るといきなり態度を変え、艶なまめいた表情と乱れた姿を見せる。


　男にはそのギャップがたまらないらしい。


　そんな風に乱れるのが自分の技量のせいだと慢まん心しんした上に、ベッドの中の井口が男に対して従順で、相手を喜ばせることに専念するせいで、心から喜んで仕えていたのだと勘かん違ちがいしてしまうようなのだ。


　だが、井口は、そんな風に所有物扱あつかいされるのが大っ嫌いだった。


　自分が男に身体を預け、喜んでみせるのは、それなりの打算があってのこと。


　好きだの愛してるだのと言った、浮うわついた感情はみじんもない。


　だからこそ、心や身体に誰だれかの痕こん跡せきを残すのは嫌だった。


　所有された証あかしのようで、虫ずが走る。


「あ……は……凄すごい。もっと……もっと、深く……んん……」


　とはいえ、どんなに嫌だと思っていても、慣れた身体は与えられる快感に貪どん欲よくで、唇からは既すでに条件反射になった男を喜ばせるための喘あえぎがひっきりなしに零れてしまう。


　だが、


（……また見てる）


　揺ゆさぶられ、男の背中に強くしがみついて喘ぎながらも、そっとまぶたの隙すき間まから見上げた先には、いつもと変わらぬ妹尾の眼まな差ざしがある。


（……なんか、俺、馬ば鹿かみたいだ）


　最近の井口は、自分の唇から勝手に零れてくる過か剰じような喘ぎ声を聞くと、そんな自分がひどく滑こつ稽けいに思えて、妙みように意識が冴さえるようになっていた。


　昔、井口を抱いていた男は、こんな風によがってみせると、自分の技量の高さを実感するのか素す直なおに喜んだ。


　だが、妹尾はそう簡単には騙だまされてくれない。


　仕事のときと同じように、セックスの最中も、一歩離はなれた視点から愉ゆ快かいそうに状況を眺ながめて楽しんでいるように思える。


　それが感じられるから、演技過剰な自分のスタイルが滑稽に思えてしまう。


　そもそも、井口が妹尾と寝るのは、妹尾がトップに立つ人間だからだ。


　肌を重ねることで、相手に発生する情や執しゆう着ちやくが自分の立場を守る力になると思っていたからこそ、自ら進んで妹尾に身体を与えた。


　だが最近では、身体を与えることは、妹尾に対してはあまり効果的な方法ではなかったんじゃないかと思うようになっていた。


　この身体に溺れるどころか、妹尾はいつもクールな眼差しで自分を観察しているのだから……。


（今さら、止やめられるもんでもないけど）


　お互たがいに忙しい身だし、始終一いつ緒しよにいて時間を都合するのも楽だから、性欲を解放する相手としては申し分ない。


　妹尾がこの関係を止めるのは、寝しん食しよくを共にする相手を見つけたとき、つまりは結けつ婚こんを決意したときぐらいだろう。


「どうした？　上の空だな」


　不意に動きを止めた妹尾が、汗あせで貼はりついた井口の前まえ髪がみを指先で払はらいながら顔を覗のぞき込んでくる。


「んっ……。そ……んなこと、ありませんよ」


　考え事をしていたのは事実だが、身体はちゃんと反応していた。


　その証しよう拠こに、妹尾の身体の動きにつれて微かすかに動いたものに反応して、井口のそこがじれったそうにヒクンと蠢うごめいているのだから……。


　だが、自分の身体で井口のその反応をリアルに感じ取っているだろうに、妹尾は騙されない。


「そうか？」


　微かに口角の端はしを上げ、愉快そうに井口を見下ろしている。


　ビジネスの際に見せる強い目つきとは違って、微かに和なごんだ目元。


　妹尾の瞳ひとみは一見すると黒一色に見えるほどに色素が濃こいが、近くで見ると濃い赤茶色をしている。


「そう…ですよ」


（この目、嫌だ）


　暖色系のその瞳に和やかに見つめられ、妹尾が自分に心を許しているのではないかという感覚に囚われることもあるが、井口にはそれが錯覚だとわかっていた。


　妹尾は、心を許しているから、そんな風に見つめているわけじゃない。


　自分が優位に立っていると確信しているから、ゆとりがあるだけ。


　だから妹尾に見つめられていると、おまえのことはなにもかもわかってる、決して騙されたりはしないと、一段高いところから告げられているような気分になる。


　そうなると井口は、あんたなんかに俺のなにがわかるんだと、俺のことなんかなにも知らない癖くせにと、悪態をつきたい衝しよう動どうに駆かられてしまうのだ。


（言ったところで無む駄だだけど）


　お互いに、それなりに都合が良いことがあるから身体を重ねているだけ。


　そんな子供じみた癇かん癪しやくを起こしたりしたら、その影えい響きようはこの関係だけじゃなく、現実の仕事にさえ及およぶ可能性もある。


　仕事のためにはじめた関係で、仕事に支障をきたすだなんて馬鹿げてる。


「……社長こそ、気分が乗らないんじゃないですか？　もうおいとましましょうか？」


　こちらを観察してくる妹尾の目を見るのが嫌で、井口は逃にげるように視線をそらした。


「この、へそ曲がりめ」


「あ……」


　笑えみを含ふくんだ声と同時に、顎あごをつかまれ軽くキスされる。


「ベッドの中では社長じゃなくて、孝敏さんだろう？」


「んっ……ふ……。──ああっ！」


　いったんものが引き抜ぬかれ、身体からだを横向きにされて片足を抱かかえ上げられた格好で、後ろから再び深く貫つらぬかれた。


「あ……ん。あ、あ、そこ……いい……」


　不安定な体勢でえぐるように貫かれ、一いつ瞬しゆん引いた熱がすぐに戻もどってくる。


「顔、こっち向けて」


「ふ……んん……」


　言われるまま首をねじり、深く口づける。


　後ろから激しく打ちつけられ、急激にそこが熱くなっていく。


「あ、あ……んぁ……」


　後ろの刺し激げきだけで反り返った井口のものが、解放を求めてビクビクと震ふるえている。


　たまらずに、井口が自分でこすり上げようと手を伸のばすと妹尾の手に止められた。


「駄目。──ほら、孝敏さんって、言ってみな」


　互いの唾だ液えきで濡ぬれそぼった井口の唇くちびるを見つめながら、妹尾が囁ささやく。


「……やっ」


「ちゃんと言うまでいかせないぞ」


　焦じらすようにゆるく腰こしを動かされ、井口は切なさに身震いした。


「……あ……やぁ…。……っ………」


　唇を開き、孝敏さん、と言おうとしたがなぜか言葉が出てこない。


（なんで、今さら……）


　大たい抵ていの男はベッドに入ると、苗みよう字じではなく名前を呼ばせたがる。


　井口にとって、自分を抱だく『男』は利用し甲斐がいのある相手であり、相手の固有名詞なんて単なる記号に過ぎない。


　だから今までは、名前を呼ぶことに抵てい抗こうなんてなかったのに……。


「…………っ……」


　もう一度、名前を呼ぼうと試みたが、喉のどの奥が詰つまったようになって駄目だった。


（どう……なってるんだ）


　男を喜ばせる痴ち態たいを演じることには慣れているはずだったのに、どうしても言えない。


　自分でも理由がわからなくて混乱した井口は、気分を害していないかと、ちらっと妹尾を見た。


（……またか）


　見下ろす妹尾の目は、気分を害するどころか、いつもより楽しそうだ。


「ん？　どうした？　言わないといかせてやらないぞ」


「あ、だめ、……そんなきつく……。……やっ」


　ぎゅっときつく根本を握にぎられ、遮さえぎられた熱が内側から身体を焼いていく。


　焦らされてビクビクと震える身体は、奥深くにとどめたままの妹尾を勝手に締しめつけ、その確かな存在感に狂きよう喜きして、さらに熱くなっていく。


「…はっ……こんな……こんなの……も……。あん……」


（……これも、プレイの一種か……）


　燃えていく身体とは裏腹に、混乱していた頭がすうっと冷えていく。


（……馬ば鹿かくさ）


　戸と惑まどって損した。


　そっちがその気なら、こちらもつき合うまでだ。


　名前を呼べずに戸惑っている自分を眺めるのが楽しいのなら、もっと楽しませてやろう。


　そう思っていたはずなのに、


「ほら、どうした？」


　次の瞬間、灯夜、と耳に妹尾の熱い息を感じて、ゾクッと背筋が震えた。


（……う……そっ……）


　快感をコントロールする術すべは、とっくの昔に身につけていたつもりだった。


　男を喜ばせるために目の前で早くいってみせたり、逆に、いく寸前に無意識に収縮して男を締めつける状態をキープすることもできていたのに……。


（……たかが、名前を呼ばれたぐらいで……）


　解放への衝動がどうしても抑おさえきれない。


「……も、だめ……だめぇ……」


　理性より、身体の欲求が勝まさった。


　抗あらがいがたい衝動に、井口は首を伸ばし、自分から深く妹尾の唇に口づける。


「──ふ。お…ねがい、……たかとしさん」


　ためらう暇ひまもなく、ただただ解放されたい一心で、甘えたように名前を口にする。


　駆け引きなんて、もう頭になかった。


「ね、はや…く……。……孝敏さ…ん。ふ……んん……」


　身体の芯しんからにじみ出てくる痺しびれるように甘い感覚に急せかされるまま、無む我が夢中で妹尾の舌を探さぐり寄せ、さらなる愛あい撫ぶを願った。


「よし、いい子だ」


　軽々と身体の向きを変えられ、俯うつぶせにされる。


　腰だけを高く突つき上げた格好で、ズッと上から激しく突き入れられた。


「ん……あ、ああ!!……そこ、とどいて……。あ、い、いく、いきそう。────んっ！」


　シーツに顔を押しつけたまま、井口は小さく悲鳴を上げる。


「まだまだだ」


「え、あ……。んんっ……」


　解放の喜びは一瞬だった。


　いったばかりでビクビクンと痙けい攣れんするそこを、衰おとろえを知らない妹尾のものが再び激しく貫く。


「ひぁ！……あ……ああ、……はぁ……」


　硬かたい確かなものに中をかき乱され、休む間もなく再び追いあげられていく。


「や、も……しつこ……。っあ……」


　妹尾とのセックスはいつもこんな感じだ。


　貫かれたまま、何度も何度も自分だけいかされる。


　深くて強すぎる快感に意識が朦もう朧ろうとして、なにを口走っているのか自分でもわからなくなるぐらいに翻ほん弄ろうされてからでないと、本当の解放は訪おとずれない。


「喜んでる癖に……」


「や……あ……んん、いい……」


　笑みを含んだ余よ裕ゆうのある声に反論する気力は、もうなかった。


　こうなると、もう妹尾に揺ゆさぶられるままに身体を動かし、湧わき上がってくる快感に溺おぼれることしかできない。





（でも、今日は少し変……）


　激しく翻弄されながらも、微かすかに残った井口の理性が、意識の底で囁く。


　いつもの妹尾はもっとスマートに誘さそうし、こちらが断ると口では残念そうなことを言ってもあっさり引くのが常だ。


　ベタな騙だましでベッドに引きずり込むようなオヤジめいた真似まねはしない。


（やっぱり、少し酔よってたのか？）


　そんな思考を最後に、井口は完全に理性を手放した。




２







　父親は、世間知らずの学者馬鹿。


　母親は、世間知らずの学者馬鹿に惚ほれた、世間知らずの深窓のお嬢じよう様さま。


　井口は、悪人に騙してくれと言わんばかりの世間知らずの夫ふう婦ふの間にひとりっことして生まれた。


　子供の頃ころから、妙みように聡さといところのある大人びた子供だった。


　それは、子供心に自分が両親の欠点を補うのだと決意して、懸けん命めいに大人達の言動を観察し、色んなことを学んで理論武装した結果だった。


　だが、両親も周囲の大人達も、そんな井口のことを、元来大人びた、賢かしこい子供だと思ったらしい。


　子供扱あつかいするのは失礼にあたると、大人同様の態度で接することが常だった。


『僕たちは研究のためにアフリカに渡わたります。灯夜くんは、どうしますか？』


　だからこそ、高校進学を間近に控ひかえた大事な時期だというのに、なんの気き遣づかいもなく両親はそんなことを聞いてきたのだ。


　母親と結けつ婚こんしたばかりの頃は大学の助教授だった父親も、この頃には教授に昇しよう格かくしていた。


　世間との対応を一手に引き受けてくれる有能な助手に恵めぐまれたことで、文化人類学者としての研究成果が広く世間に知られることとなり、複数のスポンサーを得て、このたびめでたく念願のアフリカでの長期のフィールドワークに赴おもむくことができるようになったのだ。


　不器用な少年のような学者馬鹿の父親にベタ惚れの母親は、当然アフリカに同行すると言う。


　父親の助手の話では、現地には井口の教育レベルに合った学校はないらしい。


　アフリカ中を探せばあるだろうが、そうなればアフリカに渡ったとしても両親と共に暮らすことは難しい。


　そんな事情では、何年かかるかわからない調査について行くことなどできない。


　水道も通っていないような現地の村に住むのだと父親は喜んでいたが、井口はそんな不衛生な地で暮らすのは気持ち悪くて嫌いやだった。


　それに一生を父親の庇ひ護ご下で生きるわけにはいかない以上、世間に認められるだけの学歴はどうしても必要になる。


　日本に残ったほうが得策だと、当時の井口は考えた。


『僕は日本に残ります』


　井口がそう答えると、父親は言った。


『そう。灯夜くんはしっかりしてるから大だい丈じよう夫ぶだね』


　母親は、


『灯夜くんと離はなればなれなんて……。寂さびしくなるわ』


　そう言って、涙なみだぐんだ。


　それは予想していた言葉だった。


　父親の一番は研究。


　母親の一番は父親。


　自分は彼らにとって、大事な存在ではあるものの、決して一番にはなれないのだとわかっていたから……。


（噓うそでも、残ろうか、と言ってくれても良いいのに……）


　父親には有能な助手が付いているのだから、母親が側そばにいなくても研究はできる。


　子供のために、片親ぐらいは日本にとどまってくれても良さそうなものなのに……。


　そう思いはしても、言葉にはできなかった。


　自分がごねたところで両親の気持ちは決して変わらないとわかっていたし、いつの間にか身に染しみついていた『しっかりして大人びた子供』というキャラクターには、ごねるだなんてあまりにもそぐわない行こう為いだったから……。


　そして井口は、自宅から通えるところをと思って決めた高校の受験を取りやめ、父親に薦すすめられるまま、かつて父親が通っていたという全ぜん寮りよう制せいの男子校へと進学することに決めたのだ。











　意い気き揚よう々ようと旅立って行く両親を見送ったその足で、井口は高校の寮に向かった。


　受験のときに見た校舎は、古びてはいるものの手入れが行き届き風格あるもので、良家の子息が多く通うという評判が本当なのだろうと思わせた。


　その日、はじめて中に入った寮も、外側は年代物でも内側は見事に現代的に改造されており、冷れい暖だん房ぼう完備で自分のスペースをちゃんと確保できるゆったりとしたふたり部屋。しかもシャワーブースまで付いているという至れり尽つくせりなもの。


　これなら三年間、楽に過ごせそうだと思った。


　が、それから一週間と経たたずに、その予測が大ハズレだったことを井口は思い知らされることになる。


「君、綺き麗れいだから上級生に狙ねらわれるかもよ。気をつけな」


　と、同室になった同級生に忠告されたのがはじまりだった。


　入学式や新入生歓かん迎げい会かい、部活動勧かん誘ゆうなどの行事をひとしきり終えた頃には、井口は父親に対して怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで怒おこっていた。


（あの世間知らずの学者馬ば鹿か！）


　ここは、研究馬鹿でのび太くんルックの父親にとっては無害で居い心地ごこちの良い学舎だったのかもしれない。


　だが、品の良い美人の母親に似た容姿を持って生まれた井口にとっては、危険極きわまりない場所だった。


　男子校の寮は、体力を持て余し好こう奇き心しん旺おう盛せいな年頃の少年達の性欲が、はけ口を求めて渦うず巻まいているような場所で、顔は母親似の女顔、身長は人並みでもどちらかというと華きや奢しやな風ふう体ていの井口は、その標的としては実に申し分ない存在だったのだ。


　アフリカの両親に電話して、すぐに転校の手続きを取ってもらうことも考えたが、しっかりしていると評価されている手前、尻尾しつぽを巻いて逃にげ出し、泣きつくような真似には抵てい抗こうがあった。


（大丈夫、うまく立ち回れば良いんだ）


　常に複数の人に囲まれている状じよう況きようを意識して作り、その手の趣しゆ味みの奴やつに誘われてもきっちりはねつければ良い。


（俺は玩具おもちやになんかならない）


　井口は両親に相談しないまま、学校生活をスタートさせた。


　あのとき意地を張らなければと、後に何度も後こう悔かいすることになるが、そのときの井口にはその先に自分を待っている手痛い現実を想像することなどできなかったから……。











　両親からは一月に一度のペースで手紙と写真が届いた。


　井口も同じ回数だけ手紙を書いて送る。


　手紙の数が十二通に達したとき、それは起きた。


「……噓、だろ……」


　両親に帰省の予定もなく、アフリカを訪ねるには短すぎて日程に無理があったために寮に居残っていた、はじめての春休み。


　次年度の寮の部屋替がえで掲けい示じ板ばんに貼はり出された部屋割りを見て、井口は自分の目を疑った。


　そこには、井口の名前に並んで、相楽さがら拓たく哉やの名前が書いてあったのだ。


　見み間ま違ちがいじゃないかと何度も見直したが、現実は変わらなかった。


（最悪だ）


　相楽拓哉は、電気器具メーカーを中心としたグループ企き業ぎようの御おん曹ぞう司しだった。


　入学時に多額の寄付金を出したせいで最初から特別扱いだった相楽は、寮内でも特に環かん境きようの良いひとり部屋を一年のときから与あたえられていた。


　それが、二年になった途と端たん、一いつ般ぱんの生徒が使うふたり部屋に格下げ。


　どうしたって、裏があるとしか思えない。


　井口は、相楽に一年のときからなにかと話しかけられたり誘さそわれたりしていた。


　だが、周囲の手助けもあって、そのたびにうまく逃げ続けていたのだが……。


（同室じゃ……逃げられない）


　裕ゆう福ふくな家庭で甘やかされて育った相楽は、我わが儘ままで自分勝手な暴君だった。


　一年のときから、教師の目に隠かくれ、見た目が良く気の弱い生徒を脅おどして強ごう姦かんし、飽あきれば捨てるという話を何度か噂うわさで聞いていた。


　相楽の実家が手広く事業を展開しているせいもあって、同級生の中には親絡がらみのしがらみで相楽の命令に従わざるを得ず、手下化している生徒も多い。


　そんな手下相手に暴力を振ふるうシーンなら、実際に井口も何度か見たことがある。


　そしてなにより最悪なことに、相楽の実家は、井口の父親の研究費用を出しているスポンサー企業のひとつでもあったのだ。


　それとなくそのことを仄ほのめかされて脅されかけたこともあったが、その頃ころは親身になって守ってくれていた親切な上級生がいて難を逃のがれていた。


　だがその上級生はこの春に卒業してしまったし、いま手を差し伸のべてくれそうな上級生は相楽同様、さりげなくその手の誘いを向けてくる者ばかり。


　二年になったらどうやって逃げたら良いだろうと思案していた矢先のこの部屋割り。


　まさに、八方ふさがりだった。


　どうしようと悩なやんでいる間に短い春休みは終しゆう了りようし、部屋の総入れ替えの日を迎むかえた。


　その日、井口はほとんど働かずに済んだ。


　相楽の手下達が部屋を訪おとずれ、有う無むを言わさず井口の荷物を新しい部屋へと運び入れてしまったからだ。


（……馬鹿にして）


　井口は腹の底から怒いかりを感じていた。


　自分の意思に関係なく、悪いほうへ悪いほうへと事態が進行していく。


　そんな状況に怒りを感じたというより、荷物を運んでいく相楽の手下達に向けて怒っていたのだ。


　元々、彼らだって好きで相楽の命令を聞いているわけじゃない。


　だから、井口の今の状況に同情する者もいて、「悪いな」とぼそっと謝る者もいた。


　そんな彼らの態度にこそ、井口は怒りを感じていた。


（おまえらなんかに哀あわれまれるなんて……）


　自分からはなんの努力もしないまま、唯い々い諾だく々だくと強い力を持つ者に従うことしかできない。


　そんな気弱な奴に哀れまれなければならないほど、自分は弱くない、落ちぶれたりなんかしない。


　馬鹿にするな、と身体からだが震ふるえるほどに怒りながら、井口は決意した。


　逃げられないのなら、自分から飛び込んでやる。


　最悪な状況を、自分の才覚ひとつでどうとでも変えてやる、と……。








　その夜、自分では指一本動かさないままで部屋替えを終えた相楽が、帰省先の家から戻もどり、意気揚々と寮の部屋にやってきた。


　乱暴に開かれたドアの音にビクッとして振り向いた井口に向かって、傲ごう慢まんで下げ卑びた笑えみを浮うかべて歩いてくる。


「灯夜、逃げずに待ってたか」


　相楽は、ガキ大将を連想させる少しだけあぐらをかいた鼻と、浅黒い肌はだ、アクの強い顔立ちの少年だった。


「逃げるだなんて……」


　手下共にドアを見張らせておきながら良く言うものだと、井口はぎゅっと拳こぶしを握にぎった。


「もう逃がさないからな。ほら、こいよ」


　相楽は井口の腕うでを取り、ベッドに向かって突き飛ばした。


「……っ……」


　シャツを脱ぬぎ捨て、覆おおい被かぶさってくる相楽に、井口は抵抗しなかった。


　嫌けん悪お感を必死で堪こらえながら、乱暴にシャツのボタンを外し、むしゃぶりついてくる自分よりずっと大きな熱い身体を受け止める。


「……なんだ？　灯夜、おまえ、なんで抵抗しないんだ？」


　さすがの相楽も奇き妙みように思ったのだろう。


　動きを止めて、顔を覗のぞき込んできた。


「え、だって……。いや……じゃないから……」


「噓うそつけ。一年中、俺から逃げ回ってた癖くせによ」


「だって、それは相楽くんが……」


「俺が、なんだよ？」


「他の人とつき合ってるって噂聞いてたし、遊びだったら嫌いやだから……」


　これから自分が言うことになる言葉に対する恥ち辱じよく感や怒りから、井口の頰ほおは微かすかに赤らんでいた。


　相楽の目には、その頰の赤さが恥はじらいだと見て取れたようだった。


「なあ、おまえ、もしかしてさ……」


　ゴクンと生なま唾つばを飲む音が聞こえてくるようだ。


「あ……、うん。──相楽くんのこと、好きだよ」


「なんだよ、そうか、そうだったのか。……馬ば鹿かだな、灯夜。そういうことなら、もっと早く言えよ」


　相楽は、あっさり井口の言葉を信じた。


　嬉うれしそうに笑って、何度も唇くちびるを重ねてくる。


（単純な奴やつ。ば～か）


　痛みすら感じる乱暴なだけのキスに耐たえながら、井口は心の中で舌を出していた。





　冷静な部分ではうまくいったとほくそ笑めても、感情面ではどうしようもない。


　これから自分がやらなければならない行こう為いに対する恐きよう怖ふに、心臓がはち切れそうだ。


　どちらかというと奥手だった井口は、それまで女の子とキスすらしたことがなかったのだから……。


　キスしながら、すべての服をはぎ取られ、抱だきしめられる。


　服ふく越ごしに両親に抱きしめられたことはあっても、こんな風に誰だれかと裸はだかで抱き合ったことなど一度もなかった。


　相楽の体温が肌から直接染しみこんできて、気持ち悪さにぶるりと身体が震える。


　相楽は、好かれてるという喜びからか、性急に身体を繫つなげようとしてくる。


　足を大きく広げられた状態で抱かかえ上げられた井口は、はじめてとらされた、そんな不様な自分の姿にショックを受けていた。


「や……。怖こわいよ。はじめてなんだから、優やさしくしてよ」


　それでも、自然に震えてしまう声で甘えたように訴うつたえる。


　効果抜ばつ群ぐんで、相楽は、予想以上に優しく抱いてくれた。


　やりたい盛さかりの高校生の優しさなんてたかがしれているけど、それでも以前相楽に強姦された被ひ害がい者しや達のようなひどい目にはあわされずに済んだ。


　見た目が良いだけの単なる性欲処理の相手として扱あつかわれてボロボロになるぐらいなら、自分からすり寄って少しでも相手の好意を引きずり出したほうが良い。


　恋こい人びと同士にさえなってしまえば、あとはこっちのもの。


　単純なおぼっちゃまなんか、どうとでも操あやつれるはずだった。


（この程度のことで傷つくものか）


　自分は力に屈くつしたんじゃない。


　自分で自分の立場を守るために、この身体を利用しているだけだ。


　井口は、夢中になってしがみついてくる身体を受け止めながら、自分に言い聞かせていた。


「……ん……うれし……大好き……」


　押し広げられ、突つき上げられながら、相楽にしがみついて何度かそう呟つぶやいた。


　はじめての行為の痛みに耐えかねて零こぼれた涙なみだが、その言葉に信しん憑ぴよう性せいを与あたえたのだろう。


　相楽は完全に井口の手中に落ちていた。





　その夜、相楽が眠ねむった後で、井口はこっそりベッドを抜ぬけ出してシャワーブースに逃にげ込んだ。


　身体に染みついた相楽の臭においと体温を洗い落としたくて、冷たいシャワーを全身に浴びる。


　そして、少しだけ泣いた。


　シャワーの水が傷に染みただけだと自分に言い訳しながら……。








　身体の関係ができた後で知ったことだが、相楽の母親は彼を溺でき愛あいしていたらしい。


　どんな我が儘ままも聞き、甘やかし放題に育てる母親とこのまま一いつ緒しよにいては、まともな大人にはならないと危機感を抱いだいた父親が、母親と引き離はなす目的で、相楽をこの全ぜん寮りよう制せいの高校にむりやり入学させたのだった。


　だが、そんな父親の目もく論ろ見みは、はっきり言って失敗だった。


　高校での相楽の暴力癖は、愛情を一身に注いでくれていた存在を失った不安感からくるものだったのだから……。


　その証しよう拠こに、自分を好きだと言う井口を手に入れて以来、相楽は変わった。


　高圧的な言動や暴力がすっかりなりをひそめ、不思議と大人びた落ち着きさえ見せるようになったのだ。


　手下扱いしていた生徒には、それでもたまに拳を振ふるうことがあったが、井口が暴力を怖がるふりをすると、それも控ひかえるようになっていった。


　と、同時に、常に浮かんでいた傲慢な笑みがなりをひそめて、相楽の容よう貌ぼうの印象も徐じよ々じよに変化していく。


　以前は、子供じみた印象を与える欠点としか思えなかったあぐらをかいた鼻も、浅黒い肌と大おお柄がらな身体からだとあいまってＮＢＡの花形選手のような雰ふん囲い気きを醸かもし出すようになっていた。


　三年になった頃ころには、下級生の一部から熱い視線を受けるようにさえなっていて、井口はずいぶん皮肉な気分を味わったものだ。


　夜になってふたりきりになると、相楽は執しつ拗ように井口を求めてくる。


　好きだと言った手前、拒こばむこともできず仕方なく相手をしていたが、どんなに慣れてきても、毎晩三回も四回も執拗に身体をひらかされるのはさすがに堪こたえる。


　だから、少しでも自分の身体に負担がかからないようにする術すべを、井口は必要にかられて学んでいった。


　身体をひらく回数を少なくするために口を使う術を覚え、少しでも早く終わらせるために男のものを締しめ上げる術を覚えた。


　だらだらと長時間かけて抱かれるのは真っ平だったから、堪えきれなくなるように男を喜ばせる痴ち態たいも覚えた。


　それが利口なやり方だと思っていたから……。


　そんな中、井口にとってただ一つの誤算は、たぶん母親とそうであったように、相楽が井口をどんなときでも側そばから離そうとはしなくなったことだった。


　夜だけじゃなく、昼間の行動まで制約されるのはさすがに困る。


　おぼっちゃまの玩具おもちやになるためだけに高校に入学したわけじゃないのだから。


　四六時中じゃれつかれてばかりではなにもできないと、井口は自分が勉強するために、不本意ながらも同じ大学に行こうよと相楽を誘さそい、勉強するよう仕向けさえした。


　映画や美術展、写真集や本など、井口が見たいと思ったものは、当然相楽の目にも入る。


　意識してやっていたわけではないが、そんな日々は相楽の情じよう緒ちよや知識欲に良い影えい響きようを与えたようで、卒業を迎むかえる頃の相楽は、入学当時とはまるで別人のように落ち着いた好青年になってしまっていた。


「高校生活が楽しくなったのは井口のお陰かげだ。ありがとう」


　卒業式の日、井口は相楽の目の届かないところで、相楽の手下だった複数の生徒から礼を言われた。


　殴なぐられて命令されてばかりだった頃が噓うそのようだと笑うそいつらに、井口も笑い返した。


（別におまえらのためにやったんじゃないのに……）


　彼らは良い思い出と共に高校を卒業していくが、自分はこれからも相楽に捕とらえられたまま。


　この関係を受け入れたときは大学に入れば逃げられるかとも思っていたが、同じ進学先が決定している今となっては夢物語だ。


　合格した大学を捨てて逃げることも一いつ瞬しゆん考えたが、父親のことを思って諦あきらめた。


　アフリカにおける父親の研究は既すでにライフワーク化しはじめていて、いつ終わるとも知れない。


　資金源であるスポンサー企き業ぎようの御おん曹ぞう司しといざこざを起こして、学者馬鹿の父親から生き甲斐がいでもある大事な研究を取り上げるようなことになってはいけないと、そう思ったから……。


　この不毛な関係から、いつ解放されるかわからない。


　本当に、もう笑うしかなかった。








　相楽との関係は、その後もずいぶん長い間続いた。


　同じ大学を卒業し、当然のように相楽が決めてきた就職先、つまり相楽の親が経営する会社に就職して、最初からある程度の地位を与えられた相楽の秘書として常に側で働くようになる。


　転機が訪おとずれたのは、就職してから二年が過ぎた頃。


　相楽に、取引先の会社の令れい嬢じようとの見合い話が持ち込まれたのだ。


　その当時、相楽と井口の関係は、会社の上層部を占しめている相楽の親族の間では公然の秘密となっていた。


　そのせいもあって、この見合い話を進めたいと願っていた一部の親族は、一生遊んで暮らせるだけの大金を携たずさえて井口の元を訪れ、相楽から手を引くようにと要求してきた。


　と、同時に、井口が消えたことで相楽がどんなに怒おこっても、父親の研究費用には影響を及およぼすことはさせないと証書で約束もしてくれた。


　話をしにきた親族が帰った後で、井口はひとりで笑った。


（やった！　これであいつから解放される!!）


　ずっと束そく縛ばくされ続けたこの不毛な関係から、これで自由になれる。


　これでやっと、自分の意思で自由に人生を生きられる。


　本気で笑えたのは八年ぶり。


　たがが外れたように馬ば鹿か笑わらいしすぎて、涙が出たぐらいだ。





　その一週間後、井口は相楽にはなにも言わないままで姿を消した。


　執しゆう着ちやくしていた自分がいなくなって、慌あわてふためく相楽の姿を見てみたいという暗い欲求も感じたが、金を貰もらった以上、後を引くような別れ方をするのはまずい。


　せいぜい怒って悔くやしがってくれと願いながら、自分のいた形けい跡せきをすべて消し去って日本を離れた。








　それから約一年間、井口はニューヨークで暮らした。


　最初のうちはなにもせずにただふらふら遊ぼうと思っていたのだが、ぼんやりするのが性しように合わないようで、次し第だいにたまらなく退たい屈くつになり、あちこちのセミナーや一いつ般ぱんに門戸を開いている大学の講座を受けはじめた。


　そして、日本では学べなかった斬ざん新しんな知識を吸収することにも飽あきた頃、もう一度日本に戻もどってきたのだ。


『Ks.com』に入社したのは、その直後。


　最初に興味を引かれたのは、代々続いていた古い体質の相楽の会社と違ちがって、まだ年若い企業だという点だ。


　めざましく成長していくその企業の社長が、自分より一歳年上なだけだということを知ってさらに興味は増した。


　こんな大それたことをやってのけられるのは、どんな人間なのだろう。


　社長自らが面接をするという秘書の公こう募ぼの記事を見つけた井口は、即そく座ざに履り歴れき書しよを送っていた。


　働かなくても生きていけるだけの金はあるから、就職先を求めてのことではない。


　単に社長の顔を生で見てみたいという、そんな軽い好こう奇き心しんからの行こう為いだった。











「……ん」


　額に微かすかなくすぐったさを感じて、井口は目を覚ました。


（……しまった）


　目の前にあるのは、妹尾のアップ。


　ホテルを使うとき以外はいつもそうしているように、ことが済んだら早々にタクシーで帰ろうと思っていたのに、ついつい眠ねむってしまったらしい。


（気持ちよさそうに寝ねてる）


　妹尾の微かに開いた唇くちびるから零こぼれる寝息が、井口の前まえ髪がみを揺ゆらしていたようだ。


　短すぎて撥はねる黒い髪に、眠りを貪むさぼる無心な表情。


　気に障さわる、あの独特の笑えみを浮うかべていない妹尾は、実じつ年ねん齢れいよりずっと若く見える。


（昨夜ゆうべはなんか変だった）


　騙だますようにしてベッドに誘われただけじゃなく、抱だき方もいつもとは違っていたような感じがする。


　どこがどう違うとはっきりは言えないが、身体の奥に残る気け怠だるさの質がいつもとは微び妙みように違っている感じ。


（いつもよりずっとしつこかったのは事実だな）


　そのせいで疲つかれ果てて眠ってしまったのだから……。


　妹尾とのセックスは、今まで寝たことのある男とのそれより数段良い。


　いわゆる身体の相性が良いというやつなのだろうが、最中に我を忘れるほど夢中になって、自分自身をコントロールできなくなるのは困ったものだと思う。


　軽く首を動かして目覚まし時計を見ると、まだ起きるには早い時間だった。


　もう少し寝ようと目を閉じ、額にかかる温かな寝息の回数をなんとなく数えてみる。


　隣となりから伝わってくる心地良い温ぬくもりに、意識がぼんやりとしはじめて。


（……いや、これは違う）


　ふと、井口は違い和わ感を覚えてもう一度目を開けた。


　こんな甘ったるい状じよう況きようでうとうとするなんて、なにか違う。


　損得勘かん定じようから寝ているだけで、ふたりの間にそれ以上の関係があるわけじゃないのだから……。


（もう、起きよう）


　自分の立場を思えば、妹尾が起きる前に自身の身み支じ度たくは済ませておくのがベストだ。


　井口はそうっとベッドから抜ぬけ出し、バスルームへ向かうと念入りに昨夜の臭においを身体からだから洗い流した。




３







　その日は、新規参入が極ごく秘ひ裏りに計画されている事業のパートナーである、大だい企き業ぎようの責任者との初顔合わせの日だった。


　お互たがいの得意分野を持ち寄り、手の平サイズの音楽プレイヤー兼けんゲーム機の共同開発を行う計画である。


　具体的な話は次回からということで、『Ks.com』側が招待して料りよう亭ていの一室を借り、お近づきの宴えん会かいを開いていた。


『Ks.com』からは社長以下五名の幹部が、相手側も責任者である専務以下五名が席を埋うめている。


（どうなることかと思ってたけど、大だい丈じよう夫ぶそうだ）


　複数の部下と共に側そばに控ひかえ、何事もなく宴会が終わるよう気配りし続けていた井口は、終しゆう了りよう予定の三時を目前にした時計にさりげなく視線を向け、ほっと安あん堵どした。


　酒に飲まれることなく、それとなく互いの意見を提示し探さぐり合う、実に有意義な宴会だった。


　だが、井口がほっとしていたのは宴会の内容云うん々ぬんではなく、招待客のひとりの動向に関してのことだった。


（いつまでも、引きずってるわけないか）


　井口は、その人物、今では専務の地位にある相楽拓哉の横顔をちらりと見た。


　相楽は、最後に顔を見たときより少し太ったようだった。


　浅黒い肌はだはそのままだったが、太ったことがプラスになったのか、青あお臭くさい雰ふん囲い気きがなりをひそめ、以前よりどっしりと落ち着いた印象を醸かもし出している。


　妹尾の秘書になったとき、いつの日か、こういう状況で相楽と顔を合わせることがあるかもしれないという覚かく悟ごはしていた。


　そのとき、相楽がどんな態度を取るのかは想像できないままだったが、今のところ視線を合わすことすらなく、その他大勢の付き添そい社員達と同様に空気のような扱あつかいを受けていた。


　井口が逃にげた直後ならともかく、今ではもうあれから四年が過ぎた。


　あのときの見合い相手と結けつ婚こんして、順調にトップへの道を昇のぼり続けている相楽が、今となっては過去の汚お点てんでしかない自分に接せつ触しよくしてくるはずがなかったのだ。


（余計な心配だったな）


　締しめの挨あい拶さつをする妹尾の声を聞きながら、井口は小さく安堵の息を吐はいた。


「ありがとうございました」


　和なごやかに談だん笑しようしながら、車寄せへと歩いて行く人々を、料亭の玄げん関かんから出たところで頭を下げて見送る。


「失礼ですが、靴くつひもが」


　下げた視線の先に、ふとひものほどけた靴を見つけた井口は、条件反射で顔を見る間もなく声をかけていた。


（……拓哉か）


　顔を上げて相手の顔を確かめても、もう後の祭り。


「ああ、すまない」


　相楽は、井口を見て微笑ほほえんだ。


「いえ」


　井口は動どう揺ようを顔に出さないために、営業用の微笑みを顔に貼はりつけながら、素す早ばやく足元に跪ひざまずき靴ひもを結びなおしてやった。


「失礼いたしました」


　結び終えた井口が一歩控えて、軽く頭を垂れると、


「ありがとう」


　相楽の手が肩かたを叩たたいた。


　その手が、すっと井口の身体をかすめるように下り、なにかを上着のポケットの中に滑すべり込ませる。


「……っ」


　相楽の思いがけない行動に驚おどろいて、井口はその場に凍こおりついた。


　相楽は、そのまま何事もなかったように、立ち止まって自分を待つ人々の元へ歩いて行ってしまった。


（誰だれにも見られてないだろうな）


　素早く視線を巡めぐらせたが、大丈夫そうだ。


（……なにを入れた？）


　ほっとすると、今度はポケットの中味が気になってくる。


　今すぐにポケットの中に手を入れて確かめたい衝しよう動どうに駆かられたが、部下達の手前それもできない。


　とりあえず会社に戻もどるまでは我が慢まんするしかなさそうだ。


　軽いはずのポケットが、やけに重く感じられた。








　相楽がポケットに入れた物の正体は小さく折り畳たたまれたメモだった。


（どいつもこいつも、人を安く見て……）


　会社に戻ってすぐ、トイレの個室に入ってポケットの中を漁あさった井口は、少し前の坂口常務の行こう為いを思い出してカッと頭に血を上らせた。


　むかし身体の関係があったからといって、今でも身体をひらくと思ったら大おお間ま違ちがいだ。


　あの頃ころだって好きで身体を委ゆだねていたわけじゃない。


　自分はなんの得もない相手の誘さそいに応じるような淫いん乱らんとは違うんだから……。


（……でも、一応、確かめたほうが良いいか）


　熱くなった頭が冷えるのを待ってから、怒いかりのままにぐしゃっと手の平に握にぎり潰つぶしたメモを開いた。


　メモには、予想通りホテル名とルームナンバーが記されていた。


（……どう…しようか）


　見慣れた字を眺ながめているうちに、気持ちに迷いが生じた。


　メモを見なかったことにして無視してしまうのが一番だと思うのに、どうしても破り捨てることができない。


（行かずに無視すると、あいつの機き嫌げんを損そこねるだけか……）


　機嫌を損ねた挙げ句、今後の取引に影えい響きようが出たら困りものだ。


　取引を止やめるなどという子供じみた我が儘ままは言わないだろうが、嫌いやがらせくらいはするかもしれない。


　坂口常務の場合は、無視して機嫌を損ねたとしても、『Ks.com』と取引したがる代だい替がえ企業がいくらでも後に控えていることを知っていたから、安心して拒きよ絶ぜつすることができた。


　だが、相楽グループの場合は、技術提供の部分でどうしても替えは利きかない。


（仕方ない……かな）


　相楽がどういうつもりなのかはわからないが、とりあえず話だけは聞いたほうが良いかもしれない。


　向こうの性格は知りつくしているし、話を聞いた上でなら、どうとでも対応できる。


　ほんのちょっとした火遊びを期待して呼び出したと言うのなら、一晩つき合ってそれで終わりにしてしまおう。


　相楽にはなにも告げないまま、ひとりで会社を辞やめて逃げた恨うらみつらみを並べ立てられるようなら、親族から相楽と別れてくれと言われたときの話をするだけだ。


　自分がどれほど親族の者に期待され、かつ心配されているのか知ったら、馬ば鹿かげた火遊びをする気も失うせるだろう。


（……少しだけ……）


　井口は、震ふるえる手でメモを畳み直し、もう一度ポケットに押し込んだ。








　相楽に会いに行こうと決めたつもりだったのに、その後も迷いが生じて仕事の手が何度か止まる。


　井口は、そのたびにさっきと同じ思考を繰くり返して、同じ結論に達してはため息をついた。


　七時を過ぎた頃、呼ばれて社長室に行くと、スーツの上着片手に椅い子すから立ち上がった妹尾に言われた。


「今日は酒も入ってるし、もう上がる。軽く夕食でもどうだ？」


　連日は嫌だと井口がごねるのをどうやら面おも白しろがっているようで、最近の妹尾は、なにかと理由をつけて毎日のように井口を誘いたがる。


　最初のうちはあれやこれやと理由をつけて三回に一回の割合でしか応じなかったのだが、最近では断るのも面めん倒どうだし、自分が断るから逆に愉ゆ快かいがって誘ってくるんじゃないかと考えて、誘われるままについて行くようにしていた。


「これから……ですか？」


　だが、今日はちょっと事情が違う。


「なんだ、予定でも入ってるか」


　いえ、と答えかけたが、喉のどの奥に言葉が詰つまって出て来ない。


「……ちょっと、今日は」


「そうか？　それなら仕方ないか」


　いつものように愉快そうにどんな用事だと聞いてくるかと思いきや、拍ひよう子し抜ぬけするぐらい妹尾はあっさりと引いた。


「途と中ちゆうで気が変わったら、家へ来ても良いぞ」


「……ご自宅に？　社長、料理できるんですか？」


　夕食の誘いは夜の誘いの単なる前まえ振ふりだと承知していながら、外食派の妹尾につっこんでみる。


「必要に応じてな」


　歩み寄ってきた妹尾が、つうっと井口の耳元を撫なでる。


「っ……」


「──じゃ、また明日」


　妹尾は、驚いて立ちすくむ井口の脇わきをさらりと通り過ぎて行った。


「……お疲つかれ…さまでした」


　あっさりと引かれて、ぽつんとひとりで取り残されたような気分になるのはどうしてだろう？


　井口は、社長室から出て行く妹尾の背中を、ドアが完全に閉まるまで、黙だまって見送っていた。








　八時に会社を出て、タクシーに乗ってホテルに向かった。


　指定された部屋の呼び鈴りんを鳴らすと、すぐにドアが開く。


「良く来たな、灯夜」


　ドアを開けた相楽が、嬉うれしそうに微笑ほほえみかけてくる。


　あまりにもフレンドリーなその様子に、緊きん張ちようし続けていた井口は意表をつかれた。


「ほら、突つっ立ってないで中に入れよ」


　背中を押されて、中に入る。


　セミスイートらしく、応接室仕立てになっている部屋のほうへと案内される。


「なにか飲むか？　酒、コーヒー？」


　井口は、少し迷ってから、アルコールを入れたほうが気分が楽になるかもしれないとワインと答えた。


「わかった」


　ルームサービスに頼たのむのだろうと思ったのに、相楽は小さなホームバーに向かうとワイン庫からボトルを抜き出し、グラスを二つ用意すると、皿にナッツとチーズを載のせて持ってきた。


「あ、俺がやる」


　コルクを開けようとする相楽に、井口は昔の癖くせで手を伸のばした。が、


「良いよ。これぐらい自分でやるさ」


　と相楽は譲ゆずらない。


「最近は家のことも結構やるんだぜ。なんつっても、うちの奥さんが、俺に輪をかけたような、なにもできない人だからさ。──よし」


　慣れた手つきでコルクを抜き取り、テーブルの上の二つのグラスに注ぐ。


「でも、奥さんも結構チャレンジャーで色々やりたがるんだ。ま、今は妊にん娠しん中だから、なにもしなくて良いから、じっとしててくれって拝おがみ倒たおしてるけどな」


「……子供、何人目？」


「ふたり目だ。上が男だから女の子が欲しいと思ってるんだが、どうかな？　ま、どっちでも無事に生まれてくれればそれで良いけど」


　相楽はそう言って穏おだやかに微笑むと、グラスを手にとってワインを口に含ふくんだ。


（……誰だれだ、これ）


　以前より少しだけ老ふけて太ったかもしれないが、顔は間ま違ちがいなく相楽本人だ。


　だが、彼はこんな風に和なごやかに笑う男だったろうか？


（あの頃ころは、こんなじゃなかった）


　高校から大学にかけて、すっかり落ち着いた好青年になっていた相楽だが、就職してから、また少し変化した。


　いきなり課せられた責任ある地位にプレッシャーを感じていた上に、勢力拡大を図はかり、あわよくば実権を握にぎろうとしている叔父おじが擁ようする一派から受ける様々な圧力に、日々神経をすり減らし、徐じよ々じよに気持ちがすさんでいったのだ。


　どんなに井口が宥なだめても、相楽のささくれだった気持ちはもう元には戻もどらなかった。


　逃にげる間ま際ぎわには、衝しよう動どう的な感情を抑おさえられなかった相楽に何度か殴なぐられたことさえある。


（……結けつ婚こんして、正解だったってことか）


　なにもできないというその奥さんは、相楽の心のしこりを解ほぐすことだけはできたのだろう。


　家庭に満足しきっているこの幸せそうな男が、昔の相手とよりを戻そうなどと思っているとは到とう底てい思えない。


「で、俺はなんでここに呼び出されたのかな？」


　ホテルになんか呼び出すから、てっきり昔と同じことになるのかと思ったのだが、相楽は単に人目を避さけるためだけに再会の場としてここを選んだようだ。


　呼び出された理由がさっぱりわからなくなった井口は、すっかり面倒くさくなって単刀直入に聞いてみた。


「あー、うん……。とりあえず、飲めよ。ほら」


　相楽が妙みように照れたように笑って、テーブルの上でグラスをすべらせる。


　見覚えのないその表情になんだかむかついて、井口は一気にグラスの中味を飲み干した。


　カンッと音を立ててグラスを置くと、再び相楽の手でワインが注がれる。


「灯夜は、昔と全然変わらないな」


「そう？」


「ああ。相変わらず、綺き麗れいだ」


　賛美するように見つめてくる瞳ひとみは、やっぱり穏やかに和んでいて、昔のような執しゆう着ちやく心しんを含むきついものではなくなっていた。


　慣れない視線は、妙に居い心地ごこちが悪い。


「拓哉は少し太った」


「あ、わかるか？　接待ばっかりやってるからな」


「……幸せ太りじゃない？」


「やっぱり、わかるか」


　ぼそっと告げると、相楽は照れくさそうに笑う。


「……今、俺さ、本当に幸せなんだよ。──だから、どうしても直接、灯夜に礼を言いたいと思ってた」


「礼？　なに、それ？」


　思いがけない言葉に、井口はあっけにとられた。


「恨うらみ言ごとじゃないのか？」


　黙って消えたことを罵ののしられる覚えはあっても、礼を言われる覚えなどない。


「まさか。……灯夜は俺が怒おこってると思ってたのか？」


　相楽は苦く笑しようした。


「まあ、無理ないか。あの頃の俺はかなり最低だったからな。色んなプレッシャーに完全に負けてたし……。灯夜にもずっと甘えまくりで、かなり八つ当たりしたよな」


　今さらだけど悪かったと、相楽が頭を下げる。


「でも、おまえに行方ゆくえをくらまされて目が覚めたんだ。おまえに頼たより切ってばかりで、自分では立とうとしてなかったってことにさ……。──身体からだだけでっかくなって中味は全然ガキだった俺を、灯夜はずっと側そばで支えてくれてたんだもんな。灯夜のお陰かげで、なんとかまともな人間になれたってのに、あの頃の俺はプレッシャーに負けて昔に逆戻りしかかってた。灯夜を失って、やっとそれに気づけたんだ」


（別に、おまえの目を覚まさせるために逃げたわけじゃないのに……）


　井口は、返す言葉を失って、黙ったままワインを飲んだ。


「結婚のことだってそうだ。どうせ政略結婚だと思って最初からなにも期待してなかったけど、実際に一いつ緒しよに暮らしてみたら、うちの奥さん、やたら素す直なおで世間知らずでさ。俺を本気で信しん頼らいして頼ってくるんだよ。そのせいかな。自分が誰かを守れることができる立場にいるんだってことが、身に染しみてわかるようになった。家庭だけじゃなく、会社でもそうなんだよな。こっちが手を差し伸べて助けてやれば、それに見合うだけの信頼関係が築ける。命令する立場にあぐらをかいていたせいで、俺はそんなことも知らなかったんだ」


（それは礼を言う相手が違うんじゃないか？）


　家に帰って、奥さんに言うべきだ。


「灯夜は、この結婚が俺のためになるってわかってたから、自分から黙って身を引いてくれたんだよな？」


（……そこに繫つながるのか）


　だが、それは勘かん違ちがいだ。


　相楽の父親と親族に、拓哉のことを思うなら頼むから身を引いてくれと頭まで下げられたし、井口自身が自由になりたいと常々思っていたから、渡わたりに舟ふねで逃げただけ……。


「実際、叔父の一派の圧力を撥はね返すには、彼女の実家の影えい響きよう力は願ってもないものだったよ」


　空になった井口のグラスに、相楽が再びワインを注ぎ入れる。


「今じゃあの人も、実のない名めい誉よ職に追いやられて実権をなくしたしな。──なにもかも、灯夜のお陰なんだ。おまえが色んなことを、根気よく俺に教えてくれたから、だから今、俺はこうやってまっとうにやっていられる」


　本当に感謝してるんだと、重ねて言われて、井口はひどく居心地が悪くなった。


　それ全然違うから、と言い出せるような雰ふん囲い気きでもないし、相楽の誤解は井口にとっては都合の良いものだったから、わざわざ真実を告げる気にはなれない。


　井口は、ワインのグラスで唇くちびるを閉とざした。


「灯夜、今はどうなんだ？」


「なにが？」


「恋こい人びとは……。──いや、今の質問は無し」


　相楽は、慌あわてた風に手を振ふった。


「さすがに落ち着かない気分になりそうだから、聞くのは止やめとくよ。──妹尾社長とは、どうなんだ？」


　妹尾と寝ねていることを相楽が知っているはずがないとわかっているのに、井口はこの質問に一いつ瞬しゆんドキッとした。


「どうっ…て？」


「今日話した限りじゃ、バランスの取れたそれなりの人格者に見えたけど、実際に秘書として接してみてどんな感じだ？　十年程度であそこまでの企き業ぎようを造り上げた人だし、妙なアクとかあったりしないか？」


（そっちか）


　当たり前だと、ほっとする。


「特に問題はないよ。会社も社員も若いから、秘書以外でも俺にできる仕事がかなりあって、やり甲斐がいもある」


「そうか。それを聞いて安心した」


　相楽は背もたれに背中を預け、ゆったりと微笑ほほえんだ。


「真面目まじめな話、親から企業を譲ゆずり受けるのが当たり前の立場の俺から見ると、妹尾社長は凄すごいよ。あの経営センスは脱だつ帽ぼうものだ」


　憧あこがれを含んだ相楽の声が、なんだか気に障さわる。


「……拓哉だって、会社を受け継つげる立場まで、楽して上り詰つめたわけじゃないだろう」


　ワイングラスに唇を近づけたまま、井口はぼそっと呟つぶやいた。


「うん、そうだな。そうなんだよな。──やっぱり、灯夜は良いな。いつも、俺自身が自覚してない、本当に欲しい言葉をくれるんだ」


　嬉うれしそうに見つめてくる相楽の、その視線。


（……違う）


　その場の雰囲気を変えるために機き嫌げんを取ろうとしたことはあっても、そんな風に意識して言葉を選んだことなんか一度もなかった。


「……もう、帰る。この後、用事があるから」


　本気でいたたまれなくなった井口は、無意識のうちに、そう言って立ち上がっていた。


「もう少し話したかったな」


　相楽は本当に残念そうだ。


「でも、うん。本当に安心した。俺のところにいたときより、ずっと活いき活いき仕事してるようだし……。──なあ、灯夜。もし、あの頃ころの俺がもう少しだけ大人だったら、今の状じよう況きようは変わってたと思うか？」


　立ち上がった相楽が、井口の瞳を見つめて聞いてくる。


　井口は、なぜか息が詰まるような感覚を覚えた。


「……拓哉は？　変わってて欲しいと思う？」


「俺は……どうかな……」


　返事を保留にしたまま、相楽がじっと見つめてくる。


　視線は合っているはずなのに、相楽の瞳ひとみは、ここにいる自分とは違うものを見つめているように思えて仕方ない。


　じゃあ、と視線を外してドアに向かうと、なにか困ったことがあったら、なんでも相談してくれと、相楽の真しん摯しな声が聞こえた。


　井口は、そんな相楽に振り向いて、少しだけ微笑みかけてから部屋を後にした。








　わかっている。


　相楽のあの視線は、懐なつかしい過去の写真を慈いつくしんで見つめる視線と同じもの。


（俺は、拓哉の中で、もう思い出なんだ）


　そう気づいた瞬間、身体の芯しんが冷えた。


　井口だって、相楽のことを、とっくの昔に思い出にしていた。


　それも、できれば消し去ってしまいたい部類の思い出に……。


　これでおあいこのはずなのに、どうしてこんなに惨みじめな気持ちになるんだろう。


　自分でも自分の気持ちがわからない。


　わからなすぎて、気分が悪くなる。


　今まで井口は、どんなときでも冷静に自分の状況を把は握あくしてきた。


　状況を把握して、自分の感情をコントロールして、無む駄だなくうまく立ち回ってこれていたはずだった。


　それなのに、なぜ今、自分の気持ちひとつ把握できずに途と方ほうにくれているのだろう。


（……怖こわい）


　長い時間をかけて築き上げてきた自信が、足元から揺ゆらいでいく。


　井口はホテルの車寄せからタクシーに乗ると、無意識のまま運転手に行く先を告げていた。











　気がついたときには、妹尾のマンションの前にいた。


　エントランスから呼び出しても返事はなく、合い鍵かぎを使って共用玄げん関かんのロックを外してマンション内に入る。


（……なんで、ここに来ちゃったんだか）


　妹尾の部屋の前に着いた井口は、ため息をつきながらブルーグレーのドアを眺ながめた。


　こんな状態で妹尾の前に立ったら、絶対に面おも白しろがられ、からかわれるに決まってるのに……。


　それなのに、やっぱり気がついたときには指が勝手にインターフォンのボタンを押している。


（やっぱり留守か）


　無意識のまま、ふっと肩かたが落ちる。


　妹尾の不在が残念なのか、不様な状態を見られずに済んでほっとしたのか、自分でも釈しやく然ぜんとしない。


　それでもなぜか立ち去りがたくて、しばらくドアの前で待っていたが、インターフォンはうんともすんとも言わないまま。


　なにか緊きん急きゆう事態があったときのためにと渡された合い鍵で勝手に部屋に入るのは、あきらかな職権濫らん用ようで、できない相談だった。


「……も、帰ろう」


　自分に向かってそう言って、井口がきびすを返そうとしたとき、なんの前まえ触ぶれもなくドアが内側から開いた。


「悪い。シャワー浴びてたんでな」


　バスローブ姿でタオルを頭から被かぶった妹尾が、ドアから顔を出す。


「ほら、入れ」


　促うながされるまま室内に入りながらも、心の準備ができていなかった井口は内心ではかなり焦あせっていた。


（……どうしよう）


　妹尾に伴ともなわれず、自発的にこの部屋を訪おとずれたのはこれがはじめてだ。


　なにをしに来たのかと聞かれたら、自分でもなぜここに来たのかわかっていないのだから答えようがない。


　答えに窮きゆうしてうろたえる姿を見られて愉ゆ快かいがられるぐらいなら、いっそのこと有う無むを言わさずベッドに誘さそってもらいたいぐらいだ。


　廊ろう下かを抜ぬけ、リビングに入る。


　すると、イタリア製のチェリー材のテーブルの上に、妹尾が仕事で使っているファイルが開いて置かれているのが目に入った。


「あ、仕事中でしたか」


「いや、もう止やめて寝ようと思ってたところだ」


　タオルで髪かみを拭ふき終わった妹尾が、軽く笑む。


（噓うそ）


　常に側そばにいて働いている井口だからわかることだが、妹尾は仕事を止めると決めたら書類やファイルをデスクに置きっぱなしにはしない。


　きちんと収納するまでが仕事だという自分なりの掟おきてがあるらしく、いつも綺き麗れいに片づけてしまう。


　自宅で仕事をするときも同じで、書類を運ぶバッグの中に収納するのが常だった。


　たぶん、今は一時的に中断して、気分転てん換かんのつもりでシャワーを使っていたに違ちがいなかった。


（雇こ用よう主ぬしの仕事の邪じや魔まをするなんて……）


　井口は、勝手に押しかけてきた自分が急に恥はずかしくなった。


「いえ、良いいです。急ぎの用事があるわけじゃないし、帰ります」


　急いで帰ろうとしたら、腕うでを取られて引き留められた。


「こら、帰らなくて良い。──おまえ、顔色悪いぞ」


「外、少し寒かったから……」


　ジロジロ眺められて居い心地ごこちが悪くなった井口は、目を伏ふせ、空いた手で意味もなく前髪を直した。


「そうか？」


　秋物の薄うす手でのコートを羽織ったままの井口を眺め、妹尾がため息をつく。


「得意の憎にくまれ口もきけない有様か……。気を遣つかってる場合じゃないんじゃないか？」


「でも、お邪魔じゃ……」


「ない。──今は仕事より、おまえを優先する。だから安心しろ」


「は…い」


　おまえを優先する。


　その一言で、帰る気が一いつ瞬しゆんで失うせた。


（……ここにいても良いのか）


　居心地の悪さが払ふつ拭しよくされて、ほんの少し気持ちが緩ゆるむ。


　ほら、と妹尾は、ぼんやり立っていた井口を急せかしてコートを脱ぬがせハンガーに吊つるした。


　シャワーを浴びたてで濡ぬれたままの撥はねた髪とバスローブ姿のせいで、妹尾は会社にいるときよりほんの少しだけ年若く見える。


「で、どうした？　相楽の坊ぼつちゃんに苛いじめられてきたのか？」


　少しばかりふっくらした相楽とは違って、鋭えい角かく的なラインを維い持じしたままの妹尾の横顔をぼんやりと眺めていた井口は、その言葉ではっと我に返った。


「え？」


「相楽の坊ちゃんと会ってきたんだろ？」


　振ふり向いた妹尾にさりげなく聞かれて、井口は息を詰つまらせた。


　返事を待っている妹尾の視線が、妙みように痛く感じられる。


「……はい」


（お見通しか……）


　メモを渡わたされるところを見られたのだろうか？


　帰り際ぎわ、あっさりと誘いを撤てつ回かいしたのも気づいていたからか。


　いや、もしかしたら、どちらの誘いを選ぶか、試ためされていたのかもしれない。


「で、よりを戻もどそうとでも言われたか？」


「やっぱり、それも……知ってたんですね」


　井口が以前は相楽グループで秘書をやっていたことは、面接の際に提出した履り歴れき書しよで妹尾の知るところだ。


　それ以外のことはなにも話してはいないが、当時のことを知っている人間は他ほかにも沢たく山さんいる。


　どこから耳に入ってもおかしくない。


「……いつから？」


（もしかしたら、最初からかもしれない）


　井口を見下ろす妹尾の目は、いつもと同じ、冷静な観察者の目。


　あの目を持つ妹尾ならば、ほんの些さ細さいな情報からも真実を嗅かぎだしてしまえそうだ。


　妹尾は、コツコツ積み上げるというよりは、大おお枠わくを決めるとあとは時流の勢い任せで事業を推進していく、一種博打ばくちじみたタイプの実業家だ。


　細かなことには囚とらわれず実を取る大だい胆たんさを売りにしているが、それはイメージ戦略の一種で、実際の彼はかなり用心深く、どんな勝負に際しても充じゆう分ぶんに失敗時のリスクの計算を行っている。


　第一秘書という一番身近な人間を選ぶ際にも、その選せん択たくによって被こうむるかもしれないリスクの計算をしたのではないか？


「最初から知っていて、わたしを雇やとったんですか？」


「いいや。ま、なにかあるだろうとは思ってはいたがな。知ったのは、ごく最近だ。……下世話な世間話を好むジジイと、ふたりきりで会食をしたときにな」


「坂口常務？」


「あたりだ。──とりあえず、突つっ立ってないで座れ」


　肩を押され、普ふ段だん、妹尾が好んで使っているゆったりとしたラウンジチェアに座らされた。


「ほら、手、上げて」


　妹尾が、井口のスーツの上着とネクタイを取って、接客用のソファーに放ほうり投げる。


（このまま、ここでやるのかな）


　それならそれでも良いか、と胸むな元もとのボタンを二つ、三つと外す妹尾を眺ながめながら、井口はぼんやり考える。


　だが、そうはならなかった。


　妹尾は、オットマンを引き寄せると、井口の前に座る。


「手」


　両方の手の平を差し伸べられ、井口は言われるままに妹尾に両手を差しだした。


　妹尾は、袖そでのボタンを外してから、井口の指に触ふれた。


「いつも以上に冷たいか」


　両手で指先をつかんで、軽く揺ゆさぶる。


「しかもカチコチだ」


　指も手首も、関節がろくに動かない井口の腕を見て、妹尾はちょっと困った風に微笑ほほえんだ。


「で、どうする？　相楽の坊ちゃんのところに、戻りたいか？」


「なんで、今さら」


「よりを戻そうって言われたんじゃないのか？」


「言われてません」


　断言すると、妹尾は軽く眉まゆを動かし、いつものように唇くちびるの端はしを上げた。


「そうか。──だったら、なにがあった？　話してみろ」


「……どうして社長に話さなきゃならないんです？」


　好こう奇き心しんから、人の過去に関する話を聞き出そうとするなんて趣しゆ味みが悪すぎる。


　愉快そうな妹尾の顔に、井口は苛いら立だった。


「社長には関係ないじゃないですか」


「そうか？」


「そうですよ。関係ないです」


　現在の仕事相手とはいえ、相楽との過去は、井口のプライベートな話。


　妹尾に報告する義務はないはずだ。


「人のプライベートを知りたがるなんて、どこぞの下世話なジジイと同じですよ」


　虚きよ勢せいを張って、ツンと顎あごを上げる。


「おやおや。言ってくれるな」


　妹尾は、楽しげに肩かたをすくめた。


「そう思うなら、どうして今おまえはここにいるんだ？」


「どうしてって……」


　その答えを持たない井口にとって、それは聞かれたくない質問だった。


「言ってみろよ。ほら？」


　つかまれた指先を軽く揺らされる。


　余よ裕ゆうのあるその態度に、井口の苛々は徐じよ々じよに募つのった。


「……言わなくても、あなたにはわかってるんじゃないですか？」


　全部わかっていて、こちらがどう反応するのか眺めて楽しんでいるようにしか思えない。


「いつだって、人のこと見み透すかしたみたいな目で見て、面おも白しろがってる癖くせに……」


「拗すねてるのか？　おまえがそんなことを言うなんて珍めずらしいな」


　妹尾の目が、愉ゆ快かいそうにほころぶ。


「ほら、やっぱり笑うじゃないですか……。もう良いです」


　ムッときて立ち上がろうと思ったが、つかまれたままの指先をきゅっと強く握にぎられて引き留められた。


「怒おこるな。俺にだって、なんでもかんでもわかってるわけじゃない。話してもらわなきゃわからないこともあるさ。──わかってるつもりで、わかってなかったことも多いしな」


　意外にも、妹尾は真しん剣けんな表情をしていた。


　常に余裕のある態度を崩くずさない妹尾から、こんな表情を向けられるのははじめてだ。


　意表をつかれた井口は、立ち上がりかけていたことも忘れ、はじめて見る妹尾のその表情に目を奪うばわれた。


「……本当に？」


　ためらいがちに問いかけると、妹尾の表情がゆっくりと元に戻る。


「ああ、本当だ」


　いつもの余裕に満ちた笑みを浮うかべた妹尾は、井口の指先をつかんだまま、またブラブラと揺らした。


「ほら、八つ当たりしてないで、全部白状しろ」


　表情は元通りだったが、溜ため込んでないで話したほうが良いことだってあるだろう、と囁ささやく声は、やはり珍しく真面目まじめな調子で……。


　井口は、なんだか胸が苦しくなって、無意識のうちに深く深呼吸していた。








　高校時代からの相楽との一連の出来事を、井口は今まで誰だれにも話したことはなかった。


　誰かに話したいと思ったことなどなかったし、聞きたがる人もいなかった。


　話すことに意味など感じなかった。


　話したところで時間の無む駄だ。


　むしろ弱みを晒さらすだけだとすら思っていた。


　それでも今、井口は妹尾に促うながされるままに重い口を開き、高校時代から今に至る長い話を、全部吐はき出していた。


　どうして話す気になったのか、自分でもその理由が良くわからない。


　井口は、この部屋に足を運んでしまったときと、まったく同じ戸と惑まどいを感じていた。





「──で、礼を言われて逃にげ帰ってきたと？」


「逃げたわけじゃ……」


　ない、とはやはり言い切れない。


「坂口常務とはどうなんだ？」


「どう……って？」


「おまえと昔関係があったってことを、散々仄ほのめかしてたぞ」


「……あれは、事情があって仕方なく……」


　坂口と寝ねたのは一度だけ。


　まだ相楽の秘書をしていた時代のことだ。


　まだまだなんの力もなかった当時の相楽は、叔父おじ一派の妨ぼう害がい行こう為いや圧力で仕事に支障をきたすことが多かった。


　老練なもので、彼らの妨害は会社自体には一いつ切さい被ひ害がいを与あたえず、ただ相楽の評価を下げることだけに終始していて、その目的はほぼ成功しかかっていた。


　当時、相楽の取引相手だった坂口も、叔父一派から裏取引を持ちかけられていたのだ。


　既すでに後こう継けい者しやとしての立場が危あやうくなりつつあった相楽にとって、坂口との取引の失敗は完全な敗北を意味していた。


　相楽の部下として働いていた井口にとっても、それは同じこと。


　なにもしないまま、してやられて敗北するなど、プライドが許さない。


　坂口になんとか思いとどまってもらおうと、井口は独断で様々なアプローチを試みた。


　そして、ご機き嫌げん取りのためだけにセッティングした宴えん会かいの席で、坂口に誘さそわれたのだ。


　一度で良いから、その身体からだを試ためさせろ、と……。


　たぶん、相楽と自分の関係をどこからか聞いて、興味を持ったのだろう。


　抱だかせてくれたら、その場で取引の成功を約束する書類にサインをすると約束してくれたから、一晩だけ身体をくれてやった。


　どうせ、相楽に良いように使われている身体だ。


　惜おしくなどない。


　それで取引が滞とどこおりなく進むのなら、安いものだと……。


「その一度きりか？」


「坂口常務とは」


「他にもいるのか？」


　妹尾は、ちょっとあきれた顔をした。


「……ふたりほど。──でも、あの頃ころは、なりふりかまっていられないぐらい大変だったから……」


　悪いことをしたとは思わない。


　思わないのだが、妹尾のあきれ顔に、井口はなんとなく言い訳してしまう。


「わかったわかった」


　妹尾は、つかんだままだった井口の指先をまた揺ゆらした。


「おまえ、そんなに相楽の坊ぼつちゃんに惚ほれてたのか」


「…………は？」


　井口はキョトンとした。


　一いつ瞬しゆん、なにを言われたのかわからなかったのだ。


（……俺が？　拓哉を？）


　言葉の意味をやっと認にん識しきした井口は、なにを馬ば鹿かなことをと本気であきれる。


　言うに事欠いて、相楽に惚れていた？


　そんなこと、あるわけがない。


「人の話、聞いてなかったんですか？　あんな奴やつ、嫌きらいでしたよ」


　妹尾が話せと言うから、誰にもしたことがなかった話を口にしたのに、勘かん違ちがいにもほどがある。


「聞いてた。──だから、そう思ったんだ」


　自信たっぷりに、しれっと言われて、今度はムッときた。


「なんでそういう突とつ拍ぴよう子しもない結論に達するんですか？」


　馬ばっ鹿かじゃないの？　と、雇こ用よう主ぬしに言うには少々まずい言葉を怒いかりのままに口走り、ふんと横を向く。


「まったく。鈍にぶいのか、執しゆう念ねん深いのか……。どっちなんだ」


　妹尾の声が笑みを含ふくんでいるのが憎にくたらしい。


（なにを言ってるんだ、この人は……）


　言葉の意味するところが理解できない。


　鈍くては秘書の仕事は務まらないし、執念深いというのもまた違うだろう。


　相楽につかまったせいで、八年もの貴重な月日を無駄に過ごしてしまったのだ。


　恨うらんで当然ではないか。


「わたしは、鈍くも、執念深くもありませんよ」


　失礼な、と横を向いたまま否定する。


「おまえは相楽の坊ちゃんに惚れてたんだ。だから、自分の身体を使ってでも、彼を助けてやりたかったんだろう？」


「違います。あれは自分のためです」


「そうか？──最初はどうあれ、八年も一いつ緒しよにいたんだぞ。おまえがどう思っていようと、向こうはずっと恋こい人びと同士のつもりで接してきてたんだろう？　その間、おまえはずっと相楽を嫌っていたか？　楽しいことは一度もなかったか？」


「嫌いって……だって、それは……」


　最初のうちは触さわられるたびに鳥とり肌はだが立ったものだが、慣れていくにつれて平気になった。


　相楽の暴力癖へきがなりをひそめ、徐じよ々じよに変化していってからは、一緒に行動するのも苦にならなくなってはいた。


　同じ映画を見て笑ったり、旅行したり……。


　でも、それは惚れてたとか、そんなんじゃなく、相楽の側そばにいる以外に道がなかったからで……。


「惚れてたから、思い出にされたことにショックを受けたんじゃないのか？──俺に言わせれば、嫌いな奴と八年も一緒にいられることのほうが信じられない。犬いぬ猫ねこだって三日も飼えば情が移るんだ。八年も一緒にいて、なんの感情も芽生えなかったとは思えないな」


「そりゃ……少しは……。でも……」


　確かに、少しは情が移っていたかもしれない。


　でも、それは恋れん愛あい感情のような強いものではなかった。


　もしそうだったとしたら、あんなに簡単に相楽の側から逃げ出すことなんてできなかった。


「頑がん固こなのは確かだな」


　値ね踏ぶみするような言葉にまたムッとして視線を戻もどすと、妹尾はいつもと同じように口角の端はしを上げて小さく笑っていた。


「時間がかかっても良いいから、自分の気持ちを認めてやると良い。──でないと、おまえ、この先もずっとそのままだぞ」


「……そのままって、どういう意味です？」


　良くわからないが、かなり失礼なことを言われているような気がする。


「教えない。これは宿題だ。認めることができたら、自分で気づくだろう」


　つかまれた指先を、ぶんぶんと大きく揺さぶられて、身体が揺れた。


「良し、柔やわらかくなったな。あとは少し温まるか……。酒でも飲むか？」


「結構です。飲んできたので……」


「そうか。じゃあ、風ふ呂ろは？」


「遠えん慮りよしときます」


　なんだか混乱させられてしまったが、この部屋に来る前に感じていた恐きよう怖ふにも似た不安感は心から消えていた。


（ここに来たのは、間違いじゃなかった）


　つかまれたままの指を眺ながめながら、ほっと息を吐はく。


　ずいぶん長居したし、そろそろ帰ろう。


　そう思いはしても、つかまれた指先の温かさに少しばかり未練を感じた。


「だったら、寝るか」


　妹尾はするっと井口のスラックスを脱ぬがせ、ソファーに投げると、そのまま抱き上げた。


　ベッドルームに運ばれて、ベッドの上にそっと降ろされる。


　覆おおい被かぶさってくるかと思ったが、妹尾は井口の隣となりに横になると毛布を肩かたまで引き寄せる。


　大きな手の平で髪かみや額を撫なでられて、井口は自然に深く息を吐いた。


（……あったかい）


　じんわりと服越ごしに伝わってくる人肌のぬくもりは、とても心地ここち良かった。


「なんだか、やけに優やさしいですね」


　不思議になって聞いたら、妹尾は自然な感じに目元を和なごませた。


「いつも優しいだろうが。──おまえに倒たおれられたら仕事が成り立たないからな。けっこう頼たよりにしてるんだ」


　明日には元通りになってくれと、髪にキスしながら妹尾が囁ささやく。


（……ああ、そうか。つまり、俺に利用価値があるってことか）


　だから、妹尾はこうして優しくしてくれるんだろう。


　井口だって、身体を与あたえることで、会社での自分の立場をより強固なものにしようとしているのだ。


（これも、おあいこだ）


　そう、お互たがい様さま。


　がっかりするようなことじゃない。


　それなのに、胸の奥に疼うずくものがあるのはなぜだろう。


　さっきまで心地良かったはずの服越しの温ぬくもりが、妙みように物足りなく感じられてくるのはどうしてなんだろう。


「……今日は、このままやらないんですか？」


　何気ないふりを装よそおって聞いてみた。


「弱ってる人間につけ込むほど飢うえてないさ。──それとも、今、俺に抱だかれたいか？」


　愉ゆ快かいそうに問い返されて、返事に詰つまる。


（抱かれたいだなんて……）


　男から抱かせろと迫せまられたことはあっても、自分から抱いてくれと迫ったことなんてない。


　この身体からだを試してみないかと男を誘さそったことならあるが、それには必ず身体の代だい償しようとなる目的があった。


　秘書としての自分が、妹尾にとって充じゆう分ぶんに利用価値があるのだと確認できた今、妹尾を自ら誘う理由はない。


（……ないのに、どうして……）


　すぐ側にある熱い肌に触ふれたい。


　そんな欲求を感じている自分を自覚して、井口は戸と惑まどっていた。


　自分は、理由もなく自ら進んで男に身体を委ゆだねるような淫いん乱らんじゃないはずだった。


　それならば、バスローブの合わせ目から覗のぞく妹尾の肌に、指先をすべらせたいというこの衝しよう動どうはいったいどこから湧わいてくるんだろう。


「この場面で、どうしてそういう顔になるんだ？　おまえは本当に面おも白しろいな」


　悩なやむ井口の顔を覗き込んで、妹尾が愉快そうに微笑ほほえむ。


「そういう顔って、どういう顔ですか？」


「その不ふ機き嫌げんそうな仏ぶつ頂ちよう面づらのことさ」


「あ……」


　常に観察されている自覚はあったのに、迂う闊かつだった。


　普ふ段だんから意識して表情を作っている分、無意識の際に勝手に顔に浮うかぶ表情には気が回っていなかった。


　真しん剣けんに悩んでいたのに、妹尾の目には不機嫌そうに見えていたのかと思うと、軽いショックを感じる。


「よ、余計なお世話です」


　悩んでいるのが急に馬ば鹿からしくなってくる。


　井口は、余計な困こん惑わくを与えるだけの温かな身体から逃のがれようと、寝ね返がえりを打って妹尾と距きよ離りを取った。


「もう寝ますから」


　背中を向けて目を閉じる。


「そう拗すねるな」


　妹尾が喉のどの奥で小さく笑う。


　ベッドが微かすかに揺ゆれた。


「どうせ悩むなら、もっと可愛かわいげのある顔で悩んだほうが得だぞ」


（やっぱり、わかってたのか）


　気持ちを見み透すかされるのは不快だったはずなのに、なんだかほっとした。


「……得？　どうして？」


　背中を向けたままで聞いてみる。


「そのほうが、つけ込みやすいからな」


「弱ってる人間につけ込むほど、飢えてなかったんじゃないんですか？」


「さっきのと今のとじゃ、意味が違ちがうんだよ」


「言ってる意味がわかりません」


「おまえの場合、わからないんじゃなくて、気づけないんだ」


「なにをです？」


「さて、なにをかな。──こっちを向け。ほら、灯夜」


　からかうように笑みを含ふくんだ声に名前を呼ばれて、渋しぶ々しぶ振ふり向く。


「あ…の……？」


　声からして、いつものように笑みを浮かべていると思っていたのに、妹尾は真顔だった。


「おまえは、本当に手間がかかるな」


「え？」


　意表をつかれた井口が、どう反応して良いものか戸惑っている間に、身体ごと引き寄せられて深くキスされた。


「ふっ……んん……」


　それは、いつものような官能を高め合うための甘いキスとは違っていた。


　喰くいちぎられてしまいそうな、痛みすら感じるキス。


「……っ……っや……」


　あまりの息苦しさに、井口は腕うでを突つっ張って顔を背そむけた。


「……や…らないんじゃなかったんですか？」


「気が変わった」


　妹尾は感情を読みとれない声で短く答えると、井口の両手を片手で簡単に押さえ込んで、再び覆い被さってくる。


「ふっ……んん……くっ……」


　執しつ拗ようなキスの後、妹尾は顎あごから喉のど元もと、鎖さ骨こつの上、そして胸へと井口の肌の上を唇くちびるでなぞっていく。


　柔やわらかな部分にきつく歯をたてられ、井口はその甘い痛みに身体を震ふるわせた。


（どうして？）


　普段の妹尾は、井口の肌の上には決して情事の痕あとを残さない。


　気が向いたときだけの関係だと割り切っているようで、下心があって妹尾と寝ている井口にはそのスマートさがむしろ好ましいぐらいだったのだが……。


（いつもより、乱暴だ）


　なんだか責められているような気がして、井口は困惑していた。


　なにか、怒おこらせるようなことをしたんだろうか？


　それでも、熱い男の肌に触れると、勝手に身体のスイッチが入ってしまう。


「……ふっ、そこ……あ……」


　与えられる愛あい撫ぶに反応し、甘い息が唇から勝手に零こぼれていく。


　暴力じみたセックスなら、それなりに経験はある。


　最初は勢いだけで抱いていた相楽とのセックスだって似たようなものだったから、痛みを快楽にすり替かえる方法なら既すでに身体で学習済み。


　だから、このままこの行こう為いに溺おぼれてしまっても良かったのだが……。


（社長は、なにを怒ってるんだ？）


　疑問が不安を呼んでくる。


　肌に与あたえられる刺し激げきより、心にわだかまる不安のほうが気になって、行為に集中しきれない。


「…ん………。あの、社長？」


　既すでに解放されていた両手で上半身を支え、軽く顔を上げて妹尾の顔を覗き込む。


　と、妹尾は露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。


「興ざめだな。──どこの社長を呼んでるんだ？」


「え、あ」


　しくじった、と思ったときには遅おそかった。


　有う無むを言わさぬ力で俯うつぶせにされ、そのまま後ろから貫つらぬかれる。


「───っ！」


　最近は毎日のように身体をひらかされていたから、いきなりでも妹尾を飲み込むことはできる。


　が、互たがいに乾かわいたままの状態で突き入れられるのはさすがに辛つらい。


（……つっ）


　井口は、不様に悲鳴を上げないよう、とっさに枕まくらを嚙かんで堪こらえた。


　男に慣れた身体がベッドの上での自分の魅み力りよく。


　この程度のことで痛がって身を引いては、またしても興ざめだと思われるかもしれない。


（喜んでみせないと）


　そのまま激しく動かれるだろうと覚かく悟ごしていたのに、妹尾はいったん動きを止めると、井口の身体からだに手を伸のばしてくる。


「……あ。……っふ……あん……」


　背中に感じる男の熱い肌はだ。


　肩かたを甘嚙みされ、前をこすり上げられる、その感覚だけに井口は集中した。


　反り返ったものを指先でつうっとなぞられると、男を飲み込んだそこがひくりと蠢うごめくのを感じる。


「や……もう…じらさないで……動いて……」


　これならもう大だい丈じよう夫ぶだろうと、井口は男を誘さそった。


　と、妹尾のため息を背中で感じる。


「……しょうがない奴やつだ」


　あきれたようにそう言うと、妹尾は激しく動き出した。


　井口は目を閉じて、中で激しく動くものの動きに意識を集中する。


　擦すれる痛みより、徐じよ々じよににじみ出てくる甘い感覚を感じ取るために……。


「あっん…いい……あ…そこ……」


　深い部分を突かれ、じんと身体が甘く震えた。


「ん？　ここか？」


「あ……ん……いい……すご……」


　妹尾の動きに、身体が反応してビクビクと収縮する。


（気持ち…いい）


　自分の身体が妹尾の動きに合わせて、柔らかくほどけていくのを感じる。


　もっと、といつものようにねだろうとしたが、できなかった。


　妹尾の手の平で唇を覆おおわれたからだ。


「んん？……んふ……ん……っ……！」


　そのままの状態で身体を引き起こされ、膝ひざの上に乗せられた。


　貫かれて、激しく下から突き上げられる。


「ふ……ふっ……んん……」


　激しい動きに身体が熱くなる。


（や……くるしい）


　口から息を吐はけないせいか、甘い熱がとどまって身体の中を焼くようだ。


　あまりの息苦しさに井口が首を振ふると、妹尾の手の平が唇から離はなれ、代わりに指が差し入れられた。


「う……ふぁ……んん……」


　指先で深く口こう腔こう内を探さぐられると、ぞくぞくと身体の中が痺しびれた。


　夢中に唇で吸いつき、舌先で指の形をなぞる。


「……っふ……ん……んん……」


　と、同時に下からも突き上げられ、かき回された。


「いいか？　灯夜」


　顎を伝って落ちる唾だ液えきを、妹尾の舌が追って行って吸い取る。


（……ん……）


　たまらなかった。


　指で言葉を封ふうじられていた井口は、返事の代わりにのけぞって、妹尾の肩に頭を乗せる。


「いい子だ」


　甘い囁ささやきと同時に首筋に軽く歯をたてられると、


「────んん！」


　たまらずに、井口は自らを解放した。


「……っ……」


　いった衝しよう撃げきで痙けい攣れんする身体に締しめ上げられた妹尾が、井口の耳元でたまらずに息を詰つめる。


（…あ……まだ……）


　荒あらい息をついていた井口は、自分の中の妹尾がまだ勢いを失っていないのに気づいて、口腔内にとどまっている妹尾の指先を甘く嚙んだ。


（もっと、もっと欲しい）


　指先が離れた隙すきに、身体ごと振り向き、両手で妹尾の顔をつかんで唇くちびるを求める。


「……んん……ふっ……」


（俺、また……変になってる）


　駆かけ引きもなにも関係ない。


　ただ純じゆん粋すいな欲求だけに支配されて、身体が勝手に動いてしまう。


　いつもだったら、男の快感を誘うために指先で耳元をくすぐっているところなのにそれもできず、甘嚙みする余よ裕ゆうもないまま、からかうように逃にげる舌を追う。


「んっ──。やっ！」


　強い腕うでにグッと身体を持ちあげられ、引き抜ぬかれて思わず悲鳴を上げた。


「まだ駄だ目め！　もっと……ね？　入れて、おねが…い……」


「やっと素す直なおになったか……」


　我を忘れて懇こん願がんすると、笑えみを含ふくんだ声が聞こえる。


　井口には、妹尾の言葉の意味を考えている余裕などなかった。


「……ああっ！　あ……はっ…」


　肩を押され、仰あお向むけにベッドに沈しずむ。


　そのまま両足を抱かかえ込まれ、ぐっと熱いものを突つき入れられた。


「あ、ふ……。いい。……すご、あつい……あ……」


　井口は、ただ夢中で妹尾の身体にしがみつき、もっともっととねだっていた。




４







（もしも社長が言うように、相楽に惚ほれてたんなら……）


　八年かけて、そんな感情が自分の中に育っていたのだとしたら、今はどうなんだろう？


　妹尾と関係を持つようになってから、もうじき三年。


　その間、なにか自分の中で変わったものはあったのだろうか？


　井口は、ふとそんなことを考えた。


　とりあえず、妹尾との関係が頻ひん繁ぱんになってからというもの、身体が少しばかり変わってしまったのは確かだ。


　自分の立場を思えば、妹尾を喜ばせることに専念しなければならないと思うのに、いつも気がつくと自身の快楽ばかりを夢中になって追ってしまっている。


（……だらしない）


　そんな自分をみっともないと思うのだが、妹尾には逆に好評みたいで、誘ってくる回数は増えてばかり……。


　相楽に会ったあの夜から既すでに半月、井口はぼんやりと考え事をすることが多くなった。


　考えたところで明確な答えが出ないことをグルグルと考えるのは時間の無む駄だだと思うのに、気がつくと似たようなことを考えてしまっている。


（……どうなってるんだろう）


　井口は乱れがちな自分の感情を持て余し気味だった。


「室長、ご気分でも？」


　声をかけられ、見るともなく眺ながめていたデスクトップ画面から顔を上げると、部下の香月がファイルを手に立っていた。


「熱でもあるんじゃないですか？　顔、赤いですよ」


「あ、いや、なんでもない」


　後で顔を洗ってこようと、気まずく思う。


「なにかあった？」


「はい。この資料の、ここなんですけど──」


（そういえば、彼女のことも早めに手を打たないとな）


　井口は、質問事じ項こうを効率よくはきはき話す香月の声に耳を傾かたむけながら、懸けん案あん事じ項こうがあったことを思い出していた。








「香月？　良くやってくれているが、彼女がどうかしたのか？」


　開発室から届いた新商品の試作品を社長室に運ぶついでに、井口は香月の話を妹尾に持ち出した。


「評価を見直していただけないかと」


「今だって充じゆう分ぶんに評価してるだろう。あの年代の女性としては破格のはずだ」


「それはそうですが、それ以上の評価で引き抜きにかかっている企き業ぎようが複数あるようなので……」


　最近は社長のサポートもするようになった香月だが、今でも以前よりは少なくなったものの、マスコミ対応の窓口としての仕事もある程度こなしている。


　最初から秘書課に配属されてはいたが、入社した当時の香月の仕事は、広報課の業務に近いものだった。


　アミューズメント施し設せつを併へい設せつした本社ビルの完成を間近にして、社長の負担を軽減するために、その代理としてマスコミ対応に専念する人間を起用することにしたのは企業としてのイメージ戦略の一いつ環かんだった。


　基本通りに広報課の人間が施設内を案内するよりは、社長の直接代理として社長秘書という肩かた書がきを持った若い女性がマスコミ各社の取材を受け案内したほうが、目新しく興味を引くだろう。


　そんな目的があって募ぼ集しゆうされた特とく殊しゆな枠わくに選ばれたのが香月で、そんな彼女の世間での評判は予想以上のものだった。


　そして今、彼女の人気はテレビ画面や雑誌等で独り歩きしはじめており、その人気に目をつけた企業やタレント事務所等が、高額を提示して彼女を引き抜こうと陰かげで動き始めているようなのだ。


「香月は、そんなに人気なのか？」


　井口の説明に、妹尾は興味深そうに身を乗り出した。


（……う）


　愉ゆ快かいそうな視線をまっすぐに受けた井口は、思わず目を伏ふせた。


　その眼まな差ざしに昨夜のことを思い出して、身体からだの奥が微かすかに疼うずく。


（仕事中だぞ）


　自分にそう言い聞かせながら、意味もなく手元のファイルをめくってみる。


「『美人秘書』という響ひびきが一種の『萌もえ』みたいですね。真面目まじめな話、企業関連の宣伝イベントに彼女を挨あい拶さつに行かせると、男性客の入りがまったく違ちがうんです」


「へえ、そりゃ興味深いな」


「だから、いま他社に引き抜かれるのは惜おしいと思いまして」


「……おまえ、けっこう香月の肩かたもつな」


「当然です。気に入ってますから」


　物覚えも良いし、勘かんも良い。


　しかも最近気づいたのだが、なかなか打たれ強い性格でもある。


　事務職の経験しかなかった彼女を、ここまで教育したのは井口だ。


　手て間ま暇ひまを考えても、絶対に他社には渡わたしたくなかった。


　もう一度、評価を上げてくれるかと聞いたら、妹尾は「駄目」と一言で却きやつ下かした。


「どうしてです」


「必要ないからだ」


「引き抜かれても良いと？」


「香月は大だい丈じよう夫ぶだろう。引き抜かれたりしないさ」


　妹尾は自信満々だ。


「どうして、そう言い切れるんです」


「今、香月の引き抜きにかかってる企業の目的は、『美人秘書』なんだろ？　彼女だって、いつまでも若いわけじゃない。引き抜かれていったとしても、十年もすれば若い女性としての彼女の価値は急落する。そうなったとき、彼女はどういう目にあうだろうな？」


「……企業であれば内部の閑かん職しよくに回されて、タレント事務所系ならばマネージャーといったところですかね」


「だろうな。それぐらいわからないほど香月も馬ば鹿かじゃないだろう。それがわからないような人間なら、むしろ自分からいなくなってくれたほうがありがたいぐらいだ」


　違うか？　と問われ、井口は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。


「秘書としてのキャリアを順当に伸のばす気があるのなら、くだらない引き抜きなんかには引っかからない。香月の件は、放ほうっておいても問題ない」


「はい」


「贔屓ひいき目めが過ぎるから、判断を誤るんだ。少し冷静になれ」


　厳しい調子で言われて、井口は「申しわけありません」と素す直なおに頭を下げた。








（……本気で気分を害していたな）


　自分のデスクに戻もどった井口は、さっきの妹尾の表情を思い出して軽く落ち込んだ。


　確かに自分は、香月の件に関して冷静じゃなくなっていた。


　最初から彼女はキャリア志向で、マスコミなどに踊おどらされるような浮うわついたところはない。


　毎日のようにそんな香月と共に仕事をしていたのに、妹尾に指し摘てきされるまで、それに思い至らなかった自分が情けない。


（社長は良く見てる）


　香月と一いつ緒しよにいる時間は井口より長くないし、会話だって必要最小限しか交かわさないだろう。


　それだけで、香月の性格を正確に見み抜ぬいているのだ。


　やはり凄すごいと、妹尾の能力の高さを改めて認にん識しきしなおす。


　だが、井口もまた、冷静さと判断力がものを言う仕事をしているのだ。


　もう二度とこんなことがあってはならない。


　ぼんやりしている暇ひまはないと、井口は自分に活を入れた。











（これって……）


　丁てい寧ねいな電話での説明の後に送られてきたメールに、井口は眉まゆをひそめた。


　とある財ざい閥ばつ系の大手銀行の取とり締しまり役やくの秘書からかかってきた電話の内容は、個人的に妹尾と歓かん談だんの場を設けたいといったものだった。


　その幹部は、今後の経済界の行方ゆくえや事業展開の方向性などを、酒を交えて妹尾と気楽に語り合ってみたいらしい。


　マスコミ露ろ出しゆつが多い若い社長に好こう奇き心しんを持っただけだろうと井口は思ったのだが……。


（間違いなく、見合いだ）


　先方が送ってきたメールには、なぜかその幹部の孫の名前と経歴などが記されている。


　見合い写真も添てん付ぷされてるんじゃないかと思ったが、さすがにそれはない。


　とりあえず顔合わせだけでもといったところだろうか？


（当然か。社長もとっくにそういう年ねん齢れいだから……）


　妹尾は、一いつ切さいのバックボーンを持たずにここまで企業を育て上げてきた。


　だが今後、今の事業に厚みを加えていこうと思ったら、やはりある程度は政財界との人脈を確かなものにしたほうが得策だろう。


『Ks.com』のふたりの立て役者、加瀬正まさ見みと妹尾孝敏。


　加瀬のゲームクリエイターとしての才能と妹尾の企業家としての手しゆ腕わん、そのどちらが欠けても『Ks.com』は日の目を見なかっただろう。


　親友同士であるふたりは、孤こ児じを養育する施設で共に育った人間だった。


　マスコミ等への公表はされていないが、別に隠かくしているわけでもないから、ちょっと調べただけでその事実は容易に知れる。


　縁えん組ぐみに関しては出自や血統を重視するだろう財閥系のお偉えら方がたが、それを知らずに話を持ってきたとは思えない。


　なんの後ろ盾だても持たない人間だと知った上で縁組みを求めてくるほど、妹尾の今後を買っている。


　自社の社長が、今後の有望株だと認められているのだ。


　それは社員としては喜ぶべきことだろう。


（…………つっ）


　チリッと胃のあたりに熱を伴ともなった痛みを感じて、井口は痛む部分を手の平で押さえた。


（なんだ？）


　痛みは一いつ瞬しゆんで消えた。


　なにか刺し激げき物ぶつを食べたかと思い返してみたが、該がい当とうするものは思い浮うかばない。


　気のせいだったかと思いつつ、妹尾のスケジュールを確認すると、先方から提示された日時はちょうど空いていた。


　先方から送られてきたメールに、電話で聞かされた内容を補足してから、妹尾のパソコンにデータを転送する。


　招待に応じるかどうかの判断は、妹尾次し第だい。


　そして翌日の朝の打ち合わせで、妹尾は招待を受けると言った。








「……不ふ機き嫌げんだな」


「別に」


　機嫌が悪いわけじゃない、と井口は思う。


　思い出したようにたまにチリチリと痛む胃のせいで、少しばかり神経がささくれ立ってはいるが……。


「別にって顔じゃないぞ。苦情があるなら聞いてやる。白状しろ」


「……誰だれかのせいで連日睡すい眠みん不足で、体調がすぐれないだけです」


　誘さそわれたときに断らずについて行く自分も悪いのだが、それは一時棚たな上あげだ。


「そうきたか。……最近はしつこくしてないだろう？」


「やることやってれば一緒です」


　ふんっと横を向くと、妹尾は喉のどの奥で小さく笑った。


「おまえ、本当に面おも白しろいな」


「……用がないなら、デスクに戻りますけど？」


「待て、用はある。──正見に電話をかけてやってくれないか？」


「……会長に、わたしが？　自分でかければ良いでしょう」


　会長であり、世界的に有名なゲームデザイナーでもある加瀬正見は、妹尾の親友だ。


　用事があるなら直接電話をかければ良いはずだ。


　無む駄だな仕事をさせるなと、井口が片眉をひそめると、妹尾は本気で苦く笑しようした。


「俺じゃ駄だ目めなんだ。──新作ゲームの進行がかなり遅おくれてて現場のほうもバタバタしてる。いっちょハッパをかけてやりたいんだが、俺が言っても意味ないと思わないか？」


「……確かに」


　妹尾は普ふ段だんから加瀬に甘いし、つき合いも長い。


　小言を言っても、さほど効果は望めなそうだ。


「その点、おまえなら大だい丈じよう夫ぶだろう。この際だ。あいつが役職だってのは忘れて、キツーく叱しかってやってくれないか？」


（嫌いや味みを言ってたのがばれてるのか……）


　加瀬はかなり浮うき世よ離ばなれしている男で、いつものほほんとお気楽そうな笑えみを浮かべている。


　井口はたまに顔を合わせるたびに、そんな彼の、のほほんぶりが気に障さわってついつい嫌味を言っては、小さくなった加瀬に謝られていた。


　さすがに井口も、自分が勤めている会社の会長に対しての自分のその態度はどうかと思っているから、できうる限り顔を合わせないよう、最低限の会話しかしないように気は遣つかっているのだが……。


（前回は、それで失敗したんだっけか）


　でも、まあ、良い。


「……わかりました」


　社長のお許しが出たのだ。


　色ボケしてないでとっとと仕事しろと、思いっきり、しつこく嫌味を言って叱ってやろう。


　そうすれば、ここ最近のささくれ立った気持ちも少しはすっきりするかもしれない。


（いや、余計苛いら々いらするか……）


　あの呑のん気きな声で、ごめんごめんとのんびり謝られたら、逆にキレる可能性もある。


　興奮して大事なことを言いそびれても困るから、電話をかける前に、言うべきことを箇か条じよう書がきにして整理しておいたほうが良いかもしれない。


　と、真しん剣けんに考えていたら、妹尾がデスクから立ち上がって部屋の隅すみへと移動した。


「どうしたんです？」


　不思議に思って聞くと、笑みを浮かべたまま、こいこいと手招きをされる。


　歩み寄ったら、いきなりグイッと抱だきすくめられた。


「な……」


　なにをするんですか！　と苦情を言おうとしたが、すかさず口元を手で覆おおわれ黙だまらされた。


「機嫌悪そうだし、ちょっとスキンシップしようか」


　妹尾は声をひそめ、井口の耳元で囁ささやく。


「社長、駄目です。カメラ」


　井口も小声で言った。


「大丈夫。ここは死角だ」


　妹尾は、社長室に設置された三台のカメラを視線で示しながら、確認済みだと愉ゆ快かいそうに口角の端はしを上げる。


「確認済みって……。あ、ちょっ……」


　壁かべに身体からだを押しつけられて押さえ込まれ、首の後ろをつかまれて深くキスされた。


「……っ……ふ……」


　妹尾は空いたほうの手で、器用に井口のシャツのボタンを外していく。


（いくらなんでも、おふざけが過ぎる）


　定時を回り、ほとんどの社員が帰った後ならともかく、今はまだ三時を回ったばかり。


　壁一枚隔へだてた向こうに部下達が沢たく山さんいるし、秘書としての仕事をすべき時間に抱かれる気にはなれない。


「だめ……で……。──っん……」


　必死で顔を背そむけたが、足の間に押しあてられた妹尾の太ふと股ももにグッとそこを刺し激げきされて、身体が反応する。


「こっちは駄目って言ってないぞ？」


　ひるんだ隙すきにベルトも外され、気がついたら足元にスラックスが落ちていた。


「こっちも大丈夫そうだ」


「……っ、ん……」


　下着の中に入ってきた指が、後ろの縁ふちをゆっくりなぞる。


　ただ、それだけの刺激で自分のソコが、いやらしくひくっと収縮するのを感じた。


（……もう）


　妹尾の指の感かん触しよくを嬉き々きとして受け入れている自分の身体に、井口は歯は痒がゆさを感じていた。


　二日と空けず妹尾に抱かれる生活をしているせいで、確実に身体が敏びん感かんになっている。


　以前だったら理性ではね除のけることができていたのに、今では身体の欲求のほうが強くて自分でも抑おさえきれない。


（情けない）


　仕事のためにはじめた関係に、仕事の邪じや魔まをされるとは……。


「自分でも、感じてるのがわかるだろう？」


　仕事中は嫌だと思うのに、耳元で、どうする？　と囁かれると、もう駄目だった。


　観念した井口は、妹尾の身体に腕うでを回した。


「もう、早く済ませてくださいよ」


　それでも、不本意なんだと表明すべく、至近距きよ離りから妹尾を睨にらみつけてみたのだが、逆効果だったようで愉快そうな顔をされてしまった。


「それなりにな」


　憎にくたらしいと思っても、首筋に軽く歯をあてられただけで、身体がゾクッと震ふるえる。


　とはいえ、一応は言うことを聞いてくれるようで、妹尾はさほど待たせることなく押し入ってきた。


「……くっ……ん、っ……」


　壁に押しつけられ片足を抱かかえられて、立ったまま正面から受け入れる。


　いつもとは違ちがうシチュエーションに身体の反応が早い。


「……ん……っ……あ、あ……いい」


（……マズ）


　声を抑えようとしているのに、強く突つき上げられると、堪こらえきれずにどうしてもいつもの調子で漏もれてしまう。


　唇くちびるを押さえようにも、妹尾にしがみつかないと立ってられないから、手は自由にならない。


「……ふ……っ……」


　仕方なく、妹尾の肩かたに唇を押しつけて声を押し殺したら、それを見た妹尾は愉快そうに小さく笑った。








　その日の夕刻、もう退社すると連れん絡らくを受けて、井口は社長室に向かった。


　少しばかりの伝達事じ項こうを聞くだけで、用件は終わる。


「……なんです？」


　スーツ片手に立ち上がった妹尾が、意味深な笑みを浮うかべてこっちを見ているのに気づいて、井口は片かた眉まゆをひそめた。


（散々やっといて、まだ足りないとか言うつもりじゃないだろうな）


　井口が声を抑えるさまが、妹尾のツボにはまったらしく、さっきは一度じゃ済まなくなってしまったのだ。


　ことが終わった後に、足の力が抜ぬけるわ、顔の赤みが取れないわで、井口は散々な目にあった。


「今日は、もう嫌ですよ」


「わかってる。また今度な。──今日は早く寝ねて、睡すい眠みん不足を解消して機き嫌げん直してくれよ」


　すれ違いざまにポンと肩を叩たたいて、妹尾は帰って行く。


　気き遣づかわれているのか、からかわれているのか……。


（どっちかというと、後者だな）


　都合良く、手の平の上で遊ばれているような気がする。





「今日は、社長とご一いつ緒しよじゃないんですか？」


　デスクに戻もどると、香月が声をかけてきた。


「そう毎日、社長と飲みに行くのも、ちょっとね」


　井口は妹尾に誘さそわれて一緒に帰るときは、夕食に誘われたからと言って抜けるようにしていた。言い訳も手慣れたものだ。


「最近は夜の接待も少ないし、少しはのんびりしたいから」


「さすがの室長も、プライベートの時間がなくなっちゃうのは嫌ですか。でも、たぶん今だけですよ。例の見合いもどきの話もあるし、数年後には誘ってこなくなるんじゃないですか」


　あの社長が良き夫って、あまりピンとこないですけどね、と香月が無む邪じや気きに笑う。


「……確かに、そうだね」


　チリッと、一時的に治まっていた胃の痛みを再び感じた。


　井口は、相づちを打ちながら画面に視線を落とした。








（社長が結けつ婚こんしたら……か）


　会社を出て、最寄り駅に向かって歩きながら、井口はぼんやり考えた。


　そうなったら、ふたりの関係はどうなるんだろう？


　性欲解消に都合が良いから寝ているだけなのだから、結婚したら自然消しよう滅めつするのが自然の成り行きなんだろうとは思うが。


（でも、あの社長のことだから、奥さんに隠かくれて不ふ倫りんとかって悪あく趣しゆ味みなシチュエーションも面おも白しろがるか）


　そうなったら、今日みたいに声を押し殺しつつ社長室で、なんてことが頻ひん繁ぱんにあるかもしれない。


　もしくはホテルにでも行って、時間を気にしながら、そそくさと済ましたり……。


（……なんか嫌だ）


　チリチリと胃が痛む。


　と、同時に、ぴりぴりと神経がささくれ立っていく。


　こんな調子じゃ、このまままっすぐ家に帰っても眠ねむれるかどうか、わかったものじゃない。


（レイトで静かな映画でも一本見れば、少しは気が紛まぎれるか）


　バッティングセンターに行くのも、ストレス解消には効果的かもしれない。


　と、そこまで考えたとき、井口は仕事をひとつやり残していたことに気づいた。


（……会長に電話）


　頼たのまれた直後の出来事のインパクトのせいで、すっかり失念していた。


　今から会社に戻って電話をするのも面めん倒どうだ。


（……これも、ストレス解消になるかも）


　加瀬は夜型の人間で、仕事は夜にしているから、今から襲しゆう撃げきしてもさして問題はないだろう。


　八つ当たりするために、井口はタクシーを停めた。








　その三十分後、井口は意い匠しようを凝こらした鉄てつ柵さくに囲まれた、大きな屋や敷しきの前に立っていた。


　ここは、妹尾と井口を巻き込んでもめていた癖くせに、あっさりと勝手にまとまってしまった加瀬と佳希が暮らす屋敷だ。


　ふたりが正式に一緒に暮らすと決めた日から、もうじき二ヶ月。


　このふたりの顚てん末まつについて、かなり快く思っていなかった井口は、まだまだほっかほかの新婚家庭に土足で踏ふみ込んでやる気満々だった。





　インターフォンを押した直後、


『佳希くん?!』


　と、焦あせったような加瀬の大きな声が聞こえてくる。


「違います。『Ks.com』の井口です」


『……あ、井口くん。久しぶりだねぇ。元気だった？』


　はは、と困こん惑わくしたような乾かわいた声。


（インターフォンで世間話をしてどうする！）


　井口は、怒ど鳴なりつけたい気持ちをぐっと抑おさえた。


「仕事のスケジュールの件で、お話があるのですが。お邪じや魔ましても？」


『あ、うん。どうぞ。確か、井口くんは鍵かぎに登録してあったよね？』


「はい。入らせていただきます」


　静脈承しよう認にんシステムを採用した門の鍵を開け中に入ると、玄げん関かんドアが開いて加瀬が出てきた。


「いらっしゃい」


　和わ柄がらのバンダナにエプロン姿、のほほんと呑のん気きな顔で笑うこの男、あまりにも『Ks.com』の会長という肩かた書がきが似合わない。


　本人もそう思っているらしく、会長と呼ぶと不味まずいものを食べたような顔をするから、面と向かっては苗みよう字じで呼ぶようにしていた。


「加瀬さん、お料理中でしたか？　でしたら、キッチンのほうでかまいませんが」


「うん。そうして貰もらえると助かるよ」


　加瀬は頷うなずいた。


（ん？）


　百九十を超こえる長身の加瀬を見上げ、井口は違い和わ感を覚えた。


　どんなときでも、チタンフレームの丸眼鏡めがねの奥でのほほんと和なごやかな光を湛たたえていた瞳ひとみが、微び妙みように笑っていない。


　そういえば、と、もうひとつ不自然だったことを思い出して、キッチンに向かって歩きながら井口は聞いてみた。


「さっきのインターフォンの第一声はどうしたんです？」


「え、あ……。うん」


「うん、じゃなくて……。佳希くん、まだ帰ってないんですか？」


「実は、そうなんだ」


「……実はって」


　井口は、思わず腕うで時計を見た。


　もうじき十一時、今の高校生はこのぐらいの時間でも外で遊んでいるものなのだろうか？


「いつもは何時くらいに帰ってくるんです？」


「四時くらいかな。──どうぞ」


　広いキッチンに通され、勧すすめられた椅い子すに座る。


「遅おそくなる予定でも？」


「聞いてない。って言うか、実は、ちょっと今ごたごたしてて、佳希くんとちゃんと話ができてなくて……」


　加瀬は気まずそうに言こと葉ば尻じりを濁にごす。


「携けい帯たいは？」


「それが切れてるんだ」


「……今まで、連れん絡らくもなく帰宅時間が遅くなったことはあるんですか？」


「ないよ。……こんなに遅いのは、ずいぶん前、孝敏が車で送ってくれたとき以来かな」


「………心配、してます？」


「当たり前じゃないか」


「…………で、心当たりには、連絡してみましたか？」


「……やっぱり、したほうが良いかな？」


（この、のほほんっ！）


　カッと頭に血が上のぼった井口は、思わずテーブルにダンッと拳こぶしを叩たたきつけていた。


「い、井口くん!?」


　嫌いや味みを言ったことはあっても、さすがに面と向かってキレたことはない。


　井口の剣けん幕まくに、さすがに加瀬もびっくりしたようで眼鏡の奥の目を丸くしている。


（心配だけしたって、意味ないってのに）


　わかっている。


　わかっているのだ。


　加瀬が、自分の父親と似たタイプの人間、社会性に極きよく端たんに欠けた人間だということは……。


（まったく、もう。どうして、こう呑気なんだ！）


　深く深呼吸して、急いで頭の血を下げた。


「失礼しました。──連絡したほうが良いと思いますよ。あなたは、恋こい人びとである以前に、佳希くんの保護者なんですから。保護者としての義務は果たすべきです」


　佳希を引き取りたいと言い出したのは加瀬自身。


　ひとりの人間の今後の人生に責任を持つ覚かく悟ごもないままに、屋敷に招き入れたわけではないだろう。


　人を巻き込んだすったもんだの挙げ句、今では恋人という形に収まったが、それでも加瀬が佳希の保護者だという大前提は変わっていない。


「なりは大きくても、佳希くんはまだ高校生ですよ。特に、彼には帰る家がないんだし……。──ふたりの間で、今なにが起きてるのかには関知しません。が、あなたとの関係が気まずくなったとき、彼には逃にげ込む場所が他にあるんですか？」


「叔父おじさんの家とか……」


「自分を男に売るような親しん戚せきの家に戻もどるとは思えませんが？」


　血けつ縁えん者しやに対する幻げん想そうは捨てたほうが良いいです、と厳しく言うと加瀬は悲しそうな顔をした。


「間ま違ちがいなく、今、佳希くんの世界の中心は加瀬さん、あなたですよ。社会的な地位を確立しているあなたと違って、佳希くんには自分を支える基き盤ばんはない。互たがいに気まずくなったとしても受けるダメージは彼のほうがずっと大きいんです。──お願いですから、佳希くんのためにも、自分の立場をもっと自覚してください」


「……うん」


　加瀬が神しん妙みように頷く。


「ところで、佳希くんの友達の電話番号とかわかります？」


　もう一度深呼吸して、気持ちを落ち着かせながら井口は聞いた。


「あ、うん。なにかあったときのためにって、短縮に入れてたはずだよ」


　加瀬が壁かべから電話の子機を外して持ってきて、操作している。


「あ、これだ」


「貸してください」


　井口は、子機をぶんどると、迷わず短縮番号を押してコール音を鳴らした。


「普ふ通つうの保護者なら、これぐらいやって当然だと思いますよ」


　電話が通じる直前にそう言ってやったら、加瀬は悲しそうな顔で頷いていた。





　電話の結果は外れで、友達の家に佳希はいなかった。


　放課後もまっすぐに家に帰ったはずだと友達が言う。


　後は自分でやると加瀬が言うから、井口はそのまま子機を手て渡わたした。


「本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


「うん。他ほかにも心当たりがあるし、もしそこが駄だ目めだったら、行きそうな場所を車で捜さがしてくるよ」


「わたしにできることがあるなら、協力しますが？」


「うん。いや、大丈夫。──自分の問題だし、自分で解決するよ」


（……本当に大丈夫なのか？）


　ちゃんと捜す気にはなっているようだが、加瀬の場合、的はずれな場所を延々捜してしまいそうな、ぼけたイメージがある。


　明日の仕事に差し支つかえると悪いから、と言う加瀬に見送られ、井口は不安を抱かかえつつも加瀬の屋や敷しきを後にした。











　翌日、朝の打ち合わせで社長室に入った井口は、電話を見つめてひとりでニヤニヤしている妹尾を目もく撃げきして、片かた眉まゆをひそめた。


「思い出し笑いですか？」


　いやらしい、と冷ややかに告げる。


「いや、さっきまで正見と話してたせいなんだが」


「会長と？　じゃあ、佳希くんは？」


「無事帰ってきたって、おまえに伝えてくれって言われたよ」


「そうですか」


（……良かった）


　昨夜は、帰った後に、やはり残って手伝うべきだったんじゃないかと、かなり後こう悔かいしたのだ。


　実を言うと、一夜明けても佳希が見つからなかった場合の捜そう索さく手順を頭の中で何度かシミュレーションさえしていたぐらいだ。


「で、なにがあったんだ？」


「会長から聞いてないんですか？」


「佳希くんが一時的に行方ゆくえ不明になったってしか、聞いてない」


「ああ、それならわたしと同じです。それ以上のことは知りませんよ」


「そうか？」


　妹尾が疑わしげに見る。


「噓うそなんてついてません」


「正見は、おまえにもの凄すごく叱しかられたって言ってたぞ？」


「……単に世間の一いつ般ぱん常識をレクチャーしただけです」


「それにしては、正見の奴やつ、かなりビビってたみたいだけどな」


　妹尾の目が愉ゆ快かいそうに観察している。


「社長の気のせいですよ」


「そうか？　あと、もうひとつ言ってたな」


「なんて？」


「井口くんは、意外に人情家なんだねぇ、だとさ」


　妹尾は、加瀬の口くち真似まねをした。


（……あの、のほほんめ）


　余計なお世話だ。


　たぶん、向こうは誉ほめているつもりなのだろうが、なぜか苛いら々いらする。


「お？　怒おこったな」


「怒ってません！──今日のスケジュールの確かく認にんをしますよ」


　愉快そうにからかってくる妹尾を無視して、井口は強ごう引いんに仕事を進めた。








　朝の打ち合わせを終えた時点で、井口の怒いかりはまだ解けていなかった。


　そして、その怒りのまま加瀬に電話をかけ、昨夜言いそびれた、遅おくれ気味の仕事のスケジュールについて、それは厳しく言げん及きゆうした。


　後日談となるが、その電話の甲斐かいあって、半月は延びるだろうと思われていた加瀬の仕事は当初のスケジュール通りに無事進行することとなる。


　妹尾は、井口がよっぽど怖こわかったんだろうと笑って、仕事が順調に進んだことに安あん堵どするよりも、加瀬のビビリようを面おも白しろがっていた。




５







　その日は、例の大手銀行の取とり締しまり役やくと妹尾との食事会を装よそおった見合いの日だった。


　夜の六時からというスケジュールで、本来ならば井口が同行する予定だったのだが、あいにく朝からひどい胃痛に悩なやまされていて、あまりの顔色の悪さを見かねた妹尾から帰って休むようにとの厳命を受けてしまった。


　それが四時過ぎの出来事だったが、帰ると決めても、立場上やはりすぐには帰れず、部下達が明日困らないように仕事の段取りをつけているうちに、一時間が過ぎようとしていた。


　やっと帰れる段取りがついた井口は、香月を呼んだ。


「お呼びですか？」


「うん。急にこんなことになって悪いんだけど、社長の今日の食事会のほう、よろしく頼たのむよ。相手は大物だし、粗そ相そうのないように……。ああ、それと、早めに社長室に行って、社長の服装整えてやって。どうせ、いつもみたいに、髪かみとかぐしゃぐしゃにしてるだろうから」


「はい、任せておいてください。──室長は直接自宅へ戻られるんですか？」


　医者に行ったほうがと心配そうな香月に勧すすめられ、井口はとりあえず様子を見るよと曖あい昧まいに答えた。








　胃の痛みを感じはじめてから、市し販はんの薬を色々試ためしてみた。


　だが、一向に効果は表れない。


　その事実をふまえ、ここ最近の胃痛のパターンを自分なりに検討した結果、どうやらこれは神経性胃い炎えんだと井口は判断していた。


　となると、医者に行ったら、精神安定剤ざいを処方されて、ストレスを軽減する努力をするようにと言われるのがおちだ。


　正直言って、今の仕事自体は楽しく、ストレスを感じることはあまりない。


（となると、やっぱり社長絡がらみか……）


　胃の痛むタイミングを思うに、どうも見合いを連想させる話題が出たときに限って、チリチリと胃が痛むようなのだ。


（……どうして胃が痛むんだろうな）


　相楽との関係が終わるきっかけになったのが見合いだったから、それを連想して不安になっているのだろうか？


　相楽と妹尾とでは、自分との関係性がまったく違ちがう。


　妹尾は頼たよりにしていると言った。


　今回の見合いがうまく行ったとしても、自分の立場が危あやうくなることはないはずなのに……。


（わけがわからない）


　わからないと言えば、以前、妹尾に出された宿題の答えもまだ見つけていない。


　自分の気持ちを認めない限り、この先もずっとそのままだと、妹尾は言った。


　いったい、あれはどういう意味だったんだろう。


「宿題だって解けてないのに、わからないことばかりだ」


　小さく口の中でぼやきながら、井口はパソコンの電源を落とした。








　まだ五時過ぎだというのに、外はもう暗かった。


「……さむい」


　外は強いビル風が吹ふいている。


　寒さがこたえた井口は、ファッションのつもりで緩ゆるく巻いていたマフラーをしっかりと首に巻き直した。


　クリスマス色のディスプレイとライトアップで覆おおわれた街を、痛む胃を押さえながら足早に駅に向かって歩いて行くと、歩道のすぐ脇わきに車が停とまった。


　助手席のドアが開いて、見覚えのある男が降りてくる。


「井口さん」


「これは、坂口常務の……」


　以前、坂口常務のメモを井口に手て渡わたした男だった。


「森もりと申します。車内に常務もおられます。──この後、ご予定は？」


「帰宅するだけですが」


「では、お食事などいかがですか？」


「それは、ちょっと……」


　胃の痛みで食欲なんてまったくない。


　坂口と一いつ緒しよでは、なおさらだ。


「申しわけありませんが」


　目礼して、その場を立ち去ろうとしたのだが、森にがしっと腕うでをつかまれた。


「わたしの顔を立てると思って、お願いします。この間のあのメモの一件で、メモを渡さなかったのではと疑われて、少々まずい立場になってるんです。なにが書かれていたかは存じませんが、なかったことになさるとは、あまりにひどくありませんか？」


「……そんなことを言われても」


「お願いします」


　腕をつかまれて引き留められ、必死でくどく森に何度も頭を下げられる。


　人通りの多い時間帯に、この一幕はあまりにも目立ちすぎた。


　通り過ぎる人々が好こう奇き心しんむき出しで見つめる視線を感じて、井口は心の中で舌打ちをした。


　あれは坂口のプライベートの携けい帯たい番号で、自分は、その誘さそいに応じるつもりがなかったからシカトさせてもらったのだと、今ここではさすがに説明できない。


「せめて、あなたの口から常務に、メモはちゃんと受け取ったと言ってください」


　お願いします、と森が深く頭を垂れる。


「……わかりましたから、頭を上げてください」


　あまりにも恥はずかしいこのデモンストレーションに、井口は折れるしかなかった。








　外したマフラーと鞄かばんを手に、森に促うながされるまま後部座席に座ると、坂口が嬉うれしそうにすり寄ってきた。


「井口くん。久しぶりだ。元気だったかね」


「おかげさまで」


「偶ぐう然ぜん、君の姿を見つけてな。Ｕターンして戻もどらせたんだよ」


　戻ってこなくて良いのにと、真しん剣けんに思う。


「お目がよろしいのですね」


　太ふと股ももに手を這はわせ、手を握にぎろうとする坂口から、さりげなく手を逃にがす。


「……おお、これはうっかりしておった」


　坂口はなにを思ったか、前面のパネルを操作する。


　と、電動音がして、一部分だった運転席と後部座席との間の色ガラスの仕切りが左右に伸のびた。


「これで見られる心配はない。防音にもなっとるから、安心だろう？」


（……この勘かん違ちがいジジイ）


　今度は無ぶ遠えん慮りよに伸びてくる手から逃げることはできなかった。


　生温かい両手で手を握られ、気持ち悪さに辟へき易えきする。


「坂口常務、先日のメモの件ですが」


　井口はにっこりと営業用の笑えみを浮うかべて、もう充じゆう分ぶんだろうと坂口の手を押し戻した。


「受け取っておったのかね」


「はい。ですが、少々多た忙ぼうだったものですから……」


「うんうん、良いよ。わかっとる。──あの日、妹尾社長にもそれとなく君を貸してくれるように頼んでみたのだがね、君は既すでに会社の要的存在になっとるから、他社の者には勿もつ体たいなくて貸せないと言われたよ。少しばかり硬かたすぎる男だな、あれは」


　青い青いと、坂口は大きく口をあけてかすれた声で笑った。


　おまえは脳のう味み噌そが硬くなってきてるんじゃないのか、と井口は心の中で拳こぶしを握る。


「でもまぁ、彼も見合い話が進んどるそうじゃないか。結けつ婚こんすれば、少しは融ゆう通ずうが利きくようにもなるだろう」


　結婚と融通に、どういう関連があるのかさっぱりわからない。


「さすがに情報がお早いですね」


　不思議に思って聞くと、坂口はまたしても大口をあけて笑う。


「実は先方と妻が親しん戚せきでな。妹尾社長と会った感想なども聞かれたが、堂々としてたいしたもんだと答えておいたよ」


「それはそれは。妹尾に代わってお礼を申します」


　チリリッと胃が痛む。


（限界だ）


　メモを受け取った旨むねは伝えたことだし、とっととお断りして帰ろう。


「坂口常務、申しわけないのですが……」


　握られた手を引き抜ぬこうとしたら、ぎゅっと強く握られて止められた。


「──あの？」


「まあ、待ちなさい。実は今日はな、どうしても君の耳に入れておきたい話があるんだよ」


「わたし個人に、ですか？」


「うん。まあ、妹尾社長の今回の見合いにも関係あるな」


　ちと人前では話せない話なんだがね、と坂口が声もなく笑いながら顔を近づけてくる。


「そういうことでしたら……」


　妹尾が絡からんでいるのなら、話の内容がわからないだけに邪じや険けんにはできない。


　井口は、表面上だけは、にこやかに頷うなずいた。








　ホテルに着くと、坂口は秘書を先に帰らせた。


　竹永商事で常にキープしているという部屋に井口を連れて行く。


「──坂口常務、お話を」


　長居せずになるべく早く帰りたかった井口は、ソファーにどっしりと腰こしを落ち着かせた坂口に、立ったままで話を促した。


「まあまあ、そう焦あせるな。──話の前に、軽く酒でも飲まんかね？」


「いえ、それではお話をうかがうのに失礼にあたりますから」


　微笑ほほえんで辞退する。


「わし相手に気を遣つかうこともあるまい？　それにな、落ち着いて話をするためにも、少し飲んでおいたほうが良い」


　ワインを用意してくれと言われ、内心では渋しぶ々しぶながらも、井口は「わかりました」とにこやかに頷いてみせた。


（なにをもったいぶってるんだ？）


　なんだか嫌いやな予感がしたが、あの頃ころとは事情が違ちがうと自分に言い聞かせながら、ホームバーを使って簡単な酒席の準備を調ととのえていく。


「妹尾社長の結婚が決まったら、君はどうするのかね？」


　準備を終えた井口が、ワインのコルクを抜いていると坂口が聞いてきた。


「どういう……意味でしょう」


　一いつ瞬しゆん、相楽とのときのことを思い出して、鼓こ動どうが跳はねた。


　だが、あのときとは違い、妹尾との関係は誰だれにも知られていないと自分に言い聞かせ、必死で冷静を装よそおう。


「相楽の御おん曹ぞう司しのときは、身を引いて会社を辞やめただろう。今回もそうするのかね？」


「常務、なにか勘違いなさっておられるのではありませんか？」


　最初から関係があるように決めつけられるのは、過去が過去だけに仕方がないのかもしれない。


　でも、今の自分は秘書として充分に妹尾の役に立っていると思っているし、対外的にも認められていると思っていた。


　それだけに、身体からだの関係だけで側そばにいるような言われように、井口は軽く傷ついていた。


「わたしは、あくまでも秘書として妹尾に雇やとわれているのですが」


「お、おお、そうだったのかね。それは失礼した」


「いえ」


「しかしな、それでも事態は変わらんよ」


　坂口が、妙みように思わせぶりに呟つぶやく。


「どういう意味ですか？」


「いや、君は少々目立ちすぎるということだよ。──君が、四年前まで、相楽の御曹司の愛人をやっていたことは、陰かげでは有名だからね」


「それは……。もう終わったことです」


「うんうん。そうだな。だが、まあ、一度ついたイメージはなかなか消えないものだよ。君の昔の話が、今回の見合いの相手方の耳にも入っているようだしね」


「そう……なんですか？」


　話の方向が見えない。


　見えないが、嫌な予感が増していく。


「それでな、先方は、結婚が決まったら、君には速すみやかに消えてもらいたいと思っているんだ。実をいうと、君と面識があるわしが、君との交こう渉しよう役を頼たのまれていてな」


「常務が？」


　では、今日あそこで坂口と会ったのは、偶然ではなかったのかもしれない。


　妹尾の見合いの席に、自分が同席しないのではと予想して待ち伏ぶせしていたのかも……。


「ですが、それは……」


「うんうん。わかっとる。妹尾社長とは違うのだったな。だが、まあ、過去が過去だけに、先方にそれをわからせるのは難しかろう」


　確かにその通りかもしれない。


（会社を辞めさせられる？）


　なんのミスをしたわけでもないのに、既に終わった過去のせいで、今の仕事を取り上げられるなんて……。


　入社してすぐに秘書課の責任者に抜ばつ擢てきされ、今まで夢中でシステムの構築と部下の教育に努めてきた。


　その甲斐かいあって、順調にシステムも稼か働どうし、部下達からも信しん頼らいのこもった眼まな差ざしで見つめられるようになった。


　まだまだ、この先もやりたいことが沢たく山さんあるというのに……。


　井口はショックのあまり息苦しさを感じていた。


（駄だ目めだ。落ち着け……）


　うろたえて冷静さを失えば自じ滅めつするだけだと、自分に言い聞かせる。


　これは、今回の見合いが成立しなければ、徒労に終わる話なのだから……。


　だが、そんなに都合良くいくだろうか？


　表向きにはなにも言われてはいないが、妹尾だってあれが見合いだと気づいている。


　大手銀行の取とり締しまり役やくの孫まご娘むすめとの縁えん談だんは、企き業ぎよう家かとしての妹尾にとって、きっと魅み力りよく的だろう。


　でなければ、会うことを承知したりはしないはずだった。


　企業の格の違いから言って、一度会ってしまえば、妹尾のほうにこの話を断る権利はない。


　断ったが最後、面めん目ぼくを潰つぶされたと、先方の怒いかりを買うのがわかりきっているからだ。


（どうしたら……）


　辞めさせないでくれと妹尾に頼んでも、たぶん無理。


　今は秘書としての自分を頼たよりになると思ってくれてはいるが、資産家の娘むすめの利用価値と比べれば、役に立つ度合いは微び々びたるもの。


　自分は、あまりにも無力だ。


（そうか。俺は、また、ひとりになるのか……）


　身体の芯しんが、すうっと冷えていくのを感じる。


　あの夜、妹尾がずっと握にぎってくれていた指先は震ふるえて力が入らない。


「おや？　井口くん、どうかしたのかね。顔色が悪いようだが？」


　口調は心配するふりを装っていたが、坂口の顔には下げ卑びた笑えみが溢あふれていた。


「……やめたくない」


　自分が罠わなにはまったことを自覚しながら、井口は小さく呟いた。


「ん？　なんだね？」


「今の会社を辞めるのは、嫌です」


「そうは言ってもなあ」


「常務のお力でなんとかなりませんか？」


　もう、なりふりかまっていられなかった。


　坂口の足元に跪ひざまずいて、膝ひざに手を乗せる。


「どうか、先方のご親族に、決してわたしがご結けつ婚こんのお邪じや魔まになるようなことはないと伝えては貰もらえませんか？」


「ん？　そうだな。今後の君の心がけ次し第だいでは、交渉してやってもかまわんが」


　どうするね？　と、伸のびてきた坂口の手が井口の頰ほおをねっとりと撫なでる。


「……常務のお心のままに」


　頰に触ふれてくる指先の動きに嫌けん悪お感を抱いだきながらも、井口は必死で笑顔を取り繕つくろっていた。











　震える指で、なんとかワインを坂口のグラスに注ぐ。


「どうぞ。──シャワーを浴びてきても？」


「おお、そうしなさい」


　井口は嬉うれしそうにかすれた声で笑う坂口に背中を向け、バスルームへ行った。


　シャワーブースに入ってコックをひねる。


　強い水流を肌はだに受けながら、井口は自分がひどく惨みじめになって、自じ嘲ちよう気味な笑みを唇くちびるに刻んだ。


「……宿題、か」


　今なら、妹尾の宿題の答えがわかる。


　妹尾が言ったように、はじまりはどうあれ、確かに昔の井口は相楽を愛していたのだ。


　長い時間を共に過ごすことで相楽という人間の本質を理解し、ゆっくりと時間をかけ、この心の中に彼に対する愛情を育てていた。


　自分でも気づかぬままに……。


　はじめての恋こいを認めずに生きてきたから、気づけなかったのだ。


　誰かひとりを深く愛する感情が、自分の中にも備わっていたことに……。


「社長、もう、そのままだなんて……言わせませんよ」


　妹尾の見合い話に胃が痛んだのも、いま息苦しいぐらいに胸が苦しいのも、原因はすべて同じ。


　いつの間にかこの心の中で芽生え、育っていた妹尾への愛情が、このまま涸かれさせてしまわないでくれと泣きながら訴うつたえていたから……。


（そういえば、最初に社長と寝ねたのって、拓哉の結婚式の日だったっけ……）


　あの日の井口は、ひどく苛いら々いらして苦しくて、ひとりの夜を迎むかえるのがどうしても我が慢まんできなかった。


　だから、妹尾を誘さそったのだ。


　肉体関係を持ってしまえば、自分の立場をもっと確実なものにできるだなんて、自分を納なつ得とくさせるための後付けの理由に過ぎない。


（……認める）


　一歩下がってシャワーの水流から逃のがれて身体からだを洗いながら、井口は排はい水すい口こうに流れていく水流をぼんやり眺ながめていた。


　あの頃ころ、相楽を愛していた。


　だからこそ、苦しんでいる彼を見ているのが辛つらかった。


　役に立ちたいと思っても、社会人としても秘書としても経験が浅かった当時の井口では、慰なぐさめること以外にはなにもできなかった。


　それが悔くやしくて、悲しくて……。


　だから、この身体で役に立つのならと、取引の材料としてこの身体を提供もした。


　相楽の元から消えたのも、やはり彼のためだった。


『このままでは息子むすこは駄目になってしまう。頼むから別れてくれ』


　そう言って、相楽の父親は、目下の存在である井口に頭を下げた。


　直面していた厳しい現実と、相楽の父親の愛情の重さに、井口はその言葉が真実だと認めざるを得なかった。


　このまま一いつ緒しよにいて相楽の人生を壊こわすことが耐たえられなくなって、ひとりで逃にげた。


（ぜんぶ認めるから……）


　そして今、自分は妹尾の側そばにいたいがために、この身体を使おうとしている。


　いま、坂口に身体を与あたえたからといって、本当にこの先ずっと妹尾の元で働いていけるという確約はない。


　ただの口約束だというのに、そんなものにしか頼れない自分の無力さが悲しい。


　もしも、もっと早くに気づけていたら、なにか変わったんだろうか？


　ふと、そんなことを思った井口は、それはないかと苦く笑しようしながら首を振ふった。


（便利だから抱いてるだけだろうし……）


　いつも余よ裕ゆうを持った態度で誘いかけ、どこか一歩引いた目線で、愉ゆ快かいな玩具おもちやを観察するように眺める男。


　気に入られているのは確かだろうが、それはあくまでも面おも白しろい遊びの相手への感情だろう。


　遊びのつもりで割り切っている相手に迫せまられても、きっと迷めい惑わくなだけだ。


「立場をわきまえないとな」


　自分にそう言い聞かせながら、シャワーの水流に再び身体を晒さらした。


　さっきより温度が低くなったような気がして、温度を調節しようとしたが、安全装置が付いていて今以上に温度を上げることはできなかった。


　ホテルの融ゆう通ずうの利きかなさに、これだから……と舌打ちしつつ、諦あきらめてそのままシャワーを浴びる。


（もう少しだけ、側にいられれば……）


　ひとりになってから、新しく日本で得た職場。


　ただスケジュール管理に終始するだけではなく、かつて能力のない自分を悔くやんだ経験から異国で学んだ様々な知識を活いかして、もっと広い視点からのサポートを認められる理想的な環かん境きようだった。


　そして、その環境をひとりで作り上げた男。


　常に勝ちを確信している自信に満ちた強い姿勢、その眼まな差ざしの強さ。


　とっくにひとりになっていたものの、相楽の結婚で最後の望みを断たたれて気持ちの拠より所を完全になくし、途と方ほうにくれていた井口には、妹尾のその強さが眩まぶしく見えた。


　無意識とはいえ、井口が救いを求めて差しだした手を、妹尾はしっかり握り返してくれた。


　たとえ遊びであっても、強く抱きしめてくれる腕うでの強さに変わりはない。


　そして抱かれたことで、井口は、いつの間にか社長としてではなく男としての妹尾を意識するようになっていた。


（抱いて貰えないようになったら、諦めるから……）


　この気持ちを自覚する前だったら、抱いて貰えなくても、きっとこのまま秘書として側にい続けようとしただろう。


　どんなに胃が痛んでも我慢できていた。


　でも、今ではもう無理。


　社長としてではなく、男としての妹尾を求めていると、そう自覚したせいで起きるこの切ない胸むな苦ぐるしさを、ずっと我慢し続けることなど、もうできない。


（だから、それまでは……）


　シャワーのコックを閉める自分の指先が震ふるえているのを見て、井口は舌打ちした。


　温水で少しは暖まるかと期待していたのに、身体の芯しんは冷えたまま、全然効果がない。


　もう二度と温ぬくもりを感じることができないような気がして、ひどく不安だった。








　目的地に向かう車の中、助手席の香月が携けい帯たいで何事かを話していた。


　仕事の打ち合わせだろうと聞き流していた妹尾は、通話を切った後の香月の様子にちょっとした違い和わ感を覚えた。


「どうかしたのか？」


　パチンと折り畳たたんだままの携帯をじいっと眺め、硬こう直ちよくしていた香月に声をかける。


「いえ。──あの……、社長は、女の勘かんって信じます？」


　携帯から視線を外した香月が、身体ごと後ろを向いて真しん剣けんに見つめてくる。


「ふざけてるのか？」


「いえ、わたし、真剣です」


「……相手によりけりだ。勘が当たる実績の割合に応じて信じてやっても良いかな」


「そうですか……。残念ながら実績を提示できる資料はないんですが、実はわたし勘が良いんです。──信じてくださいますか？」


「仕事に関係のない話なら後にしろ」


「それが、今じゃないとまずいと、わたしの勘が申しておりまして……」


　信じてください、とシートに手をかけ身を乗り出すようにして香月が言う。


　その態度に、聞いてやるまではしつこく絡からまれそうだと、妹尾は面めん倒どうになった。


「……わかった。言ってみろ」


「室長に関することなんですが」


「井口の？」


　香月の話を右から左へ聞き流す気満々だった妹尾は、井口の話だと聞いて気を変えた。


「はい。室長があまりに具合が悪そうでお気の毒だったので、室長が帰られた直後に出先から戻もどってきた秘書課の人間に、社用車で自宅まで送ってくれるように頼たのんでいたのですが」


「それで？」


「その者が見つけたとき、室長、歩道で誰だれかと押し問答をしてたそうなんです。で、そのまま、その人の車に乗せられて、どこかに消えてしまったそうで……。──わたし、とても嫌いやな予感がするんですが？」


（確かに、嫌な予感がするな）


　仕事至上主義である井口のプライベートの人脈は、行きつけの店の店員止まりで、友達関係は皆かい無むに近いことを妹尾は知っている。


　特にここ最近は、なるべく手元から放はなさないようにしていたから、知り合いが増える機会などなかっただろう。


「……その車の車種は？　どこかの社用車ではないのか？」


「ベンツです。竹永商事の社用車ではないかと」


「それを早く言え」


　竹永商事といえば、坂口常務の勤務先。


　嫌な予感は、確信に変わっていた。


「それともうひとつ」


「なんだ？」


「目的地に到とう着ちやくしました。──どうなさいますか？」


　車は徐じよ々じよにスピードを落とし、ホテルの車寄せへと吸い込まれていく。


（さて、どうするか）


　井口を放ほうっておくつもりはないが、今回の顔合わせもできうる限り成功させたい。


　身体からだが二つあればと、子供じみたことをついつい考えてしまう。


「香月」


「はい」


「おまえ、三十分ほど、間を保もたせられるか？」


「可能だと思います。室長には度胸が良いと誉ほめられたこともありますし。──それに、わたしには、『美人秘書』という立派な看板もありますから」


「よし、頼む」


「はい。お任せください」


　目礼して、香月はひとり車を降りて行く。


（さて、あとは……）


　以前、坂口と会食した際に、井口の過去の話を含ふくむ、彼の色事の自じ慢まん話を散々聞かされた。


　坂口が定宿にしているホテル名をポロリと口走ったのを、妹尾は聞き逃のがしはしなかった。


（馬ば鹿かな真似まねをしてなきゃ良いが……）


　井口はかなり弱っていたから、それは望み薄うす。


　弱るように仕向けていたのが自分だけに、妹尾的には少々複雑な心境だ。


　妹尾は、目的地を運転手に告げると、腕組みをして目を閉じた。











　バスローブをまとって部屋に戻った井口を、坂口は喜色満面で迎むかえた。


「おお、こっちにきなさい」


「はい」


　微び笑しようをむりやり顔に貼はりつけて、歩み寄る。


「うんうん、良いぞ。この感かん触しよく」


　坂口はバスローブの合わせ目から手を突つっ込むと、無ぶ遠えん慮りよに井口の肌はだを撫なで回した。


「脂あぶらの乗った柔やわらかい女の肌も良いが、この滑なめらかな張りがたまらん。──膝ひざをついて」


　言われるまま、足元に跪ひざまずくと、バスローブの襟えり元もとをグッとはだけられた。


「ほ、ここも以前のままだな。ずいぶん可愛かわいがられてきただろうに、綺き麗れいな桃もも色いろだ」


「……っ」


　爪つめの先で乳ち首くびを弾はじかれて、微かすかな痛みに井口は喉のどの奥を鳴らした。


「君は相変わらず感じやすいなあ」


　検分するようになめ回す視線がおぞましい。


（そういえば、前のときもそうだった）


　こちらの快楽を引き出すためでなく、自分の好こう奇き心しんと欲求を満たすためだけにベタベタ触さわってくる手の感触や、なめ回すような下げ卑びた視線に辟へき易えきさせられた。


　一刻も早くそれらから解放されたくて、井口は男を喜ばせる痴ち態たいや身体で覚えた技能を大おお盤ばん振ぶる舞まいしてやったのだ。


　その甲斐かいあって、あのときは早めに解放されてほっとしたのだが、少しばかり喜ばせすぎてしまったらしい。


　印象深く記き憶おくに残ってしまったからこそ、今またこうして身体を撫で回される羽目になっているのだから。


「後ろの締まりは、どうだね」


　抱だき込むようにして、後ろに手を回してくる。


「……あ」


　無意識に、その腕うでを押しのけようとしかける自分の手を、井口は理性を総動員して止めた。


　そのとき、ドアベルが鳴った。


「わたしが……」


　グイッと不快な腕を押しのけて、立ち上がる。


「いやいや、その格好ではな。──わしが出てやろう」


　坂口が、ドアへと続く通路に消えて行く。


　一時とはいえ、解放されて安あん堵どのあまりため息が出た。


（……我が慢まん、できるだろうか）


　強い酒でも飲んで、少し酔よったほうが良いかもしれない。


　ホームバーに行って、酒の瓶びんに視線を巡めぐらせていると、


「……おいおい、君。それはちょっと……」


　坂口の焦あせった声が聞こえてきた。


「失礼」


　次いで、聞こえたのは妹尾の声で。


（……どうして？）


　見合いがはじまったばかりの時間帯のはずだ。


　いるはずのない人が、いるはずのない場所にいる。


　あまりに不可解すぎて、井口は今の自分の状じよう況きようも忘れ、キョトンとその場に立ちすくんだ。


「やっぱりいたか」


　部屋に現れた妹尾は、井口の姿を見て、不快そうに顔をしかめた。


「この、馬鹿が！」


　妹尾がつかつかと歩み寄ってくる。


（──あ）


　次の瞬しゆん間かん、バシッと頰ほおに衝しよう撃げきを感じ、井口はホームバーの棚たなに叩たたきつけられていた。


　棚から落ちた酒の瓶が、鈍にぶい音を立てて厚い絨じゆう毯たんの上に転がる。


「うちの者が失礼いたしました。本日はこれで引き取らせていただきますので……」


「あ、いや、待ちなさい」


　止めようとする坂口を無視した妹尾は、井口の腕をつかんでむりやり立たせた。


「早く着き替がえろ」


「は……い」


　なにが起きたのだろう？


　頰に受けた衝撃で、井口の思考は完全にフリーズしていた。


　それでも、命令する声の強さに反応して、言われるままに急いでスーツに着替えていた。








　慌あわただしく着替えて戻もどると、妹尾から、ハンガーにかけていたコート類とバッグを無言で手て渡わたされた。


　腕をつかまれて歩かされ、車の後部座席に放ほうり込まれる。


「やってくれ」


「はい」


　聞き慣れた運転手の声に、やっと井口は正気に返った。


「社長、あの……今日の、予定のほうは？」


　どうして今ここに妹尾がいるのかはわからないものの、一瞬、自分を優先してくれたのではないかという期待が胸をよぎった。


「これからだ。今は香月が間を保たせてくれている」


　が、あっさりうち砕くだかれる。


「そう…ですか」


（やっぱり、受けるつもりか……）


「……お手間をかけさせてしまって、すみません」


「まったくな。間ま違ちがってもらっては困る。俺の会社のマニュアルに、あんな取引方法はないはずだ。──俺は、あんな馬鹿な真似まねをする人間を第一秘書にした覚えはない」


「す…みません」


　厳しい声に心臓が縮んだ。


（本気で怒おこってる）


　いつもの余よ裕ゆうを感じさせる雰ふん囲い気きとは違い、妹尾はあからさまな怒ど気きを放っていた。


　今までは怒ったとしても、少し表情を変える程度だった。


　声を荒あらげ、叩くなど、普ふ段だんの妹尾からは考えられない行動だ。


（もう、駄だ目めだ）


　目を合わせようともしてくれない妹尾の厳しい横顔を見て、井口は絶望的な気分になった。


　自分がとんでもない失敗をしたことを、やっと自覚したのだ。


　今の自分は、昔のような、一幹部の若じやく輩はい者ものの秘書ではない。


　秘書課のトップであり、社長の一番の側近でもある自分が、密ひそかに他社の人間と通じるなんてあってはならないこと。


　だから妹尾は止めに来たのだ。


　妹尾の立場から見れば、今の自分は裏切り者。


　裏で情報を流していると疑われても、言い逃のがれのしようがない。


　そしてなにより、こんなことが業界に知られれば、社長である妹尾が失しつ笑しようされることになる。


　自分の秘書を管理することすらできないのかと、今まで順調だった評価を下げることにもなりかねない。


（頼たよりにしてるって言ってくれたのに……）


　なんて馬ば鹿かなことをしたんだろう。


　ここまで築き上げてきた妹尾との信しん頼らい関係を、自分の手で壊こわしてしまうなんて……。


『それがわからないような人間なら、むしろ自分からいなくなってくれたほうがありがたいぐらいだ』


　香月の引き抜ぬきの話をしたときの、妹尾の言葉が脳のう裏りをよぎる。


（自分から……）


　車が停とまった瞬間、井口は、衝しよう動どう的に車から飛び出した。


「おい、井口！」


　井口は、呼び止める妹尾の声に引かれながらも、ただひたすらに自分がやってしまった取り返しのつかない失敗から逃れようとしていた。




６







　車を降りた後、井口は細い路地に身をすべらせ、奥へ奥へと走った。


　息が切れ始めた頃ころに振ふり返り、後ろを見たが、追いかけてくる人はいなかった。


（スケジュールが押してるから……。──これから、どうしよう）


　毛布にくるまって、なにも考えずに眠ねむりたい。


　家に帰ろうと思い動かした足は、すぐに止まった。


（会社から電話がかかってくるかもしれない）


　明日から、もう会社に来なくて良いと言われたら……。


　そう思うと、怖こわくて身体からだがすくむ。


　だったら近くのシティホテルにでも泊とまろうかと、頭上に視線を巡らせ、見つけた小さなネオンに向かって歩き出す。


　だが、やはり足が止まった。


（シティホテルじゃ、駄目だ）


　無数にあるシティホテルでは、捜さがそうと思ったときに時間がかかりすぎる。


（なんて未練がましい）


　あんな馬鹿なことをしでかして本気で怒おこらせておきながら、妹尾が許してくれることをどこかで期待している。


　許して、捜してくれて、迎むかえに来てはくれないかと、心のどこかで願っている。


（無駄だってわかってるのに……）


　今までだってそうだ。


　どんなに願っても、誰だれも迎えには来てくれなかったのに……。


（でも……もう少しだけ……）


　どうしても、未練が捨てきれない。


　あまりにもみっともなくて、自分が嫌いやになる。


　それでも、立ち止まったまま必死で考えた。


　妹尾が自分を捜そうという意思があったときに、すんなり捜し出して貰もらえる場所を……。











　屋や敷しきの玄げん関かんの呼び鈴りんが鳴って、加瀬は玄関に向かった。


　通常の客は門のロックを解除できないから、門のインターフォンを使う。


　玄関の呼び鈴を鳴らすのは、門の静脈承しよう認にんシステムに登録されている親しい人に限られた。


「孝敏かな？」


　加瀬は、玄関に向かうと扉とびらを開けた。


「い、井口くん！」


「こんばんは」


　扉の前に立っているのは、顔の下半分にマフラーをグルグル巻きにした井口だった。


「きょ、今日はどうしたの？　仕事なら、今、急ピッチで進めてるところだけど」


（あ、ビビってる）


「仕事には関係ありませんよ」


　自分よりずっとでかい男が、自分に怯おびえているというのは結構面おも白しろいかもしれない。


　井口は思った。


「部屋、余ってますよね？」


「え？　あ、うん。ほとんど使ってないけど……」


「一部屋貸してください。三日だけ。三日経たったら出て行きますから」


　良いですか？　と、ちょっと強い調子で聞くと、加瀬はうんうんと頷うなずいた。


「良いけど、孝敏はこのこと知ってる？」


「社長には関係ありません。絶対に連れん絡らくしたりしないでください。──もし、連絡したら……」


「わかった！　内ない緒しよにするから」


　加瀬は両の手の平を上げて降参ポーズを取った。


「ありがとうございます」


　部屋だけ貸していただければそれで充じゆう分ぶん。あとは放ほうっておいてくれてかまいませんからと言い置いて、立ちすくむ加瀬の脇わきをすり抜け、勝手に屋敷の中に足を踏ふみ入れる。


　その際、加瀬の肩かたのあたりから、怪訝けげんそうにこっちを見ていた佳希と目があった。


　薄うす茶ちやの髪かみと瞳ひとみの、シャープな印象の整った顔立ちの少年。


　実じつ年ねん齢れいよりも大人びて見える顔が、怪訝そうに井口を見つめている。


（こいつ、少し背が伸のびたか）


　最初に会ったときから井口よりも少しばかり背が高かったが、ちょっとだけ目線の位置が変わったような気がする。


　加瀬の手前もあってなにも言わずにいるようだが、佳希は突とつ然ぜん現れた井口をあからさまに警けい戒かいしているようだった。


（嫌なガキだ）


　むかついた井口は、すれ違ちがいざまフンと鼻をならしてやった。








　井口は、勝手にずいずいと奥に入って、一階の客室のドアの中に消えて行った。


「なんだ、あれ」


「なんだろうね」


　佳希があきれると、加瀬は、ははっと困ったように笑う。


「井口くん、食事とかどうするんだろう」


「ほっといて良いって言ってるんだから、加瀬さんは気にしなくても良いんじゃないか？　それより、アイスノンか氷ひよう囊のうか、差し入れたほうが良いかも」


「どうして？」


「あれ、加瀬さんは気づかなかった？　マフラーで隠かくしてたけど、井口さんの左の頰ほお、赤く腫はれてた」


　耳のあたりまで赤くなっていたから、かなりひどくやられたんだろう。


「ぶつけたのかな」


「いや、あれは殴なぐられてるな」


「……え、大変じゃないか！」


　加瀬は慌あわててキッチンへ走って行き、戻もどってきたときには手にアイスノンを持っていた。


「あの、佳希くん、……頼たのんで良い？」


「そんなに苦手？」


　佳希は、ちょっと気まずそうに笑う加瀬の手からアイスノンを受け取る。


「まあ、ちょっとだけね」


「仕方ないな」


　俺も苦手なんだけど、と心の中で呟つぶやきつつ、井口が消えた部屋のドアをノックしてノブに手をかけた。


　返事はなく、鍵かぎはかかってなかったから、そのままドアを開けてひとりで中に入る。


　畳たたみに換かん算さんすると十二畳じようほどの客間には、応接セットとベッドが二つ、クローゼットなど、過不足無く必要なものが備えられている。


　だが井口の姿は見えない。


「これ、アイスノン」


　こんもりと、毛布が盛り上がっているほうのベッドの枕まくら元もとにアイスノンを置いた。


　返事がないので、そのまま部屋を出ようとすると、


「クローゼットの下の引出しにパジャマとか入ってるから、良かったらどうぞ」


　と、廊ろう下かにいた加瀬が、ドアの隙すき間まから顔だけ覗のぞかせて声をかけてくる。


　が、やっぱり返事はない。


「井口くんのこと、放っておいて本当に大だい丈じよう夫ぶかな？」


　佳希が廊下に戻ってドアを閉めると、加瀬が心配そうな顔で相談してきた。


「本人が良いって言ってるんだから、良いんだろ。──もう、行こう」


（この、お人ひと好よしめ）


　佳希は、恋こい人びとのあまりのお人好しぶりに苦く笑しようしながら、加瀬の背中を押してキッチンに戻った。








　ドアの向こうから人の気配が消えた後、井口は毛布から手だけ出してアイスノンを取り、頰にあてた。


（……熱い）


　冷やしたら、頰の熱さが余計に意識された。


　身体からだは冷え切っているのに、妹尾に叩たたかれた頰だけがひどく熱い。


（また、馬ば鹿かなことをしてるだろうか？）


　親友である加瀬を、妹尾はとても大切にしている。


　加瀬に迷めい惑わくをかけたと知ったら、逆に怒いかりを増すことにもなりかねない。


（でも、捜さがして欲しいから……）


　待つのは三日だけ。


　それ以上は待っても無む駄だだろうから、諦あきらめて出て行くつもりだった。


　そして自分の部屋に帰って、荷造りして、また海外にでも逃にげれば良い。


（今度はイギリスかな。……アフリカを訪ねるのも良いかもしれない）


　遊びにおいでと両親からはずっと言われ続けていたが、どうしても行く気になれずに、今まではあれこれと理由をつけて一度も訪ねたことがなかった。


　今となってみると、たぶん意地を張っていたのだ。


　自分が日本に残ると言っても、両親は思いとどまることなくアフリカに行ってしまった。


　父親にとっても、母親にとっても、自分は一番の存在ではない。


　わかっていたことだったけど、それを思い知らされてひどく寂さびしかった。


　だから、自分から会いに行かなかったのは、寂しい思いをさせてくれた両親への、無意識の意い趣しゆ返がえし。


　相楽と別れたときにも、似たような寂しさを味わった。


　逃とう亡ぼう先に選んだニューヨークは、かつて大学時代にふたりで旅した場所。


　井口は、ニューヨークに滞たい在ざいしている間、知っている場所のほうが安心だからと、その当時に使ったコンドミニアムを借りていた。


　たぶん、相楽が捜そうと思ったとき、捜しやすい場所を無意識で選んでしまっていたのだ。


（家を捨てて迎むかえに来てくれたらって、どっかで、そんな甘いことを思ってたんだ）


　だが、相楽は来なかった。


　相楽もまた、自分より、家を選んだ。


　もしかしたらニューヨークで勉強することにしたのも、その現実を直視しないよう、無む為いな日々の気を紛まぎらわすための無意識の逃とう避ひ行動だったのかもしれない。


（勉強して役には立ったけど……でも……）


　それも、もう終わった。


　男としての妹尾には本気になって貰もらえなくても、社長としての妹尾の秘書として一番にして貰えていたのに、自分からそれを壊こわしてしまうなんて……。


（どうして、俺はいつもこんな風なんだろう）


　ひとりになりたくなんかなかった。


　側そばにいて欲しかった。


　自分を選んで欲しかったのに……。


（そうか、あれは八つ当たりか……）


　佳希を気にくわないと感じたのも、根っこは同じ。


　自分と同じように身体を使うことで、自分の立場を守ろうとしていた子供。


　それなのに、佳希は幸せになった。


　一番大切だと求められて……。


　加瀬への怒いかりも同じようなもの。


　佳希の状じよう況きようにむかつく反面、どこか羨うらやましくもあった。


　だから、行方ゆくえをくらました佳希を自分から捜そうとしない加瀬の姿に腹が立ったのだ。


　自分が佳希の立場だったら、きっと、なりふりかまわず捜して欲しいと思うだろうから……。


（……やっと、わかったのに）


　宿題の答えを見つけたのに、答えを聞いてくれる人がいない。


　聞いてくれと、自分からすがりついていく勇気もない。


（社長も、間ま違ちがえることがあるんだ）


　井口に向かって、鈍にぶいのか執しゆう念ねん深いのかと妹尾は聞いたが、そうじゃない。


　単に臆おく病びようなだけだ。


　臆病で、怖こわかったから、自分からは動けなかった。


　すがりついた腕うでをふりほどかれるのが怖かった。


　側にいて、ひとりにしないでくれと言って、拒きよ絶ぜつされたくなかった。


「……つっ」


　不意に頰ほおに痛みを感じて、井口は眉まゆをひそめた。


　ずっと震ふるえが止まらないままの指先で触ふれてみると、濡ぬれた感かん触しよくがする。


　無意識のうちに流れていた涙なみだが、膿うんだように腫はれてきた頰に染みたようだった。


　ベッドの上に起きあがり、涙で濡れた指を眺ながめる。


（……気づけよ）


　泣いていたことにも気づかないなんて、鈍いにもほどがある。


　こんなだから、いつもいつも、大事なものをつかみ損そこねてしまうのに……。


「……っ……ふっ……」


　嗚咽おえつがこみ上げてきて、勝手に身体が揺ゆれた。


「……お…いて…っ…かないで……」


　嗚咽とともに、心の底から溢あふれてくる言葉が口からぼろぼろと零こぼれてくる。


「……むか…に……っ…て……」


　今となっては、望むのはただひとりだけ。


「……さみ…し…………っ…ふ……」


　ベッドに突つっ伏ぷして、誰だれも聞くことのない懇こん願がんの言葉を、ただひたすらに呟き続けた。











　食事会の後、妹尾は井口のマンションを訪おとずれた。


　が、呼び鈴りんを鳴らしても返事がない。


　電気のメーターを見て居留守ではないだろうと判断して、そのまま自宅へ戻もどる。


「こっちにもいないか」


　携けい帯たいの電源は切ってあって連れん絡らくが取れない。


（行くところは限られているはずだが……）


　井口は知り合いが少ない。


　泊とまりに行くような友人がいない以上、残るは行きつけのレストランやカフェぐらいだろう。


　最寄り駅と名前だけは聞いたことのあるそれらの店の電話番号を調べようと思いたったとき、妹尾の携帯が鳴った。


（香月か……）


　表示を見た妹尾は通話ボタンを押す。


『社長、夜分遅おそく失礼します』


「なにかあったか？」


『いえ。実はどうしても気になったものですから、室長の自宅へ訪ねてみたんです。でも留守で……。室長が良く行かれる店にも連絡してみたんですが、やっぱりいないんです』


「それで？」


『室長の体調が心配で……』


　病院に担かつぎ込まれてたらと思うと、気が気じゃないんですと香月が訴うつたえてくる。


（素す早ばやいな）


　お陰かげで、店を捜す手間が省けた。


『社長、どこか心当たりの場所はありませんか？』


「ん？　そうだな……。ちょっと思いつかないな」


　井口も良い大人だし、病院に担ぎ込まれていたら、明日にでも社のほうに連絡が入るだろう。


　とりあえず明日まで様子を見るようにと心配そうな香月に言い渡わたして、通話を切る。


「さて、どこに逃げたか」


　今まで井口が話したプライベートの話を、記き憶おくの中から総ざらいしながら、妹尾はウイスキーを注いだグラスを手にラウンジチェアに座る。


　香月の女の勘かんとは違うが、妹尾もまた、自分の勘を信じている。


　妹尾の勘が特に強く働くのは、誰かと出会ったときの第一印象だった。


　強く勘が働くのは、自分の人生にある程度意味を持つ者と出会ったときだけで、有う象ぞう無む象ぞうの輩やからに関しては、可か不可か程度の勘しか働かない。


　親友であり会社を起こすきっかけを作ってくれた加瀬と出会ったとき、会社を拡大させるきっかけとなる人物と出会ったとき、仕事上で重要な役割を果たすだろう人物に出会ったとき。


　そのすべてにおいて、この勘が強く妹尾に働きかけていた。


　井口と面接の席で出会ったときも、同じように勘が働いたのだ。


『おやおや』と……。


　いったいなにが『おやおや』なのかはわからなかったが、その感覚は決して嫌いやなものではなかった。


　この青年は、今後の自分にとって必要な存在になる。


　その確信があったからこそ、異例の抜ばつ擢てきをして秘書課の責任者として雇やとい入れた。


　あの頃ころは、まさか井口がこういう形で自分に必要な存在になるとは思ってもみなかった。


（あれは、捜さがしてやらないと、どこまでも逃にげるだろうな）


　ちょっとした好こう奇き心しんからはじまった関係だった。


　抱だくには都合の良い身体からだだったし、井口の一風変わった反応を見るのは楽しかった。


　井口の態度から、どうやらこいつは自分に惚ほれているらしいと気づいてからは、どうやって白状させてやろうかと、遊び半分にからかいもした。


　手の中に隠かくしたカードを井口が見せない限り、こちらのカードも明かさない。


　そう、妹尾は一種のゲーム感覚で駆かけ引きを楽しんでいたのだ。


（あれは、完全にワンサイドゲームだった）


　井口が自分の感情を自覚していないと悟さとったとき、妹尾は方針を変えた。


　本人がカードを持っていると気づいていないのでは、ゲームにすらならないからだ。


　ゲームを楽しくするためにも、井口には自分のカードの存在に気づいてもらう必要がある。


　さて、どうやって気づかせようかと考えはじめた矢先、妹尾は坂口の口から井口の過去の話を聞かされたのだ。


（わかっていたつもりだったんだが……）


　男に抱かれるのに慣れた、都合の良い身体。


　そんな身体になるまでに、それなりの遍へん歴れきがあっただろうと承知していた。


　自分は、この手が決して届かない過去の出来事に拘こだわるような、そんな心の狭せまい男ではない。


　坂口の話を聞いた瞬しゆん間かん、そんな己おのれの自信が崩くずれるのを感じていた。


　さすがの井口も、何年も側そばにいたというその男には愛を語ったのだろうか？


　そう考えるたびに、どうしようもなく苛いら立だった。


　もちろん、そんな感情を表に出すほど、愚おろかではない。


　ないが、強ごう引いんに井口を誘さそい、常に自分の目の届く場所に置こうとしていたのは、余よ裕ゆうがなくなっていた証しよう拠こだろう。


　その苛立ちは、相楽との再会を果たした井口の口からすべての話を直接聞き出すまで続いた。


　そして、すべての事情を知った妹尾は、また方針を変えることになる。


（本当に手間のかかる）


　井口は、八年もの長い間、四六時中側にいた相手に対する愛情すら認めることができなかったのだ。


　どれほど側に置いて可愛かわいがってやっても、自発的に自分の感情に気づくようになるとは思えない。


　自分自身の感情にあまりに鈍にぶい井口に、苛立ちを感じて怒いかりをぶつけかけたが、自分の怒りの理由を理解することさえできないだろう相手になにをしても無意味だと、妹尾は寸前で思いとどまった。


　自分ばかりが空回りしている。


　そんな密ひそかな苛立ちを持て余しかけていたとき、調度良いタイミングで見合いを兼かねた食事会の招待話が持ち上がったのだ。


　相楽との別れのきっかけが見合いだった井口には、これはかなりのダメージになる。


　そう確信して、招待を受ける旨むねを井口に伝えた。


　もちろん、その招待には他ほかにもメリットがあったから受けたのだが、井口に対する効果は絶大だった。


　見合いに関する話題が出るたびに、井口は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめ、胃のあたりを押さえる。


　妹尾は、いつ自分の手の中にあるカードに気づいてくれるかと密かに期待しながら、そんな井口を黙だまって見守っていた。


　既すでにヒントは充じゆう分ぶんに与あたえてある。


　逃げ場のないところまで追いつめてやれば、それで大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていたのに……。


（あの、頑がん固こ者もの）


　どこをどう間ま違ちがったのか、坂口なんぞの手に落ちかけるとは……。


　頼たよる相手を間違えるにもほどがある。


　妹尾はグラスを持ち替かえ、井口を叩たたいた右手を眺ながめた。


（……赤く…なってないか？）


　ホテルの部屋に入る前から、叩くつもりだった。


　だが、それは坂口に対するデモンストレーションの一いつ環かんであり、決して本気で叩くつもりはなかった。


　だからこそ、平手で叩いたのだが……。


（力加減を間違ったか……）


　叩いた瞬間、井口は身体ごとふっとんでいた。


　事前に打ち合わせしてはいないから、あれはわざとではないだろう。


（俺もまだまだだな）


　力加減を間違ったのは、乱れたバスローブ姿の井口を見て頭に血が上ったせいだ。


　自制心を維い持じしきれないとは情けない。


（怪け我がをしていなければ良いが）


　気になった妹尾は、もう一度井口が行きそうな場所を記憶の中から捜した。


　思い当たるところはけっきょくひとつしかなかったが、微び妙みような線だ。


　が、電話をかけたらビンゴだった。


『うん、井口くんなら来てるよ。三日だけ部屋を貸してくれって』


　仕事中だったらしい加瀬が、のんびりと電話の向こうで言う。


「で、どうしてる？」


『客室に閉じ籠こもってる。佳希くんの話だと、ベッドの中にすっぽり籠ろう城じようしているみたいだね』


「そうか」


　今回の一件が相当堪こたえているようだ。


『あ、実は、孝敏には連れん絡らくするなって、井口くんにきつ～く言われてるんだけど……』


　不安そうな加瀬の声に、思わず笑えた。


「俺から連絡したんだから平気だろう」


『あ、そうだね。良かった』


「怪我、してなかったか？」


『頰ほおが腫はれてるみたいだね。一応、冷やすものは渡わたしておいたけど……』


「そうか、ありがとう」


　妹尾は、明日迎むかえに行くからそれまで預かっていてくれと、加瀬に頼たのんだ。


　自分が電話したことを井口に伝えないよう厳命してから通話を切る。


（あそこなら安心だな）


　とりあえず安あん堵どした。


　今すぐ迎えに行ってやっても良いが、井口がどう反応するかが予測できず少しばかりためらわれる。


　他のことに関しては先読みが得意だというのに、井口に関してだけはそれがどうしてもうまく行かず、空回りばかりしているからだ。


（もう少し追いつめとくか……）


　ここまでやって空から振ぶりだったら、さすがに凹へこむ。


　一日ぐらい時間を空けて悩なやませてやれば、さすがの井口も落ちるだろう。


「まったく、手間のかかる」


　手間がかかるよう仕向けたのは、妹尾自身。


　その事実を棚たな上あげしたまま、妹尾は明日の井口の反応を予想してひとり楽しんでいた。
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　翌日、妹尾はスケジュール調整をして仕事を手早く片づけ、午後早くに会社を出た。


　社用車ではなく自分の愛車で加瀬の屋や敷しきに行き、勝手にガレージを開けて車庫入れする。


　一応礼れい儀ぎとして玄げん関かんの呼び鈴りんを押してみたのだが、ちょうど加瀬は寝ねている時間らしく反応がなかった。


　勝手知ったる親友の家で、玄関のロックを外して屋敷内に入り、客間のドアをひとつひとつ開けてみる。


　三つ目のドアの先に井口はいた。


　毛布の中で丸くなっているらしく、ベッドの中央が大きく膨ふくらんでいる。


　その姿は、昨夜の加瀬の説明通りで、ベッドの中に籠城しているようだった。


　妹尾は足音を忍しのばせて、部屋の中に入った。


（……いつのだ）


　テーブルの上に、ラップがかかったまま手つかずのスープ皿を見つけ、触ふれてみたら既に冷えていた。


　下手をすると、井口は昨夜からなにも食べていない可能性があった。


「井口？」


　ベッド脇わきに立ち、小さく声をかけてみる。


　だが、毛布の固まりはピクリとも動かない。


（寝てるのか）


　毛布をつまんでそっと持ちあげると、徐じよ々じよに井口の姿が見えてきた。


　昨夜そのまま眠ねむったらしく、ワイシャツにスラックスと、窮きゆう屈くつそうな姿で丸くなって眠っている。


「さすがに、これは」


　井口の左頰は、妹尾の想像より腫れていて、膿うんだように赤黒くなっている。


　しかも、さっきまで泣いていたのか、それとも泣きながら眠ったのか、井口の顔も長いまつげも涙なみだで濡ぬれていた。


（効果ありすぎたか）


　予想以上にダメージを受けているらしい井口の姿に、さすがの妹尾も少しばかり気の毒になった。


　熱はないかと腫れている頰に触れたら、痛かったのか井口はピクッと身体からだを震ふるわせて急に目を開けた。


「……あ」


　妹尾の姿を認めた井口が、びっくりして起きあがる。


　瞬まばたきした拍ひよう子しに、まつげにたまっていた涙がひとつぶ、ポロッと零こぼれた。


「ひどい顔だな」


　妹尾が何気なくそう言った途と端たん、井口は毛布をひったくって頭から被かぶり、また隠かくれてしまった。


「そう思うなら、もう見ないでください」


　起き抜ぬけで声はかすれ、震えている。


「良いいから、見せろ」


　むりやり毛布をはぎ取って、床ゆかに捨てる。


「……ひどい」


　井口は、今にも泣きそうな声でうつむいた。


　妹尾は、そんな井口の首の後ろをつかんで、強ごう引いんに顔を上げさせる。


「や、……いたっ……」


　痛そうにする井口にかまわず、顎あごの骨をグイッと指先で確かめる。


「顎は大丈夫そうだな。耳は？　ちゃんと聞こえてるか？」


「き…こえてます」


「それは良かった」


　首の後ろを離はなすと、井口はほっとしたように息を吐はいた。


　そして、ひどく不安そうな顔で、怯おびえたように妹尾の顔を見上げる。


（なんだ？）


　視線が合うと、ビクッとして再び下を向き、思いついたように慌あわてて寝ね乱みだれていた髪かみを両手で直した。


「……面おも白しろいな」


　まるで臆おく病びような小動物のようだ。


　はじめて見る反応を、妹尾は興味深く観察した。


　と、井口はいきなり後ろ手で、むんずと枕まくらをつかんだ。


（お？）


　怒おこって投げつけてくるのかと一いつ瞬しゆん期待したが、抱かかえ込むようにして、そのまま自分の顔にギュウッと押しつけてしまう。


　ちょっと触れただけで飛び起きたというのに、痛くないのだろうか？


「おい、痛くないのか？」


「痛いです」


　妹尾が聞くと、くぐもった声が聞こえた。


「もう良いです。面白がるだけなら、もう見ないでください。──いったい、なにしに来たんです？　会長に苦情でも言われたんですか？」


「正見からは、なにも言われてないな」


「じゃあ、なんなんです？──か、解かい雇この通達にきたんですか？」


（おい、そっちか？）


　ここまでボロボロになってベソをかいているから、やっと自分が持つカードを自覚してくれたのかと期待したのだが……。


（手ぬるかったか）


　さすがにがっかりだ。


「クビにはしない」


「……うそ」


「本当だ。おまえにいなくなられると困るからな」


「……じゃ、じゃあ、今まで通り、会社に行っても良いんですか？」


　井口は、顔に押しつけていた枕を左側にずらすと、右目だけで不安そうに見上げてくる。


「ああ」


　深く頷うなずくと、井口の顔から完全に枕がはがれた。


（泣くほどクビになりたくなかったのか？）


　枕に顔を押しつけていたせいだろう。


　目の周りだけが涙で濡れている。


（これはこれで）


　整いすぎていて冷たい印象を与あたえがちな顔だが、ここまでくしゃくしゃになると逆に幼く見えて可愛かわいい。


「だが、当分は自宅待機だな」


「か、勝手なことをした罰ばつですか？」


「いや、その顔だ。──そんな汚きたない顔で外回りの同行は無理だろう」


「あ、顔……。──っ」


　自分で腫はれた頰ほおを押さえて、井口は痛そうに眉まゆをひそめた。


「そう、そうですね。この顔じゃ……。──でも社内のことなら処理できますけど」


　顔を上げて、まっすぐに視線を合わせてくる。


（立ち直りが早い）


　さっきまでオドオドしていたのが噓うそのようだと、妹尾はちょっとあきれた。


　だが、コロコロと表情を変える井口を眺ながめるのも、それなりに楽しかった。











　目を覚ました瞬間に妹尾の姿を見つけて、迎むかえに来てくれたのかと井口は思った。


　夢でも見てるんじゃないかと思うぐらいに嬉うれしかったのに、「ひどい顔だな」という冷静そのものの一言で現実に引き戻もどされて……。


（でも、クビじゃない）


　それなら、もう少し妹尾の側そばにいられる。


　あんな馬ば鹿かな失敗をした自分を、妹尾はまだ必要としてくれる。


　井口はそれだけで充じゆう分ぶん嬉うれしかった。


　だが、


「自分の立場を自覚しろ。──その顔で出社して、部下達になんて言い訳するつもりだ」


　妹尾の厳しい言葉に、いったん浮ふ上じようした気持ちがまた沈しずむ。


（階段で転んだ……は、やっぱり無理か）


　目立つ頰の青あざは、どうしても暴力を連想させるものだ。


　昔、相楽に殴なぐられて青あざをつくったこともあったが、他ほかの社員達に好こう奇き心しんに満ちた視線を向けられ、かなり気まずかった記き憶おくがある。


　信しん頼らいしてくれる部下達から、あんな視線を向けられるのはさすがに嫌いやだ。


「では、自宅からネットでは？」


「それなら大だい丈じよう夫ぶだな」


「はい」


（良かった）


　業務内容は限られてしまうが、それでも仕事ができる。


　仕事の面だけでも、ずっと妹尾と繫つながっていられる。


（終わりが見えてるのに……）


　タイムリミットは、妹尾の結けつ婚こん話が正式に発表されるまで。


　話がはっきりしたら、上司の愛人をしていた過去を持つ者を妹尾の側に置いておくわけにいかないと、先方からまた使者が送られてくるだろう。


（坂口常務から、先方に報告されるかも……）


　ちょっと誘さそいをかけたらあっさりのってくるような、そんな安い人間だと言われても否定できない。


　妹尾に止められなければ、間ま違ちがいなく自分は坂口に身体からだを委ゆだねていただろうから……。


　自分で自分の首を絞しめてしまったと萎しおれていたら、クッと顎をつかまれた。


「今度はどうした？」


　見下ろす妹尾の目は、いつもと同じ観察者の目。


　なんでもないと首を振ふっても、いつものように、そうか？　と疑わしげに聞き返されるのがオチ。


　一歩離れた視点から愉ゆ快かいそうに状じよう況きようを眺めている妹尾には、自分の心の中がすべて見通せているのではないだろうか？


　それならば、黙だまっていても意味はない。


　井口は、さっきからずっと気になっていたことを聞いた。


「……あの、昨日の食事会はどうなりましたか？」


「気になるのか？」


「はい」


　その結果次し第だいで色々なことが変わるのだ、気にならないわけがない。


「結果如何いかんで、今後の会社の方向性も変わるでしょうし、わたしも色々と考えなければならないので……」


「おまえも？　なにを考えるって言うんだ？」


　表情をうかがうように見つめてくる妹尾の視線が怖こわい。


　顔を背そむけたかったが、顎あごをつかまれていてはどうにもできず、目線だけを脇わきに逃にがした。


「その、色々と……」


「曖あい昧まいだな。……おまえらしくない」


　妹尾は戸と惑まどう井口を物もの珍めずらしそうに眺め、やがて微かすかに目元を和なごませる。


「聞きたいなら教えてやる。──まず、開始時間が三十分も遅おくれた」


「すみません」


　責められたと感じて、井口は小さく身体を震ふるわせた。


「で、その後、どうなったと思う？」


　妹尾は、井口の顎から手を離はなすと、ちょっと愉快そうに唇くちびるの端はしを上げた。


「うまくいったと思います。あなたなら、三十分程度のロスをフォローするのは簡単でしょうから」


「正解だ。実際にフォローしたのは香月だがな。先方のお嬢じようさんにずいぶん気に入られて、休日にショッピングに行く約束をしていたぐらいだ」


「香月が……。そうですか」


　度胸も人当たりも良い香月ならあり得る話だと、井口は上司として嬉しく思う。


（きっと俺がいなくても大丈夫なんだろうな）


　今の秘書課は井口中心に回っているが、井口が急に抜ぬけたとしても、最初の一、二ヶ月さえなんとか乗り越こえれば、その後は順調に仕事を回していけるようになるだろう。


　命令がなくとも、ある程度は自身の判断で動くことができるようにと部下達を教育してきたのは井口自身だった。


　大丈夫じゃないのは自分だけだと、井口は自じ嘲ちよう気味に思った。


「──では、今度は正式に顔合わせですね。日取りは？」


　事実を聞く覚かく悟ごを決め、恐おそる恐る視線を戻すと、妹尾は愉快そうに笑ったまま肩かたをすくめた。


「なんの？」


「だから、見合いのです」


「なんで俺が見合いなんかしなきゃいけないんだ？」


「え、だって、昨日の食事会がうまくいったって……」


「もちろんうまくいったさ。美味うまい食事をしながら和やかに話して、また機会があったらご一いつ緒しよしましょうと握あく手しゆでお開き」


　完かん璧ぺきだ、と得意げに妹尾が笑う。


「でも、昨日の食事会は──」


「見合いだって？　おまえはたまにとんでもない判断ミスをするよな。冷静になれと言っただろう？　良いか、正式にはなにも言われてないんだぞ。──向こうとしては、本当に俺と話がしてみたかったのがメインで、もし孫まご娘むすめが気に入ったなら応じてやらないこともないってのがおまけ程度の考えだろう。俺みたいに短期間で財を成した者は、短期間でそれを失う危険性が高い。こちらから売り込まなければ、むやみに買ったりはしないさ」


　ワンランク上のクラスの人間から考えを聞けて、なかなか有意義な時間だったと、妹尾はニヤリと笑った。


「……でも、坂口常務は……」


「坂口がどうしたって？」


「……え、あの……」


　言いにくくてうつむいたら、また首の後ろをつかまれて強ごう引いんに顔を上げさせられる。


「ほら、白状しろ」


「せ、先方には見合いを進めるつもりがあって、わたしみたいな過去を持つ人間が社長の側にいるのは、好ましくないと思ってるっておっしゃるから……。だから……」


「まさか、それで、あのジジイと？」


　きつく睨にらんでくる視線が怖くて、井口はまた視線をそらす。


「どうなんだ？」


「……そうです。言うことを聞けば、先方に取りなしてくれると」


「騙だまされたわけだ」


「──はい」


　本当に、馬鹿な真似まねをするところだった。


「止めてくださって、ありがとうございました」


「別に、礼を言われるようなことじゃない」


「でも止めて貰もらえなかったら、あのまま……。そうなっていたら、秘書として社長に顔向けできなくなるところでしたし……」


「秘書としてだけか？」


「は？」


　聞き返すと、妹尾はため息をついて、首から手を離した。


「……わからない奴やつだな」


「なにがです？」


「さて、なにがだろうな」


　妹尾は、面めん倒どうくさそうに呟つぶやいて、ベッドに腰こしを下ろした。


「この際だ。気になることがあるなら、全部吐はけ」


「全部ですか？」


「ああ」


（ぜんぶ……）


　といっても、そんなに沢たく山さんはない。


　あるとしたら、ひとつ。


「結婚は、何歳ぐらいで？」


「……なんだ、それは」


「一応、心の準備をしておこうかと」


「だから、なんの心の準備なんだ？」


「……退職の」


「どうして？」


「そのほうが良いからです」


（だって、無理だ）


　今回の一件で良くわかった。


　今みたいに、妹尾がフリーで、身体からだだけでも側にいられるならそれで充じゆう分ぶん。


　でも、妹尾が人生のパートナーを見つけたら、もう側にはいられない。


　妹尾の一番にはなれない自分が悲しくて、寂さびしくて、きっと壊こわれてしまうから……。


　壊れてしまった心では、きっと秘書としても役に立たなくなる。


　醜しゆう態たいを晒さらして迷めい惑わくをかける前に、自分から消えたほうが良い。


「さっきから会話の焦しよう点てんがずれまくりだ。まったく……」


　妹尾は不満そうに呟いた。


「良いか、結けつ婚こんするつもりはないから、心の準備なんかしなくて良い」


「え、でも……」


「なんだ？」


「会社にとって、メリットが非常に大きい縁えん談だんだったら受けるでしょう？」


「受けない。──俺は、自分が楽しむために会社を造ったんだ。会社を維い持じするために生きてるんじゃない。会社のために自分の人生をくれてやるつもりはないぞ」


「断りきれない話だったとしたら？」


　今回の件だって、先方にその気があったら、きっと断りきれなかった。


「そのときは、会社を売ばい却きやくして、身軽になれば良いだけだ」


「……冗じよう談だんでしょう？」


　一代でここまで大きくした会社を、そんなに簡単に手放せるものか。


　冗談にしても良く言えると、井口は心底驚おどろいた。


「本気だ。──ここまで大きくなったんだ。俺が舵かじ取とりをしなくても三年は保もつだろう。その後のことは関知しないがな」


　売却した資金で別の会社をはじめるのも楽しそうだと、妹尾はまんざら冗談とは思えない口調で言う。


（すごい）


　誰だれかに必要とされたい、選んで欲しいと、求めるばかりの自分とはまったく違ちがう思考法。


　傲ごう慢まんなほどに、望むものだけを手に入れていける気力と実力とを持ち合わせた男。


　あまりにもスケールが違うと、井口は衝しよう撃げきを受けていた。


　こんな男に愛されて、心から必要とされたら、どんなに幸せだろう。


（欲しい。……この人が……）


　だが、井口にはそれを言葉にするだけの勇気はない。


「あの……もしそんなことになったら、わたしもご一緒して良いですか？」


　言えるのは、これで精せい一いつ杯ぱい。


「当然だろう。おまえは役に立つからな」


「ありがとうございます」


　たかが口約束。


　それでも、今は充分に嬉うれしかった。








（久しぶりだな）


　目の前でぎこちなく微笑ほほえむ井口を見て、こんな顔を見るのは何年ぶりだろうと妹尾は思い返していた。


　鮮あざやかな営業スマイルとはまったく違う、プライベートでしか見せない、はにかんだような、幼さの残る微笑み。


　入社した当初は、たまにこの笑顔を見せてくれていたものだが、肉体関係を持つようになってからはまったく見られなくなっていた。


　妹尾との関係を打算的なものだと思い込んでいたせいで、素す直なおな感情を表に出すことができなくなっていたのだろう。


「……勿もつ体たいなかったな」


「なにがですか？」


「頰ほおが腫はれていなければ、もっと綺き麗れいだろうに」


　腫れている頰を手の平で覆おおって隠かくして見る。


　痛かったのか、井口は妹尾の手にピクッと震ふるえた。


「叩たたいたのは社長ですよ」


「悪いのはおまえだろう？」


「……そうでした」


　せっかく浮うかんだ、井口の笑みが消えていく。


（しょうがないか……）


　先に折れるのは抵てい抗こうがあるが、惜おしいと思う気持ちが、それよりも優先した。


「あれが他ほかの人間だったら、あの場でクビにしてるところだぞ」


「わたしは……特別、ですか？」


「まあな。──おまえは見てて飽あきないからな」


「……玩具おもちや扱あつかいですね」


　少しだけほころびかけていた口元が引き結ばれ、片かた眉まゆがきゅっと寄せられる。


　ちょっと悲しそうに見上げられて、妹尾はあきれた。


（気づいていても、これか……）


　見合い話で口ごもり、結婚するなら退職すると言い切る以上、井口は間違いなく自分の中にある妹尾への想おもいに気づいている。


　それでいてなお、秘書としての自分の立場を守ることにしか気を回そうとしない。


　これほど近くに置いて可愛かわいがり、特別扱いしてやっているというのに……。


（てっきり、増長すると思ったんだがな）


　それどころか、生意気な部分がごそっと消えて、すっかりしおらしくなってしまった。


　どうも自分は、井口灯夜という人間を根本的に読み間違えていたらしい。


　最初に感じた、あの『おやおや』という感覚。


　あれは、頑がん固こで手間のかかる井口に振ふり回され、『おやおや』と苦笑いすることになる予感だったのだろうと思っていたのだが、どうやら違う。


「玩具じゃ嫌いやか？」


　聞くと、井口は少し考えてから口を開いた。


「……かまいません。側にいられるなら」


（まったく、参ったな）


　自分の気持ちに気づいた癖くせに、井口には告白する気すらないらしい。


　ここで妹尾が手を緩ゆるめれば、たぶん今までと大差ない日々が続くことになる。


　それでも、きっと井口は、さっきと同じあの微笑みを妹尾に向けてくれるだろう。


（ゲームにもなりゃしない）


　鈍にぶいうえに、臆おく病びよう者もの。


　井口は、元からゲームにはまったく向かない性格だったのだ。


　最初から負けを認められては、こちらとしてはもう手の打ちようがない。


（つまりは、こういうことか）


　本心を隠した井口が、自分の殻からの中に逃にげ込もうとするのを、自分が『おやおや』と仕方なく手を差し伸べ、引っ張り出してやらなければならない。


「だったら、これからもずっと側そばにいろ。──玩具は玩具でも、会社と引き替かえにしても良いぐらいなんだからな」


　あれはそういう予感だったんだと納なつ得とくしつつ、妹尾は優やさしく言った。








「──で、感想は？」


　聞かれて、井口は意味もなく視線を泳がせた。


「え？　会社とって……」


　聞き間違いでなければ、会社より自分を優先してくれると妹尾は言ったのだ。


　予想もしていなかった言葉だけに、感情が追いついてこなくて呆ぼう然ぜんとするばかり。


「あ……でも……」


「でも、なんだ？」


「じゃあ、会長とは？」


「どうして正見と比べなきゃならないんだ」


　妹尾はあきれた顔をした。


「だって社長、会長のこと大事にしてるじゃないですか」


　孤こ児じであり、身内のいない妹尾にとって、加瀬は身内と呼べる唯ゆい一いつの存在だ。


　きっと、一番に大事に思っているに違いないだろう。


「当然だ。親友だからな。だが、それとこれとは違うだろう。──あいつは俺のものじゃないからな」


　意味がわからず、井口は首を傾かしげた。


「あいつは親兄弟と似たようなものだと言ってるんだ。おまえは親兄弟と一生一いつ緒しよに過ごしたいと思うのか？」


「……思いません」


　両親のことは愛しているが、彼らの人生は彼らのもの。


　自分のそれとは重なることはないと、もう知っている。


「俺も同じだ。正見は確かに大事だし仕事上の相棒でもあるが、この先、互たがいの道が分かれても仕方ないと割り切れる。──でも、おまえはそうじゃない」


（会社だけじゃなく、会長よりも……）


　それは、なによりも自分を優先してくれるということだろうか？


「あ……」


　はっきり聞きたいのに勇気がでない。


　井口が口ごもっていると、妹尾は苦く笑しようした。


「良い加減、遠回りは止やめないか？──俺の出した宿題の答えは、もうわかったんだろう？」


　灯夜、と呼びかけられて、井口は深く頷うなずく。


「はい。全部。──じゃあ……」


　どくん、と心臓が大きく波打つ。


　期待が、冷え切ってしまった身体からだの芯しんに新しい温ぬくもりを与あたえた。


「わたしは、社長のものですか？」


「ん？　社長？」


「あ、いえ……」


　眉をひそめられ、慌あわてて言い直す。


「孝敏さんのものですか？」


「そうだ」


（……ああ）


　あまりに嬉うれしくて、胸が苦しい。


　このあまりにも強すぎる喜びの感情をどう表現して良いかわからず、井口が戸と惑まどっていると、


「──だから、二度とあんな馬ば鹿かな手に騙だまされるな」


　頼たよるなら俺に直接頼れ、と不ふ機き嫌げんそうな妹尾に眉をひそめられたまま睨にらまれる。


「あ……。はい。すみません」


　怒おこられたと感じた井口は、一転して小さくなった。


「よし」


　井口が謝ると、妹尾は満足げに頷き、キスをしてくれた。








　強く抱だきしめられると、自分より高い妹尾の熱がゆっくりと身体中に染しみ渡わたってくる。


　冷えて凝こごっていた身体の芯が、妹尾から伝わる熱で溶とけていくようだ。


（……嬉しい）


　喜びに鼓こ動どうが速くなり、強く押し出される血流が身体の隅すみ々ずみまで満ちて、冷えて固まっていた指先を温かく解ほぐしていく。


「……ん……っ……」


　深くキスすると、腫はれた頰ほおがひきつって痛んだが、そんなのは気にもならない。


　欲しがってくれるのなら、いくらでも与える。


　与えられるものが自分にあることが、井口は嬉しかった。


「ん……。……ま…って…ください」


　キスしたまま、ベッドに倒たおれ込もうとする妹尾を、井口は止めた。


「わたしに……」


　移動して妹尾の前に屈かがみ、立ち上がりかけていた妹尾のものを取り出した。


「頰が痛むんじゃないか？」


「平気です」


　舌で先の形をゆっくりなぞってから口に含ふくみ、唇くちびると指で軽く扱しごく。


「……ん……っ……」


　大きくなっていくものの感かん触しよくを口の中でリアルに感じるだけで、自分の身体が喜んで反応してくるのがわかる。


（こんな風に感じるの、はじめて）


　今までの井口にとって、男のものをくわえる理由は二つ。


　口でいかせることで少しでも回数を減らしたかったのと、男のものを濡ぬらすことで自分の身体への負担を軽くするため。


　自分からしてあげたいと思ってくわえたことなどなかったし、この行こう為いそのものに喜びを感じたことなどなかった。


　でも、今は違ちがう。


　刻々と硬かたさを増していくものが、妹尾が感じているのだと教えてくれる。


　喜ばせることができている。


　それがなにより嬉しい。


「……っ……ふ……」


「もう、いい」


　夢中になって舌を使っていたら、妹尾が乱暴に肩かたを押し返した。


「良く、ないですか？」


　気に入らなかったのだろうかと不安になって見上げたら、妹尾は肩をすくめた。


「そうじゃない。──良すぎるから困るんだ」


「え？　あ……」


　グイッと身体を入れ替かえられ、ベッドに横たえられる。


「途と中ちゆうまでなら楽しいが、口でいかされるのは嫌きらいだ。──こっちのほうが楽しい」


　シャツのボタンを外しながら、妹尾が覆おおい被かぶさってきた。


（ああ、そうか）


　妹尾の性格上、主導権を握にぎられるのは嫌いだろう。


　どうりでいつもやり返されていたわけだ。


　どうして今まで言ってくれなかったのかと思ったが、それよりも、どうして今それを言う気になったかという理由のほうが気にかかる。


（自分のものになったから？）


　だから、自分の好みを覚えさせようとしているのだろうか？


「覚えておきます」


　だったら嬉しいと思いながら、井口は愛いとおしい重みを抱き留とめた。








　やがて、硬いものが押しあてられ、ぐっと奥深くまで入ってくる。


「……あ……も……いい……」


　押し入ってくるその確かな質感を感じるだけで、このままとろけてしまいそうになる。


　井口は、妹尾の首にしがみつき、たまらずに熱い息を吐はいた。


　無意識のうちに口に馴な染じんだ喘あえぎ声を呟つぶやいたことはあったけど、こんな風に熱い息に乗せて言葉を漏もらしたことなんてなかった。


「……うれし……ふ……」


　今までずっと、自分を抱く男の体温を熱いと感じていた。


　だが、不思議なことに今は逆で、自分の身体のほうが熱い。


　妹尾に触ふれられたところから、身体がとろけて蒸発してしまいそうだ。


　心から望んで、好きな人に抱かれる。


　それが、こんなにも自分の身体を変えてしまうなんて思ってもみなかった。


　この心と身体が、妹尾のすべてを狂くるおしいほどに欲しがっている。


（……気づいてる？）


　妹尾は、自分の身体がいつもとは違うことに気づいてくれているだろうか？


　なんだか、それがとても気にかかる。


「もっと……もっと頂ちよう戴だい……」


　気づいて欲しくて、夢中になって肩にすがり、身体の中の妹尾を締しめつける。


「……っ……」


　その途と端たん、微かすかに妹尾の喉のどの奥でくぐもった音が聞こえ、激しく突つき上げられた。


「あ！　あん……そこ、ああ……駄だ目め、そんなされたら、すぐ……いっちゃ……」


　揺ゆさぶられるリズムに合わせて、勝手に喘ぎ声が唇から零こぼれる。


　と、井口の耳元をくすぐっていた妹尾の指が、腫れている左の頰をギュウッと強く押した。


「いたっ！」


　あまりの痛みに、井口は悲鳴を上げた。


　顔の動きに引きつれて痛む程度なら我が慢まんできるが、ここまで思いっきり押されてはさすがに我慢できるものじゃない。


「や……も、ひど……っ……」


　わざととしか思えないこの行為に、井口は揺さぶり上げられながらも、妹尾を涙なみだ目めで見上げた。


「ん？　痛かったか？　指がすべった」


　妹尾はというと、ちっとも悪びれていない感じで愉ゆ快かいそうに唇の端はしを上げていた。


　急な痛みで一いつ瞬しゆんだけ熱が退ひいたが、二度三度と突き上げられるとすぐに戻もどってくる。


「あ……。あん……も……。──ん……んん」


　体位を変え、抱き合う形で膝ひざの上に抱かかえ上げられ、ゆっくり降ろされる。


「もっと、もっと深くにきて……あ……あん……とどいて……。つっ！」


　いい、と喘ぎかけた途端、またしても、ぎゅっと左頰を押された。


（なんで）


　夢中になりかけていた井口は、その痛みでまたしても我に返った。


（絶対、わざとだ）


　どうしてと妹尾を見上げると、やっぱり愉快そうな笑みを浮うかべてこちらを見ていて……。


（……あれ？）


　井口は、奇き妙みような違い和わ感を覚えて、妹尾をもう一度よく見つめ返した。


（笑って……ない？）


　唇の端はいつものように愉快そうに上がっているが、目元は笑ってない。


　片目だけが微かに細められ、笑うというより、むしろ……。


（……まさか、苛いら立だってる）


　いったいなにに？　と思考を巡めぐらせる。


　答えは案外簡単に見つかった。


（もう、なんで、こんな回りくどいことを）


　思い返してみると、似たようなことは前にもあった。


　夢中になって無意識のうちに演技過か剰じようになると妹尾に口をふさがれたり、声を出せない状じよう況きように追いやられたり……。


　自分でもこの癖くせはどうかと思っていただけに、妹尾の無言の抗こう議ぎに、井口はたまらなく恥はずかしくなった。


「……も、ひど……」


　あまりの恥ずかしさから、妹尾の肩にじっと顔を埋うずめた井口に、動きを止めた妹尾が猫ねこなで声で話しかけてくる。


「ん？　どうした？」


　長年の習慣で身体からだに染しみついたこの癖が、一朝一いつ夕せきでどうにかなるとは思えないが、妹尾が嫌いやなら自分で口をふさぐ努力ぐらいするのに……。


「嫌だったら、そう言ってくれれば良いのに……」


「なんだ。自分で気づいたか」


　井口が羞しゆう恥ち心しんから震ふるえる声で言うと、妹尾は意外そうに言った。


「おまえのことだから、てっきり気づかないと思った」


「そこまで鈍にぶくありません！」


　いくらなんでもあんまりだ。


「そうか？　逆に癖づけしてやろうと思ってたんだが……」


　演技過剰になるたびに口を封ふうじていれば、いずれ自然に静かになるとでも思っていたらしい。


「しつけのつもりですか？　もう、犬猫じゃないんだから、まずは口で言ってください」


　情けなくなった井口が顔を上げて訴うつたえると、


「そうだったな。悪い」


　妹尾は苦く笑った。


「正直、あまり言いたくなかったんだが……」


「どうしてです？」


「みっともないからな」


　意味がわからず、井口は首を傾かしげて妹尾の顔を覗のぞき込む。


「……わからないなら、別に良い」


　妹尾は苦く微笑ほほえんだまま、井口の額にかかった前まえ髪がみを指先で払はらうと、会話を終わらせるように口づけてくる。


（ああ、なんだ）


　じいっと妹尾を見つめていた井口は、遅おくればせながら妹尾の言葉の意味がわかったような気がした。


（もしかしたら、妬やいてくれているのかも……）


　この癖に、違う男の影かげを感じるのが嫌なのかもしれない。


（それなら、うれしい）


　はじめて口をふさがれたのはいつだっただろう？


　あの頃ころから、自分のものにしたいと思ってくれていたんだろうか？


「灯夜？　おまえ……」


　自然に零れた井口の笑みに気づいた妹尾が、不思議そうに井口の顔を見つめてくる。


　やがて、妹尾のその顔に、今まで見たことのない笑みがゆっくりと浮かんできた。


　はじめて見る、照れたような妹尾の笑顔を、井口は可愛かわいいと思った。








　井口から、はにかんだように嬉うれしそうに微笑みかけられて、妹尾は意表をつかれた。


（……ばれたか）


　正直、昔の男に妬いていることに気づかれたくはなかった。


　妹尾は、井口が自分のことを偶ぐう像ぞう視ししているらしいことに気づいていた。


　だから、昔の男に妬くようでは、案外狭きよう量りようなんだとあきれられるのではと思っていたのだが。


「──本当に、わからない奴やつだな」


　予想に反して、井口は微笑んでいる。


　どうして、そんなにも嬉しそうに微笑むのか聞いてみたい気がしたが、それでは野や暮ぼかと思いとどまった。


（……それよりも）


　魅み力りよく的な笑みに誘さそわれて、おとなしくなりかけていたものが勢いを取り戻しはじめる。


「…あっ……んん……」


　敏びん感かんにそれを身体で感じ取った井口が、きゅっと首にしがみついてきた。


　軽く揺すり上げると、肩かた口ぐちからくぐもったような声が聞こえてくる。


（ん？　なんだ？）


　見ると、井口はきゅっと唇くちびるを引き結んだままで、妹尾の肩に顔を押しつけている。


　どうやら、妹尾の願いを叶かなえるべく、無意識に零れる過剰な喘あえぎ声を抑おさえ込む努力をするつもりらしい。


（痛くないのか？）


　顔を押しつけることによって、腫はれた頰ほおだって痛むだろう。


「……ふ……っ……ん……」


　だが、何度か揺すり上げてみても、井口は音を上げなかった。


（これは、なかなか）


　身に染みついた癖が、そう簡単に直せるわけはない。


　行こう為いに夢中になって、理性を飛ばしてしまう井口のようなタイプは特に……。


（面おも白しろいな）


　さて、どこまで声を我が慢まんできるだろう？


　悪あく趣しゆ味みな楽しみを新しく見つけた妹尾は、嬉き々きとしてより深く従順な身体にのめり込んでいった。




８







「社長、噓うそについてどう思われますか？」


　チェック済みの郵便物を持ってきた香月がぼそっと言った。


「なんなんだ？」


　井口が自宅療りよう養ように入ってから一週間、妹尾のサポートは香月をメインとした複数の部下達で行われていた。


　部下達の仕事の割り振ふりなどは、ネットを通じて井口があれこれとサポートしているようで、彼らの仕事自体はさほど支障なく進んでいるが、妹尾のほうは少しばかり違ちがった。


　大きなミスはしないものの、不ふ馴なれな部下の行動にどうしても軽いストレスを感じてしまうのだ。


　香月に関して言えば、前々からサポートに入っていただけあって、仕事上の問題はまったくない。


　ないのだが、話術の持って行き方に少々難があった。


「世間では噓は泥どろ棒ぼうのはじまりと言いますよね」


「そうだな」


「わたしが思うに、噓は信しん頼らいの大敵でもあるんです」


　仕事に関する会話では問題がないのだが、少し脱だつ線せんした話をするとき、会話の要点に到とう達たつするまでに延々と無む駄だな会話を繰くり返す癖が、香月にはあるようなのだ。


　無駄話をするなと一いつ喝かつしたいところだが、香月がもったいぶって話し出す内容には聞き流せないものが含ふくまれていることが多い。


（あのときもそうだったからな）


　あの食事会の日、香月が気を配ってくれていなければ、井口を失うことになったかもしれない。


　それを思うと、邪じや険けんにするのは損である。


「……わかったから、さっさと用件を言え」


「実は、室長が行方ゆくえ不明なんです」


「携けい帯たいで連れん絡らくが取れないのか？」


「取れます。でも、現実にはそうなんです。──ゆうべも、その前の夜も、室長のお部屋を訪ねてみたのですが、ずっとお留守なんですよ」


　変ですよね？　と首を傾げる。


「たまたま留守にしてただけじゃないのか？」


「社長、噓は良くないと思います」


　上半身を屈かがめて顔を突つき出し、にっこりと笑う。


（こいつ、井口との関係に気づいていたか……）


　気づいていたからこそ、あの日も絶ぜつ妙みようなタイミングで助言できたのかもしれない。


「……女の勘かんか？」


「はい」


　妙に行動力がある女だから、下手に誤ご魔ま化かしても、自力で探さぐり出しそうだ。


「わかった。──家にいる」


「監かん禁きんしてるんじゃないでしょうね？」


「してない。来週ぐらいには出勤できるようになる」


「そうですか。安心しました」


　香月はわざとらしい笑え顔がおを引っ込めて、すっと姿勢を正した。


「井口のマンションには良く行くのか？」


「はい。仕事を教わりに何度かお邪じや魔ましました。──あの部屋、とんでもないと思いませんか？」


　あの部屋で眠ねむれるなんて凄すごいですよね、と同意を求められた。


「どんな部屋なんだ？」


　中に入ったことのない妹尾が興味を引かれて聞くと、香月は嬉しそうに笑った。


「……あ、社長、入ったことないんですか？」


「ああ」


「あら、意外。──実は、わたしのほうが室長に気に入られてたりして」


「なんだと？」


　香月は、妹尾が反論する前に、素す早ばやく社長室から出て行った。


　自社の社長に対するこの態度。


（あいつ、広報課に飛ばしてやろうか）


　いくらなんでも度胸が良いにもほどがある。


　ちなみに、香月の面接をしたときにも、妹尾は一種のインスピレーションを感じていた。


『不敵』という、若い女性には似つかわしくない言葉を……。








　香月を飛ばしたら、井口はどんな反応を見せるだろう。


　そんなことを考えていたら、井口から携帯に連絡が入った。


　出ると、『井口です。お仕事中にすみません』と以前とまったく変わらぬ口調の声が聞こえる。


（本当に面白い）


　あの日、妹尾は井口を半ば強制的に、加瀬の家から自宅へとお持ち帰りした。


　顔の腫れが退ひくまでの間、自宅に戻もどしてひとりで過ごさせたら、せっかくここまで引っ張り上げたものが、また自分の殻からに閉じこもって元の状態に戻ってしまうような気がしたからだ。


　妹尾のマンションに連れてこられた井口は、最初のうちはどうしたら良いのかわからないといった風に戸と惑まどっていたが、三日も経たつと自分のペースを取り戻した。


　妹尾に対する態度はというと、ベッドの中でこそすっかりしおらしくなって可愛かわいくなったが、日常面では以前より微笑ほほえむようになった以外はあまり変わらない。


　自分が愛される立場にいると理解しているはずなのに、増長して生意気になるわけでもなく、ベタベタと甘えてくるわけでもなく、以前と同じ距きよ離りを保ったまま。


　妹尾的には少々拍ひよう子し抜ぬけだったが、井口の表情をうかがうに、決して遠えん慮りよしているわけではなく幸せそうに見えるので、今のところはそのまま放置している。


「どうした？」


『車を貸していただけないかと思って』


（律りち儀ぎな奴やつ）


「ああ、かまわん」


　なんだそんなことかという言葉を飲み込んで、頷うなずいた。


「どこに行くんだ？」


『自宅に。──必要な資料があるんです。あと着き替がえを少し』


「だったらちょうど良いい。一いつ緒しよに行こう」


　香月が知っていて、自分が知らないことがあるのは気にくわない。


　実に良いタイミングだったなと、妹尾はひとりほくそ笑んだ。


『え？』


「その後で、外で夕食にしよう」


　八時に下に迎むかえに来てくれと告げると、なにか言いたげな井口を無視して一方的に通話を切った。


（どうせ、他人に顔を見られたくないとか思ってるんだろう）


　井口の頰ほおは、目の周りの柔やわらかい部分まで腫はれが及およばなかったせいもあって、思ったより早く痣あざが消えはじめている。


　それでも、元から色が白いせいもあって目立つことは目立つから、ここ一週間は家からほとんど出ない生活をしていた。


（そろそろリハビリをしないとな）


　個室がある店か、照明が薄うす暗ぐらいレストランを選べば問題ないはずだった。








「お疲つかれさまです」


　八時ジャスト、歩道に横づけされた妹尾の愛車の窓が開いて、井口が微笑んだ。


「ああ。──俺が運転する。変わってくれ」


　愛車だけは自分で運転したい妹尾がそう言うと、井口はおもむろに窓を閉め、ツンと前を向いた。


「おい、灯夜」


　仕方なく妹尾が助手席に乗り込むと、文句を言う間もなく車は走り出す。


「孝敏さん、今年は何回キップを切られました？」


「……二回かな」


「わたしはゼロです。立場上、事故のリスクは避さけるべきでは？──早くシートベルトを締しめてください」


「ああ」


　ツンと前を向いたままの井口に、なにを言っても駄だ目めそうだと、妹尾は諦あきらめた。


　はっきり言って、妹尾は少しばかり運転が荒あらい。


　それを自分でも自覚しているから、事故を起こして約束の時間に遅おくれるような真似まねをしないよう、仕事中だけは専属の運転手に任せっきりにしている。


　その分、プレイベートでは自分で運転したいところなのだが、


（これは、まずい）


　妹尾の運転の荒さを知っている井口と一緒では、二度と運転させて貰もらえないかもしれない。


　どう言ったところで、立場上、正論を振ふりかざされたら黙だまらざるを得ないのだから……。


　さて、どうしてくれようと妹尾が悩なやんでいると、


「部下達は迷めい惑わくをかけてませんか？」


　と、厳しい口調を改めた井口が、心配そうに聞いてくる。


「今のところは、なんとかな。──ああ、香月の軽口が、少しばかりうっとうしいかな」


「そうですか？　分をわきまえることは知っていると思うんですが……。出社できるようになったら、一番に注意しておきます」


　だから、それまではどうか大目に見てやってくださいと、井口が庇かばう。


（……かなり気に入ってるな）


　生意気言うから、顔を見る機会の少ない部署に飛ばしたいなどと冗じよう談だんででも言ったら、本気で困った顔をしそうだ。


「ああ、そうだ。──ずいぶん前ですけど、孝敏さんに聞かれて、答えられなかった質問がありましたよね」


「ん？　どんな質問だった？」


「嫌きらいじゃない人間はいないんじゃないかって」


「ああ、そういえばそんなことも聞いたか」


　あれは確か、加瀬と佳希のトラブルを聞かされた日のことだった。


　井口が、あからさまに加瀬と佳希に対して敵意をむき出しにするのがおかしくて、こいつは人間すべてに敵意を向けてるんじゃないかと、そんな質問をしてみたのだ。


　あのときは、仏ぶつ頂ちよう面づらで悩むばかりで、答えを聞かせて貰えなかった。


「答えは出たのか？」


「はい。──香月のことは嫌いじゃないです」


　てっきり自分の名前を呼んで貰えると思っていた妹尾は、この答えに非常にがっかりした。


「そうか？」


「はい。それに、他ほかの部下達のことも嫌いではないですね」


「なるほど、そうきたか」


　それとこれとは違ちがうというやつらしい。


「贔屓ひいき目めが過ぎて失敗しないようにな」


「気をつけます」


　自然な笑みを浮うかべる横顔が、対向車のヘッドライトで白く浮かび上がる。


　綺き麗れいなものだと、妹尾は飽あきもせずその横顔を眺ながめた。


　しばらくは無言のまま車を走らせていたが、信号で停とまった拍子に、


「孝敏さん、あの、夕食の件ですが」


　井口が意を決したように緊きん張ちようした面おももちで話しかけてきた。


「なんだ」


「どうしても、外でないと駄目ですか？」


「顔なら、あまり気にしすぎるな。個室のある店にでも行こう」


「……はい」


　頷きはしたものの、井口の返事は冴さえない。


　そんなに嫌いやなのかと横顔をうかがったら、口がへの字に歪ゆがんでいる。


（まったく、これだから）


　これは、嫌なんじゃなくて困っている顔だ。


「もしかして、夕食の準備をしていたのか？」


　白状しろと促うながしてやったら、井口は渋しぶ々しぶといった風に頷いた。


「……少し。でも良いです。どうせ失敗作ですから」


「今日はなにを？」


「ビーフシチュー。──レシピ通りに作ったんですけど、やっぱりうまくいかなくて」


　だから、もう良いんですと、悔くやしそうに口元を歪ませる。


「俺はかまわないぞ。用が済んだら家に帰ろう」


　妹尾の言葉に、井口は頷かなかった。


「良いんです。このまま外食しましょう。──毎日毎日、不味まずい料理ばかり食べさせたのでは申しわけないですし……」


（おっと、泣きそうだ）


　妹尾は、ちょっと楽しくなった。


「良いから。せっかく作ったんだから勿もつ体たいない」


　おまえの料理を食べさせてくれ、とちょっと甘い声で言ってやると、井口は口元を歪めたままで小さく頷いた。





　最近の井口は、家にいる暇ひまな時間を活いかして、ネットの料理サイトから学んだレシピで料理を作るのに熱中している。


　長期休きゆう暇かに入ってすぐ、外に出られない井口のために妹尾が軽い料理を作ってやったのが、どうやらショックだったらしい。


　自分にできないことを妹尾がやれるのが気に入らないのか、単に面めん倒どうを見られるより見たいと思っているのか、妙みようにむきになって料理に熱中しはじめたのだ。


　が、その成果はかんばしくなかった。


　レシピ通りに作っているつもりなのに、思ったような味にならないとがっかりしてばかり。


　どうしてうまくいかないのかと井口は首を傾かしげているが、妹尾にはその理由がわかっていた。


（口が奢おごりすぎているんだろう）


　井口は大学教授と深窓のご令れい嬢じようの間の一ひと粒つぶ種だねで、基本的におぼっちゃま育ち。


　金銭的な苦労などしてこなかったから、プロの料理人の作った料理に舌が慣れ親しんでいる。


　一いつ般ぱん家庭の主婦向けに簡略化されたレシピに従って料理を作ったところで、美味おいしいと感じられないのは当たり前だった。


　その点、妹尾は施し設せつ育ちだけあって、超ちようシンプルな味つけに慣れている。


　だから、井口の料理も充じゆう分ぶんに美味しくいただけているのだが……。


（言わないでおこう）


　なぜって、そのほうが絶対に楽しいからだ。








　マンションに着いて、井口に案内されて部屋に向かう。


「孝敏さんのところに比べると、凄すごく狭せまいですけど。──どうぞ」


　鍵かぎを開けた井口が先に部屋に入り、妹尾も後に続いた。


（……なんだ、これは）


　玄げん関かんに入ってすぐ目についたのは、巨きよ大だいな、アフリカのものらしいプリミティブなお面。


　微かすかに背筋に寒気を感じながらも、井口の後を追って短い廊ろう下かを抜ぬけ、リビングへ向かう。


（うっ。これは……）


　香月が凄いといった意味がひとめでわかった。


　十畳じようほどのリビングの壁かべ一面にみっしり飾かざられているのは、玄関に飾ってあるのと良く似たお面や、やはりアフリカのものらしいパイプや装そう飾しよく品、石いし槍やりの矢や尻じりらしきもの、棚たなの上には小さな干し首らしきものまであった。


　妹尾は、それらのものから奇き妙みような圧あつ迫ぱく感や視線らしきものを感じて、思わず身み震ぶるいした。


「灯夜、これはおまえの趣しゆ味みなのか？」


　妹尾は、背筋の寒気を堪こらえつつ、井口に聞いてみた。


「違います。これは父が送ってくるんですよ。ここ数年は向こうの古い呪じゆ術じゆつに凝こっているようで、儀ぎ式しきに使うお面や装飾品の類たぐいばかり送ってきて、ちょっと辟へき易えき気味なんですけど」


「ああ、アフリカの文化を研究しているんだったな。──しかし、良いのか？」


「なにがです？」


「なにがって……。これ、全部本物だろう？」


　この圧迫感は間違いない。


　レプリカなら何度か見たことがあるが、それからはこんな得体のしれない圧迫感などなかった。


「え？　まさか。レプリカでしょう」


　井口はキョトンとした。


（まさか、気づいてないのか？）


　妹尾は勘かんの良いほうだから特にはっきり感じてしまうのかもしれないが、ここまであからさまな圧迫感がある以上、大たい抵ていの人間は気づくはずだ。


　香月だとて気づいていた。


　だから、あんな部屋で良く眠ねむれると言っていたのだろうから。


「……本物だなんて、まさか」


　井口は壁を見み渡わたして困こん惑わくしている。


「典型的な学者馬ば鹿かで、ちょっと子供じみたところはあるけど、研究資料を息子むすこにプレゼントだなんて、まさかそこまで常識外れなことは……」


　しない、とは、どうやら言い切れなかったようだ。


　語ご尾びを濁にごしたまま黙だまり込むと、壁からお面を一枚外し、ためつすがめつして眺めている。


「レプリカだと思うんですけど……。どう思います？」


　ひょいっと何気なくお面を手渡され、妹尾は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。


　手に取った瞬間、タタンタンタンと、低いトーキングドラムの音が脳のう裏りに響ひびいたのだ。


　たぶん、お面から感じる視線と似たようなもので、一種の幻げん聴ちようなのだろう。


（勘がいいのも善よし悪あしだ）


　あまりのおぞましさに、慌あわててお面を井口の手に戻もどした。


「間違いなく本物だ。──悪い、先に車に戻る」


　情けないと思いつつ、本能的な恐きよう怖ふ感に負けて、妹尾はその場から立ち去っていた。








　井口は、さっさと部屋を出て行く妹尾を、あっけにとられて見送った。


（今のって……）


　お面を渡された瞬間、妹尾は本気で固まっていた。


　そして、立ち去る瞬間のあの表情。


（孝敏さん、間違いなく怯おびえてた）


　ちょっと可愛かわいかったかも、と井口はひとり微笑ほほえむ。


　最近の井口は、以前より妹尾の表情が良く見えるようになっていた。


　もちろん以前から見てはいたが、自分を観察するように見ている妹尾の視線が気になるあまり、視線の奥にあるものに気づけずにいたのだ。


　愉ゆ快かいそうに唇くちびるの端はしを上げて微笑む、一種独特なポーズに隠かくされた、妹尾の真実の表情に……。


　そんな風に落ち着いて妹尾の表情を見られるようになったのは、妹尾が会社や親友よりも自分を選んでくれるのだと実感してからだった。


　それ以前の井口は、選ばれるように役に立つ存在でいなければ、必要とされる価値を持ち続けていなくてはと、強きよう迫はく観念のように考えて焦あせってばかりいたように思う。


　でも、今は違ちがう。


　この人の役に立つにはどうすれば良いのか、側そばにいる自分になにかできることはないかと、そんな風に考えてばかりいる。


　そして、ひとつ答えを見つけるたび、心の奥底にいた、ひとりぼっちだった子供が喜んでくれているような気がする。


　そんな風に、自分の中から自然に湧わき上がってくる温かなもので、心の中が満たされていくのを感じるのだ。


（……これ、どうしよう）


　ふと、井口は、手にしたままのお面に視線を落とした。


　所々、手て垢あかがついたかのように黒ずんだお面。


　本物だと言われても井口にはさっぱり実感が湧かないが、妹尾のあの反応からすると怪あやしいのかもしれない。


（そういえば、香月もあんまり良くないとか言ってた）


　明日にでも、父親に電話をかけて、問いつめてみよう。


　その結果、本物だったら、専門の業者を頼たのんでアフリカに送り返さなければならない。


（あ、でも……）


　うろたえる妹尾を見るのは、ちょっと楽しかった。


　妹尾が楽しそうに自分を見るのは、こんな気持ちからなんじゃないだろうか……。


「一枚ぐらい、手元に残してもばれない……かも？」


　あの父親のことだ。


　なにを送ったのか、きちんと記録を残しているとは思えない。


　井口は、どうしようかと本気で悩なやんでいた。








（……さて、どうする）


　マンションの外に出て、妹尾は車のドアに凭もたれて腕うで組ぐみをした。


　この一週間、井口と一いつ緒しよに暮らしてみて違い和わ感はまったくなかった。


　井口の緊きん張ちようも徐じよ々じよにほぐれてきたようで、日が経たつにつれ表情が和らいでいく。


　だから、近々、本格的に引っ越こして来させようと思いはじめていたのだが……。


（あんなものを持ち込まれたら、さすがに困る）


　想像しただけで、ゾッとした。


（それにしても……）


　鈍にぶい奴やつだとは思っていたが、いくらなんでもあれに気づかないとは鈍い、鈍すぎる。


（少しはましになったと思ったんだがな）


　ワンテンポ遅おくれではあるが、こちらの感情を読みとって気を遣つかってくれるようになったと思っていたが、まだまだ油断はできなそうだ。


　自分の身近な存在を大切に思うあまり、冷静さをなくして判断ミスをする癖くせもまだなおってはいないだろうし……。


（この先も、まだまだ手間がかかりそうだ）


　おいおい、頼むよという気分で、妹尾は苦笑いしつつ、腕組みをしたまま夜空を仰あおいだ。




不躾な男



◆ぶしつけなおとこ◆













　学校から戻った佳希が、自転車を置きに車庫に行ったら、見覚えのないメタリックがかった濃のう紺こんの外車が停とまっていた。


（客？　こんな時間帯に……）


　加瀬の屋や敷しきには、ご近所さん以外の客はほとんど来ない。


　来るとしても仕事関係で、いつもならもう少し遅おそい時間帯を選んで来る。


　非常識な人だと、誰だれとも知らない客に対する評価を断定しかけたが、ちょっと待てと、一呼吸してから気持ちを改めた。


　勝手な先入観は良くないと、玄げん関かん先で立ち止まって屋敷を見上げる。


　十二月も半ば、屋敷を囲むように植えられた木々もすっかり枯かれて寂さびしげな様子だが、木々の間を吹ふき抜ぬけていく冷たい風を完全に遮さえぎる、どっしりとした優やさしい色合いの洋館は、ひとめ見るだけで安心感を与あたえてくれた。


　佳希は、親しん戚せきの家にいた頃ころから理り不ふ尽じんな扱あつかいを受けていたせいもあって、自分は男だん娼しようとして買われたのだという勘かん違ちがいをした状態で、この屋敷に引き取られた。


　そんな風に、この屋敷の主あるじに対するとんでもない先入観を抱いだいていたものだから、最初に出で迎むかえてくれた加瀬をハウスキーパーだと勘違いしたぐらいだ。


　その後、色々あって、一時はこの屋敷から出るようにとも言われたけど、最終的にはすべての誤解が解けて今もここで暮らせている。


　誤解から生じた事態のせいで、佳希自身少々痛い目にもあったが、それに対するしこりはまったく残ってない。


　元はといえば自分が悪いのだし、それに、誤解だったとはいえ、それなりの覚かく悟ごをした上でこの屋敷の門をくぐったのだ。


　すべてが自じ業ごう自じ得とくだった。


　後こう悔かいすることがあるとしたら、ただひとつ。


　加瀬をひどく困らせて、悩ませてしまったことだけ。


（……加瀬さんの客だしな）


　良く知りもしないで、勝手な先入観を抱いだいちゃいけないだろう。


　とりあえず私服に着き替がえるかと、佳希は玄関のドアを開けた。








　玄関を入り自分の部屋に向かう途と中ちゆう、ある部屋の前で、佳希は驚おどろいて立ち止まる。


（…………え？）


　普ふ段だんはまったく使っていない客用の部屋から、くぐもった人の声がする。


　それも、なにをやってるかがあからさまにわかる、やたらと艶なまめかしい感じの声。


（ここって、井口さんが使ってた部屋だよな）


　昨夜、前まえ触ぶれもなくいきなり訪ねてきた井口が、三日だけ貸せと言って強ごう引いんに占せん拠きよした部屋。


　声を出しているほうか、出させているほうかはわからないが、とりあえず片方は井口で間違いない。


　で、もう片方は……。


（……………………あり得ない）


　一いつ瞬しゆん、加瀬の顔が脳のう裏りをよぎったが、あっさり却きやつ下か。


　浮うわ気きなんてできるような人じゃないし、そもそも相手が井口という点に無理がある。


（あれは本気でビビってるよな）


　立場は加瀬のほうが上なのに、実際に会って話しているのを見ると逆で、加瀬のほうがでかい身体からだを丸くして、井口相手に萎い縮しゆくしている。


　そんな相手と、どうこうなったりはしないだろう。


（とすると、あっちか……）


　車庫に停まっていた外車を思いだし、納なつ得とくする。


（人ん家ちでやるなよ）


　井口もだが、外車の持ち主もそうとう非常識な人だ。


　今度は、なんのためらいもなく、そう思えた。











　セーターとジーンズに着替えて、キッチンに向かう。


（やっぱり、いないか）


　綺き麗れいに片づけられた人気のないキッチンを眺ながめ、ホッとしたような残念なような、少し複雑な気持ちを味わった。


　少し前までは、佳希の帰宅の時間に合わせて、加瀬がいそいそとお茶の支し度たくをしてくれていたのだが、最近はさっぱり。


　飽あきられたとかそういうのじゃなく、単に仕事が忙いそがしいせいだ。


　夜のほうが仕事がはかどると言って、加瀬はいつも佳希が眠ねむった後に仕事をしている。


　以前は夜だけだったのだが、最近はスケジュールが詰つまってきたからと、佳希を学校に送りだした後も仕事しているようで、当然ながら加瀬の睡すい眠みん時間は激減し、佳希が帰る時間に合わせて起きることも難しくなっているのだ。


　佳希は、キッチン脇わきにある加瀬の部屋に向かった。


（お邪じや魔ま）


　ノックもせずにドアを開け、足音を忍しのばせてそうっと中に入る。


　案の上、加瀬はぐっすり眠っていた。


　いつも枕まくら元もとに置かれている目覚まし時計が見当たらないところをみると、セットした時間に鳴った目覚まし時計を止めたついでに、毛布の中に引っ張り込んでしまったのかもしれない。


（こんな明るいのに、良く熟睡できるな）


　他ほかの部屋は立派な遮しや光こうカーテンを使っているのに、家主である加瀬の部屋だけはペラペラの薄うすいカーテンだ。


　加瀬はこのほうが眠りやすいのだと言う。


　葉を落とした木に遮られることなく部屋に差し込んでくる最後の西日は、明るい茶色のカーテン越ごしにまるで夕日のような色合いを醸かもしだしていて、眠る加瀬の頰ほおにもその色を落としていた。


（加瀬さん、最近ちょっと顔色悪いから、このぐらいでちょうどか）


　起こさないよう枕元まで行って、そっと熟睡する加瀬の顔を覗のぞき込んだ。


（……やっぱり綺麗だよな）


　和なごやかな雰ふん囲い気きを持った瞳ひとみが閉じられているせいか、彫ほりの深い端たん整せいな顔立ちがより強調されて見える。


　疲つかれているのがわかっているから、このまま黙だまって眠らせてあげたいが、それをやると加瀬は絶対に起きた後で、佳希に「寝ね坊ぼうしてごめんね」と本当に申しわけなさそうに謝ってくる。


　身体は休めても、それでは逆にストレスを溜ため込ませてしまいそうで、佳希は仕方なく心を鬼おににして起こすようにしていた。


「加瀬さん」


　顔に影かげを落とす長いまつげに、そっと唇くちびるをよせたら、加瀬の目がパチッと開いた。


「あ、あれ？　佳希くんだ。……ああ、また、やっちゃったか」


　起きるなり、加瀬は毛布の中から目覚まし時計をとりだしてため息をつく。


「おはよ」


「うん、おかえり。──駄だ目めだな。もう一個、目覚ましを用意したほうが良いかも」


　ベッドの上に起きあがって、加瀬が苦く笑しようする。


「ってか、無理に目覚まし使うのやめたら？　お茶もなし。夕食の支度をする時間ぐらいに、俺が起こしてやるからさ」


「え、でも……」


　加瀬は嫌いやそうだ。


　施し設せつ育ちのせいか、加瀬は一いつ般ぱん家庭の在り方に対して憧あこがれじみた感情を持っているらしく、『リベンジ』と言ってはホームドラマで見み掛かけるようなベタな家族ごっこをよくやりたがる。


　その一いつ環かんで、学校から帰ってきた佳希を「おかえり」と言って出迎えたいんだろうが、


（気持ちはわかるけど……）


　身体のほうが大事だ。


「しばらくの間だけだって。仕事が一段落したら、また復活すれば良いんだし」


　本当は夕食の支度も佳希が自分でやりたいくらいなのだが、プロと遜そん色しよくない料理の腕うで前まえを持つ加瀬に、自分が作った料理を食べさせるのはどうも気がひける。


　それに料理をしているときの加瀬は凄すごく楽しそうで、ストレス発散にもなっているみたいだから、このままのほうがむしろ良さそうだ。


「そうだね。しかたないか……」


　加瀬は凄く残念そうだ。


（俺は嬉うれしいけど）


　愛する人の無防備な寝顔を毎日見られる。


　明日はどうやって起こしてやろうかと考えただけで浮うき浮うきする。








　夕食の支度をはじめる前に、加瀬にとっての目覚めのコーヒーをふたりで飲んだ。


「加瀬さん、メタリック系の濃のう紺こんの外車に心当たりある？」


　佳希が聞くと、加瀬は頷うなずいた。


「孝敏が個人で所有してる車が、確かその色だったと思うけど」


「あ、妹尾さんか……」


　なるほど、そういうこと、と佳希はひとり納なつ得とくした。


（見た目は確かに綺麗だけど、あんなキツそうなのと、良くつき合えるな）


　井口から邪じや険けんな扱あつかいしか受けなかった佳希は、そんな風に思う。


　人の好みは千差万ばん別べつ。


　口に出す気はないが、ちょっと感心してしまう。


「それが、どうかした？」


「あ、うん。車庫に停とまってたから」


「へぇ。井口くんを迎むかえに来たのかな」


　遠えん慮りよしないで起こしてくれれば良かったのにと呟つぶやきながら、加瀬が椅い子すから立ち上がる。


「……どこに行くんだ？」


「どこって、井口くんの部屋だよ。孝敏に声かけてこようかと思って」


「止やめたほうが良いと思うけど……」


「どうして？」


「いや、だって……、最中だから」


　さすがにセックス中とははっきり言えない。


「さいちゅう？」


　加瀬はキョトンとした。


「あー、あのさ。加瀬さんはあのふたりのこと、知らないのか？」


「あのふたりって？」


「妹尾さんと井口さん。──できてるんだろ？」


「デキテル？」


　と、またしても首を傾かしげる。


　どうやら、言葉の意味を把は握あくしかねているらしい。


（なんでこれでわからないんだろう）


　男同士がつき合うという話に免めん疫えきがないなら仕方ないが、自分だって佳希とつき合っているのだ。


　気づいても良さそうなものなのに……。


　と、佳希が加瀬の鈍にぶさに感心している間に、なんとか加瀬の脳の回路も繫つながったらしい。


「あ！　ああ、そういうこと……」


　かぁっと、耳のあたりから徐じよ々じよに顔が赤くなっていく。


「いや、初耳だったから……。え、でも……。ええっ!?　最中!?」


　加瀬は真っ赤になってオロオロした。


（変な反応）


　自分の家をラブホ代わりに使ってるのかと怒おこるなり、あきれるなりしても良さそうなものなのに、照れまくるだけとは。


　自分だってやってることなんだし、そんなにうろたえなくても良いだろうに……。


（可愛かわいいよなぁ）


　純情可か憐れん。


　百九十超こえの大男には似合わない言葉を連想して、佳希は口元を隠かくしてニヤニヤした。











　あのふたりはしばらく放ほうっておくことにして、夕食の支し度たくをはじめた。


「今日は中ちゆう華か風ふうにきめて、メインは餃子ぎようざにしようかと思ってたんだけど、孝敏が来てるんなら予定変へん更こうかな……。──佳希くん、サルサソースは平気？」


「かなり好きなほう」


「良かった。じゃあ、タコライスと豆のサラダと、あとチキンでなにかもう一品作ろうか」


「手伝う。──妹尾さんは、メキシコ料理が好きなんだ」


「どちらかというと、好きなのは料理じゃなく酒のほうかな。──このタマネギ、包丁でみじん切りにしてくれる」


「ん」


　フードプロセッサーでやればあっという間なのに、という言葉を飲み込んで、佳希はタマネギを受け取った。


　実際にフードプロセッサーで一気にやってしまうこともあるから、たぶん料理の種類によって使い分けしてるんだろう。


（さすが、シェフ）


　見習い兼けん助手は、大人しく包丁を手に取った。








　妹尾は、夕食の最中にキッチンに現れた。


「邪じや魔ましてるぞ。──正見、俺にもなんか食うものくれよ。あと、酒」


　まったく悪びれない調子でどっかと椅子に座って、注文してくる。


「了りよう解かい」


　いつものことなのか、加瀬は嫌な顔ひとつせずに立ち上がり準備しはじめる。


　手伝ったほうが良いかなと、その背中を見ていた佳希に、妹尾が加瀬に聞こえないようこっそりと話しかけてきた。


「よう佳希。この前、家出したんだって？」


（なんか、ガラわる）


　前ボタンを全開にして羽織っただけのシャツと、寝ね乱みだれたまま撥はねた髪かみ。


　最初に会社で見たときには爽さわやか系だと感じたが、こうして見るとまったく逆に見える。


「してませんよ」


「じゃあ、喧けん嘩かか？」


「どっちもしてません」


「そうか？　行方ゆくえ不明になったって聞いたがな」


「……一時的にですよ。もう終わったことなんで蒸むし返さないでください」


「つまらんな」


　バシッとシャットアウトすると、妹尾は肩かたをすくめた。


（あ、キスマーク）


　はだけた胸に赤い印が見える。


　よくよく見ると首や肩にもあるようで、実に華はなやかだ。


「……妹尾さん、シャツの前、留めてくれません？」


「ん？　気になるか？」


　妹尾は愉ゆ快かいそうにニヤついた。


「俺は別に。……でも」


　と、視線を加瀬に向ける。


　加瀬が気づいたら、絶対にさっきみたいにうろたえて赤面するだろうと思ったのだ。


「ぶっ」


　それでわかったようで、妹尾はゲラゲラと笑いだした。


「なに笑ってるの？」


　料理の皿を持ってきた加瀬が不思議そうな顔をする。


「いや、仲良くやってるみたいで安心したとこだ」


「そう？──ライムと塩は？」


「ライムだけで良い」


　了解と言って、妹尾が次に持ってきたのは、酒さか瓶びんとショットグラスにライムのざく切り。


　妹尾はショットグラスに透とう明めいな酒を注つぎ、ライムを一口齧かじると、ショットグラスを一気に呷あおった。


「んー、久しぶり。やっぱ美味うまいな」


　間を空けずにまた酒を注ぎ、ライムを齧って呷る。


　実に美味そうだ。


「メキシコの酒っていうと、テキーラ？」


　佳希は、テーブルに戻もどってきた加瀬に聞いてみた。


「そう。孝敏はあれに目が無いんだ。しかも酒に強いから、家に置いとくとキリがないって、ここに来たときしか飲まないようにしてるんだよ」


「へえ」


「いくらザルでも、さすがに連日飲み過ぎると体調が崩くずれるからな。責任ある立場なもんで、身体からだには気を遣つかってるわけだ。──おまえも飲むか？」


　妹尾が聞いてくる。


「けっこうです」


（高校生に勧すすめるなよ）


　ワイン程度ならともかく、あんな強い酒を飲んだら翌日に響ひびきそうだ。


「加瀬さんは、酒飲まないよな」


「あ、うん。僕はね。……ちょっと悪わる酔よいするんで」


　加瀬が苦く笑った。


「吐はく？」


「違ちがう違う。酔っぱらうと、こいつ、やたら暗くなるんだ。無む駄だにでかいから存在感ありまくりで、かなり迷めい惑わくしたぞ」


「迷惑かけて悪かったよ」


　加瀬は不快げに眉まゆをひそめ、余計なことを言うなと言いたげな顔をした。


（あ、珍めずらしい）


　佳希の前にいるときの加瀬は、常に和なごやかな目をして微笑ほほえんでいて、あんな表情を向けられることはない。


　親友だと言い合うだけあって、さすがに気心が知れているということか。


　少し、妬やけた。


「井口くんは起きてこないの？　昨夜ゆうべからほとんどなにも食べてないようだし、消化に良さそうなものは一応用意してあるんだけど」


「当分無理だろうな。後で部屋まで持ってくから、そんときは温めてくれ」


「わかった」


「夜のうちに連れて帰る。迷惑かけて悪かったな」


「気にしないで」


　妹尾が「連れて帰る」と言った途と端たん、加瀬の肩が少し落ちた。


　井口の顔を見ずにすみそうだと安心したのかもしれない。


　目もく撃げきした佳希は可笑おかしくなった。


「なに笑ってんだ？」


　それに目め敏ざとく気づいた妹尾が聞いてくる。


「加瀬さんがあんまりホッとしてるもんで」


「佳希くん！」


　加瀬が焦あせった声を出した。


「ああ、井口にビビってたんだっけか。──なんて言われて叱しかられたんだ？」


「叱られた？……俺のせい？」


　少し前にごたついていたときの話だろうかと、佳希は気になった。


「違うよ。それとは別」


「そうそう。仕事のペースが落ちてるからハッパかけとけって井口に頼たのんでおいたんだが、よっぽどなことを言われたみたいだな」


「あれは孝敏の差し金だったんだ」


　加瀬は苦い顔をした。


「俺が言っても効果ないだろうが。こっちも仕事なもんでな。──で、あれになんて言われた？　色ボケしてるんだろうとでも言われたか？」


（……色ボケ）


　間違いなく自分とのことを言われているんだろう。


　人の情事は平気でも、自分のこととなると少しばかり勝手が違って、ちょっと恥はずかしい。


「それも言われたけど……。それ以上に、自分の立場についてどう思うかって、滔とう々とうと問いつめられてね」


「ああ、それでか。──おまえ、社会的責任ってのに弱いもんな」


　妹尾はニヤニヤと楽しそうだ。


「ま、頑がん張ばれ。でないと、また、あれをけしかけるぞ」


「けしかけるって、犬じゃないんだから」


「犬か……。あれのイメージじゃないな。……ま、無理にたとえるなら、警けい戒かい心しんの強い小型犬ってとこか……」


　ショットグラスにテキーラを注ぎつつ、妹尾が呟つぶやく。


（へえ、けっこうマジっぽい）


　口元は相変わらずニヤニヤしているが、目元が優やさしい。


「孝敏、井口くんとはいつから？」


　佳希と同じことを感じたらしく、加瀬が聞いた。


「あ？　もうずっと前、三年ぐらいにはなるか」


「全然気づかなかったよ。──で、あの、どういうところが気に入ったの？」


　ちょっと聞き辛づらそうに加瀬が質問する。


　苦手な井口と自分の親友がつき合っているという状じよう況きように戸と惑まどっているようだ。


　妹尾の口から井口の良いところを少しでも聞き出して、見直したいとでも思ってるのかもしれない。


「どこって……。──身体かな」


「……へ？」


　ズバッと言われて、加瀬と佳希は同時に退ひいた。


「性格と顔も気に入ってるがな」


（全部じゃん）


　単に惚のろ気けられたようだ。


「井口さん、確かに綺き麗れいな顔してるか」


　性格はともかく、という言葉を佳希は飲み込んだ。


「笑うと二割増しで良い。──和んだ目元がおまえに似てるんだよな」


「僕？」


　目線を向けられ、驚おどろいた加瀬は自分の顔を指さした。


「そ」


「井口さんが、加瀬さんに？」


　印象が違いすぎて、全然重ならない。


「今じゃない。正見がガキの頃ころの顔だ。俺より身長が全然小さかった頃。──あの頃はまだ今ほど彫ほりも深くなくて、もっと女顔だったしな」


「あ、なるほど」


　それなら少しはわかる。


「子供の頃の加瀬さんって、絶対可愛かわいかっただろうな」


　いま現在の加瀬の顔を眺ながめつつ、足し算引き算をして、子供時代の顔を想像してみた。


　思わず笑えみがこぼれる。


「ちょっと佳希くん、そんな見ないでくれる？」


　マジマジと眺められて、加瀬は気まずそうだ。


「ものっ凄すごく可愛かったぞ。可愛すぎて、施し設せつ時代に変態に目をつけられて追いかけ回されてたぐらいだからな」


　その話なら佳希も知っている。


　施設では先せん輩ぱいだった妹尾にいつも助けて貰もらって事なきを得ていたが、今でも軽いトラウマになっていると本人が言っていた。


「物もの陰かげに引きずり込まれてベソかくのが面おも白しろくってな。助けるタイミングを少しずらしたりもしたもんだ」


（……面白い？）


　なにか微び妙みように話が違わないかと、加瀬を見上げたら、


「孝敏は昔から変なところで性格が悪かったから」


　と、ため息混じりに呟く。


「最終的には助けてやったんだから良いいじゃないか」


「まあね。──お陰で僕もさっさと自立できたようなものだし」


　一時的に助けてはくれるものの、根本的な解決には手を貸してくれない。


　それがわかってからは、なんとかしようと自衛する手段を自分で考えるようになった。


「それで頼たよってこなくなってたのか。あの頃は、かなりつまらなかったぞ」


「そうそう面白がられてばかりもいられないからね」


　しばらくの間、ふたりは佳希が知らない子供時代の話に花を咲さかせた。


　話の中の子供時代の加瀬を想像すると、勝手に頰ほおがほころんでくる。


　お陰で疎そ外がい感を覚えて妬かずにすんだ。が、


「──そういや、よく一いつ緒しよのベッドで寝ねてたよな」


　という一言で、「え？」と佳希の顔はひきつる。


「枕まくら持った正見が、俺のベッドに潜もぐり込んできてたんだ。──妬けるか？」


　と妹尾にからかわれたが、すかさず加瀬が説明した。


「佳希くん、小学生時代の話だからね？」


「あ、なるほど」


　佳希は頷うなずいた。


　それならば佳希にも覚えがある。


　小学生の低学年の頃、怖こわいテレビ番組を見た夜などは、両親の布ふ団とんに潜り込んだこともあるから。


「お化けが怖かった？」


　からかうと、加瀬は首を振ふった。


「いや、そうじゃなくて……」


「正見は暗いのがからきし駄だ目めなんだ。施設を出てアパート暮らしになってからは、貧びん乏ぼうだってのに夜はずっと電気つけっぱなしだったしな。──今でも苦手なんじゃないのか？」


「え、あ、うん。……ちょっとね」


　加瀬が苦く笑しようする。


（ああ、それでか）


　今も暗いのが苦手なせいで、加瀬の部屋だけカーテンがペラペラなんだろう。


「え、じゃあ」


　佳希は、ふと少し前のことを思いだした。


（だったら、あれは？）


　聞いてみたいが、さすがに今は無理だ。


　だが、佳希が思いとどまったことを、次の瞬しゆん間かん、


「そういや、よくやれたな」


　と、妹尾がズバッと口にした。


「た、孝敏？」


「やっぱりあれか？　据すえ膳ぜんの前では、暗いのなんかどうでもよくなったか」


「ちょ、ちょっと……」


　加瀬が、かぁっと赤くなってオロオロする。


（やっぱ、ばれてたか）


　互たがいの想おもいを確かめ合うまで、加瀬と佳希はずっと闇やみの中だけで抱だき合っていた。


　加瀬と妹尾の関係上、知られているだろうとは思っていたが、さすがにこうあからさまに言われると、まるで寝しん室しつを覗のぞかれていたような感じがしてもの凄く恥はずかしい。


　その上、共犯者である加瀬にこんなに照れられては、佳希としても平静を装よそおいきれない。


（さすがに、これは……）


　つられて赤くなった佳希も、顔を隠かくす為ために妹尾から顔を背そむけ、うつむいた。


「ふたり揃そろって赤くなって。──今さら、そんな照れるようなことか？」


　妹尾のからかうような言葉に、目線だけをそっと向けると、ニヤニヤと本気で楽しそうな顔が見える。


（……楽しんでやがる）


　どうやら、完全に酒の肴さかな扱あつかいされているみたいだ。


（非常識な上に悪あく趣しゆ味み）


　赤くなってうつむいたまま、佳希は妹尾への評価をもう一つ、つけ加えた。
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